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      闇に潜むものは、すべてを注意深くみつめていた。



    

  
    
      


　二つの太陽が地平線から顔をだし、闇を追いはらう。

　朝である。

　セントール平野につくりあげられた美しい田園、幻げん想そうのようなたたずまいをみせる農村が朝の光を浴びていた。

　整せい然ぜんと区切られた畑に、丹たん誠せいこめて手入れされたオルファ麦むぎがつらなっている。畑よりも一いち段だん低く開けた平地には、用水路と水田がひろがっていた。

　穂ほ先さきはむろん、重く垂たれている。

　土にまみれて働くことが嫌きらいな者でも、おもわずうっとりしてしまうような眺ながめだ。一目みただけで、秋の豊ゆたかな実りが約やく束そくされているとわかる。それをもたらしたものは二つの太陽、肥こえたセントールの土だけではない。そこに住む人々の努力がこの田園に豊かさをもたらしているのだ。

　やがて、どの家からも田畑の様子をみにゆく男たちが姿すがたをあらわした。煙えん突とつからは、パンを焼き、あるいは飯を炊たく煙けむりが立ちのぼりはじめる……



　１時間後。

　そんな村の一角にある、大きな納な屋やを備そなえた赤屋根の家。

　玄げん関かんから、５、６歳さいぐらいにみえる男の子が顔をだした。耳のあたりで切り揃そろえた黒くろ髪かみをなびかせながらとたたっ、と空に浮うかびそうな勢いきおいで駆かけだし、好こう奇き心しんに満ちたディープブラウンの瞳ひとみであたりをみまわす。教科書の詰つまったカバンとお弁べん当とう袋ぶくろを手にしている。

　すこし眩まぶしそうに目を細めながら、んーっ、と深しん呼こ吸きゆうした。

　後を追うように、玄関から人があらわれた。

　野の良ら着ぎ姿すがたの男女だ。

　二人とも、若わか々わかしい。

　男の子が振ふりむき、弾はずむような声でいった。

「とうさん、かあさん、いい天気だよ！」

「そうか」

　うん、という感じでこたえたのは洗いざらしたシャツとズボン、手にはちょっとボロくなった麦わら帽ぼう子しという父親。いかつい顔立ちと獣けもののように筋きん肉にくの発達した肉体は農民というより戦士そのものだ。

　ただ、目だけが印象を裏うら切ぎっていた。慈じ愛あいにみちている。

　今日きようも見事な秋晴れであることは先ほど天気を確かめた時にわかっていた。だが、口にしようともしない。息子むすこの機き嫌げんがいいことがなにより、なのだ。そう知っているだけで今日も素す晴ばらしい一日が過すごせる。

「忘わすれ物はないのね、ナサ？」

　ちょっときびしくたずねたのは母親である。やはり、父親と似にたような実用的ファッションに身を包んでいた。麦わら帽子の上から日焼けや肌はだ荒あれを防ふせぐための手て拭ぬぐいをかぶり、顎あごの下で締しめている。

　となると、お父さんとお似に合あいの、とおもうのが人にん情じようだが……実じつ際さいは、いやお父さん、うまくやりましたなぁ、とうらやましくなるほどの美女であった。長身で、出るところは出て引っこむところは引っこんだボディ。整ととのった顔立ち。日々、野良仕事にいそしんでいるはずなのに、肌は抜ぬけるように白い。

「うん、持った！」

　ナサと呼よばれた男の子は元気よく応おうじた。ぶんぶんと手て縫ぬいのカバンを振ふってみせる。

「うん、じゃないだろう」

　お父さんがちょっと恐こわい顔をつくった。

「うん、あっ……はーい」

　といいつつ、ナサの注意はまたも新しい朝にむけられている。

　納屋から良く手入れされた鎌かまを持ちだしたお父さんは、しかたないなぁという表ひよう情じようで笑う。みかけは怖こわくても、結局はほかのお父さんと変わらないのだ。

　親子は田園の道を歩きだした。あちこちから焦こげ茶色の羽根に漆しつ黒こくのトサカを備そなえたセントール雀すずめの鳴き声が響ひびき、空にはのんびりと飛んでいる野の良らペガサスの群むれがみえる。

　ナサがたずねた。

「ね、父さん、父さんは冒ぼう険けん者しやだったんだって？」

「ん……誰だれからきいたんだ」

　お父さんはたずねた。驚おどろきが顔にあらわれていた。過か去この話を息子にしたことがなかったからだ。

「ヒュレンのおばさん！」

「ウィムか」

　お父さんは溜ため息いきをつきながら苦笑いを浮かべた。子こ供どもにはわからない感想をつけくわえる。

「ここに落ち着いて、結けつ婚こんしてからおとなしくなったと思っていたが、口の軽さはあいかわらずか……昔と変わらないな」

「ランバルトでその人ありと知られた魔ま導どう士し、ウィム・ヒュレン」

　お母さんが口をはさんだ。いたずらっぽい声でつけくわえる。

「だれかさんと同じで、すぐに騒さわぎをおこすことで有名だったものね」

「騒そう動どうがあるたびに必ず一いち枚まいかんでいる伯はく爵しやく家けの元気なお姫ひめ様さまもいたけどなぁ」

　お父さんが反はん撃げきした。

　お母さんがうつむき、ぽっ、と頬ほおを赤くする。

　分かれ道にやってきた。右は学校。道の先にある丘おかに、校こう舎しやの青屋根と時と計けい塔とうがみえている。左は田畑に続く道である。

　何組かの親子連れがいる。

　人ひと族ぞくだけではない。ゴブリン、トロル、ホビット……土をいじることの大好きな魔ま族ぞくたちの姿すがたがみえた。

　ナサは自分より先に学校へ駆かけてゆく何人かに手を振りながら、まだ両親のそばから離はなれようとはしなかった。誰かを待っているのだ。

「ナサ」お母さんが不思議そうにたずねた。

「誰か、一いつ緒しよにいく約やく束そくした子がいるの」

「え、んーとね……あ、きたきた」

「ナサにいちゃん！」

　浅あさ黄ぎ色いろの髪かみをゆらし、二人の女の子が駆かけ寄よった。姉妹しまいだ。姉はナサと同じような年とし頃ごろだった。妹はひとつ下ぐらいだろう。

「おはよう！」ナサは大きな声でこたえた。振り返り、両親に片かた手てをあげる。

「じゃ、父さん、母さん、いってきます！」

　お父さんとお母さんはにっこりとして手を振り返す。子供たちの姿はたちまち遠ざかっていった。

「あの年で、両手に花、か」お父さんはおもしろそうにつぶやいた。

「ばかなこといわないで」

　と、お母さんは怒おこったが、眉み間けんに小さく皺しわが寄っている理由はそのことではなかった。

「どうした」お父さんがたずねた。

「あなた、変なことをきくみたいだけれど……」

　お母さんはたずねた。

「あのかわいらしい女の子たち、どこの子だったかしら？」

「さてね……子供はすぐに友達をみつけるからな。しかし、最近新しい入にゆう植しよく者しやは……」

　お父さんも眉まゆをよせかけ──耳みみ慣なれた友の声にさえぎられた。

「いい子に育ったな」

　のんびりと近づいてきたゴブリンの農夫が目を細めた。彼の頬には古い刀かたな傷きずの痕あとが刻きざまれている。

「ロメス、おはよう……だがな君も同じさ」お父さんがこたえた。「手紙はきたかね？」

「うちのバカ息子むすこどもからか？　そんなわけがあるまい！」ゴブリンはイノシシそのものの鼻をぶうっ、と鳴らせた。しかし顔には笑いが浮かんでいる。

「男ばかり三人生まれて、それが揃そろいもそろって志し願がんしおった。好すき好このんで軍にはいるなど、教育を失敗したわい。バカどもが……いまごろはいっぱしの兵隊気取りで田畑をひっかいているオヤジのことなど忘わすれておるさ……ま、長男はガズ・クォルンの副官になったらしいが」

「ほう。迫はく撃げきのクォルンの……ということは、自じ慢まん話ばなしだな？」お父さんがにやりとした。

「ああ、自慢話だ……儂わしもとしをとったかな」

「かもしれないね。昔のことが、すべて夢ゆめだったようにおもえるほど」

「夢だったのかもしれないわ」お母さんが遠い目をした。

　冒険の日々。出会い。戦い。別れ。酒場でのドンチャン騒さわぎ。魔ま王おう城じようでの舞ぶ踏とう会かい。そして、恋こい。

　いいえ、恋はまだ終わっていないわと彼女はおもった。夫の横顔をそっとみつめる。

「おうおう」ゴブリンが麦わら帽ぼうで顔をあおいだ。

「朝からお熱いことで。まったくおまえさんたちときたら、昔は顔をあわせるたびに剣けんを交えていたというのに……いや、だからこそか？」

　お父さんとお母さんは顔をあからめた。

「なにアブラを売ってんだい、あんた！」

　性しよう根ねの座った声でゴブリンのおかみさんが怒ど鳴なりつけた。

「まったく、日に一度はいらないことをいわなければ気が済すまないんだから！　また冒険にでもでたいのかい？　ふざけるんじゃないよ！　あんたにはしっかり面めん倒どうをみなきゃならない田畑があるんだからね！」

「……古ふる女によう房ぼうめ、自分もいっぱしの冒険者だったことをすっかり忘わすれておるな」

　ゴブリンが肩かたをすくめ、皆みなが笑いだした。畑に向けて歩きだす。

　一日の始まりだ。

　いつもと変わらないはずの一日の……



　ナサが異い変へんに気づいたのは、四時じ限げん目の終わり近く、昼休みまでもう一五分を残すばかりになったあたりだった。

「初代の魔ま王おう陛へい下かが魔光とともにブラントラントに降こう臨りんされる時まで、人族と魔族は世界のすべてで争い続けていました……」

　エルフの女じよ性せい教きよう師し、ラネ・マウサ先生が子供相手には大いに無む駄だな色気を発散しながら歴史の授じゆ業ぎようを続けていた。その内容は、人族と魔族が仲良く暮くらすこの村で育った彼にはつまらない話だ。

　しかたがない。人族と魔族がこのブラントラントのすべてで争い続けていたなんて、彼にはとても信じられないからである。少し不安なのは、最近、軍の増ぞう強きようにいそしんでいるランバルトとの国こつ境きようが近いことぐらいだ。

（みんな仲良く暮らしてるのに、先生はなんでわざわざそんなこというのかな……うー、それよりもお腹なかすいた）

　ナサは机つくえに上半身をあずけ、お腹を押おさえた。朝あさ御ご飯はんをいっぱい食べたはずなのにお腹が悲鳴をあげている。お弁べん当とうが楽しみでたまらない。

（お母さん、今日はなにをいれてくれたかなぁ。カムス鴨かもの卵たまご焼やき、はいってるかなぁ）

　ぐぅっ、とお腹がなった。

　はっとした。おもったより音が大きく、教室に響ひびいてしまったのだ。

　みんなが目を丸くしていた。様さま々ざまな種族のクラスメイトたち、もちろんマウサ先生も。

「まぁ、ナサ」マウサ先生が少女のようにころころと笑いだした。

　みんなもあとに続く。

　他人を蔑さげすむ暗さのない、明るい笑いだ。

　ナサは恥はずかしさで真まっ赤かになりながら、自分でも笑いだしていた。

「仕方ないわね」笑いおさめたマウサ先生が教科書を閉とじた。

「少しはやいけれど、今日はこれでお昼休みに……」

　突とつ然ぜん、言葉がとぎれた。マウサ先生の顔から優やさしさが消え失うせていた。窓まどの外に顔を向けている。

　ナサも同じものを感じとっていた。

　首くび筋すじがちりちりしていた。冒ぼう険けん者しやの父から受け継ついだ隙すきのない観察力が、なにかを察知したのだ。

　母親から受け継いだ直感はもっとはっきりとしていた。

　その二つが教えているのは、彼が生まれてはじめて味わうもの、

　──危き険けん、であった。

　ナサは立ちあがった。

　遠く、大気を裂さく音が響ひびいた。

　それが軍隊に命令を与あたえる角つの笛ぶえの響きだということを、ナサは知らない。



　兵士たちは一いつ斉せいに行動を開始した。

　村を包囲し、死と破は壊かいをまき散らしながらその輪を縮ちぢめていったのだ。

　最初に殺されたのは、30キロほど離れた村に住む親しん戚せきをたずねようとしていた人族の一家だった。六人家族。父母に子こ供どもが四人。

　子供たちに危険がないように、地上50センチほどの高さを飛ぶファミリー・フライング・カーペットの行く手を突とつ然ぜんさえぎった男たちに父親がたずねる。

「おい、危あぶないじゃないか、こっちには子供がいる……」

　そこまで口にしたところで父親は事じ態たいの異い常じようさに気づいた。

　行く手をさえぎった男たちは顔をフェイスガード付きの兜かぶとで隠かくし、手に手に剣けんや槍やりを構えていたのだ。

「あんたたち、いったいなにを……」

　青ざめた父親はフライング・カーペットを操あやつり、逃のがれようとした。

　しかしもう遅おそい。

　リーダーらしい男が無言のままうなずくと、彼らは一斉に襲おそいかかった。



　村のあちこちで黒こく煙えんがあがりはじめた。

　教室の子供たちも、なにか異常がおこったことに気づいている。

「先生！」

　普ふ段だんは元気いっぱいだが、実は甘あまえん坊ぼうの泣き虫でもあるヴェアウルフのガスムが不安に満ちた声をあげた。

　マウサ先生は青ざめた顔のまま、なにか呪じゆ文もんを唱となえている。村の様子を感かん知ち魔ま法ほうで探さぐっているのだ。ワルキュラから離れたこの村では、まだ個人用携帯精霊通話器ＰＪＳは普ふ及きゆうしていないのである。

「先生！」

「マウサ先生！」

　泣き声もふくまれた子供たちの呼よびかけにマウサ先生は顔をあげた。

　顔色は、青いというより、白い。

　エルフ族の特とく徴ちようである切れ長の目が、引きつっていた。

　20年ほど前まで、ブラントラントのあちこちを巡めぐる冒険の日々を過すごしていた彼女には、村でなにがおこっているのか、疑ぎ問もんの余よ地ちがなかったのだ。

　子供たちを逃にがさなければならない。

「みんな、お弁べん当とうを持って校庭へ急いで！」

　マウサ先生の声は厳きびしかった。弁当を持たせた理由はひとつだけ……逃げるのには体力が必要であるからだ。

「どうして」

「どうして、先生？」

「お家に帰りたい」

「父さんと母さんは？」

　最後にたずねたのはナサだ。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　マウサ先生は安心させるようにうなずいた。しかしその言葉が嘘うそであることは子供たちにもわかった。ボブに整ととのえたプラチナの髪かみが逆さか立だっていたのだ。

「先生」

「せんせぇ」

「さあ、先生のいうことをきいて！　急ぐの！」

　マウサ先生は子供たちをせかした。他ほかの教室からも先生に引いん率そつされた子供たちが駆かけだしてくる。

　しかし、遅すぎた。

　遅すぎたのだ。

　校庭にもあの武ぶ装そうした男たちは出しゆつ現げんしていた。

　子こ供どもたちは凍こおり付ついたように立ち止まる。

　彼らも感じ取ったのだ。

　男たちの漂ただよわせる邪じや悪あくなもの……純じゆん粋すいな悪意を。

「お、おまえたち、いったいなにをするつもりじゃ！」

　怒ど鳴なりながら男たちへ詰つめよる人ひと影かげがあった。

　年老いたトロルであるビンディ校長先生だ。杖つえをつきながら、ずんずんと迫せまってゆく。

「ここは子供たちの学がく舎しやじゃ！　そのような場所に、こともあろうに武器などを持ったまま……」

　ビンディ先生はその昔、魔ま王おう軍ぐんで連れん隊たい長ちようまでつとめたほどのトロルだ。今日も朝から一いつ杯ぱいやっていたらしく、頬ほおは紅あかい。だが、扁へん平ぺいな顔に浮うかんでいるのはかつての立場をおもいおこさせるような威い厳げんと、武装した男どもを毛ほども恐おそれぬ気き迫はくだった。

「耳がついておらんのか！」

　ビンディ先生は新しん兵ぺいをしごくような声で一いつ喝かつした。

　それが、彼の最さい期ごの言葉だった。

　剣が一いつ閃せんし、彼の首をはねたのである。

　老いた肉体が倒れ、切り離はなされた首が血ち飛沫しぶきとともに校庭へ転がる。

「校長先生！」

　様々な種族の子供たちが一いつ斉せいに悲鳴をあげ、泣きだす。恐きよう怖ふのあまりうずくまってしまう子もいた。

「みんな！」

　マウサ先生が叫さけんだ。

「みんな！　先生のいうことをきいて！　逃げなさい、すぐに！　できるだけ遠くに！　上級生の子は下級生を連れてってあげるの！　さあ、はやく！」

　これまで子供たちが一度も目にしたことのない、厳きびしい態たい度どと声である。

「先生！」

「怖こわいよぉ！」

「おかあさぁん！」

　子供たちは絶ぜつ望ぼうの声をあげる。

「急いで！」

　マウサ先生は鬼き女じよのような形ぎよう相そうでまた、叫んだ。

　ようやく子供たちが散りはじめた。先生にいわれたとおり、下級生の手を握にぎって走っている子も多かった。

　ナサもその一人だった。あの姉妹の手をひいて、裏うら山やまへと駆かけだしている。

　マウサ先生の顔からほんの一いつ瞬しゆんだけ怒いかりが消え去った。そこにあったのはただ子供たちを愛していた優やさしいエルフ教きよう師しの顔だった。

「みんな……どうか……」

　マウサ先生は子供たちに別れの言葉をつぶやくと、武装した男たちをにらみつけた。

　眉まゆがきりきりと吊つり上がる。

　口が素す早ばやく動いた。

　攻こう撃げき呪じゆ文もんの高速詠えい唱しようだ。

「遥はるかな空の守り手、風の精せい霊れいよ、我わが願いを聞き届とどけ給たまえ……いけぇっ、真空斬波ウエイブ・カッター！」

　ゴゥッ、とカマイタチが生じ、男たちに襲おそいかかる。一瞬で二人の男の胴どう体たいを切せつ断だんした。

　しかし、それだけだ。他の男たちは素早く魔法の影えい響きよう圏けんから逃のがれ、反撃にうつっている。戦い慣なれているのだ。



    

  
    
      　マウサ先生は新たな呪文を唱えようと急ぐ。

「黄よ泉みの王、我が祈いのりをかなえ給わば……」

　だが、男たちの反撃は素早かった。ブン、ビンッ、と矢が放たれ、先生に襲いかかる。　呪文を詠唱している彼女に避よける手しゆ段だんはない。何本もの矢が、音を立てて身体からだのあちこちに突つき刺ささる。

　鮮せん血けつが、飛び散った。

　呪文が途と絶だえる。

　喉のどの奥おくから苦しげな声が漏もれた。

「みんな……こどもたち……かわいい……」

　マウサ先生は口と胸むねを鮮血に染そめつつ、校庭に頽くずおれた。



「にいちゃん、ナサにいちゃん」

　あとにつづく幼おさない姉妹しまいが泣いている。泣きながら駆けている。

　手はしっかりとナサの左手と腰こしのベルトを握にぎっていた。他の子供たちの姿すがたはみえない。

　三人は校庭から裏山に逃にげこみ、そのまま山の麓ふもとぞいの林を駆けていた。

　このまま西に走り続けたなら、ナサの親たちが持っている畑にでるからだ。

「走れ！　頑がん張ばって！」

　ナサは励はげました。もちろん、彼だって泣きたい。恐おそろしくてたまらない。まだ子供なのだ。

　しかし、先生は逃げろといった。年下の子を連れて逃げなさいといった。

　だから、我が慢まんしている。せめて父さんと母さんに会うまでは、とおもっている。

（助けて……とうさん……かあさん……）

　走り続けながらナサは祈いのった。

　きっと大だい丈じよう夫ぶだと信じていた。

　ヒュレンのおばさんは父さんがもの凄すごく勇ゆう敢かんな冒ぼう険けん者しやだったと教えてくれた。母さんだって、貴き族ぞく戦せん士しとして名を知られていた、とも。あの黒陽のアーシユラ・アーシュラザ・ダークシヤインと並ならび称しようされていたこともあったほどなのよ、坊ぼうや……

　ロメスおじさんもそうだ。昔は有名なゴブリンの戦士だったといっていた。

（だから、きっと大丈夫……）

　ナサは歯を食いしばった。

　彼にはあえて考えないようにしていることがあった。

　ヒュレンのおばさんは、マウサ先生もかつては名を知られた冒険者だったといっていたのだ。

　しかし彼女は──

　林が、開けた。

　お父さんとお母さんの畑だ。

　二人の姿、それにロメスもいる。

　ナサは叫さけんだ。

「とうさん！　かあさん！」

　しかし、お父さんは振ふり返らない。ロメスおじさんもだ。

　彼らは敵てきと対たい峙じしていたのである。

　お父さんは倒たおした敵から奪うばったらしい剣けんを手にしていた。ロメスおじさんは大きな鍬くわを重槍パイクのように構かまえている。

　五、六人の男たちがじりじりと迫せまりつつあった。



　お父さんは振り返らずに叫んだ。

「ナサか！　来るなっ、逃げろ！」

「とうさん！」

　黒い影かげが駆けてくる。お母さんだった。

「かあさん！」

　ナサは抱だきついた。お母さんは豊ゆたかな胸むねにしっかりと抱きかかえてくれる。

「おばちゃん……」

　女の子たちが涙なみだをいっぱいに浮うかべた目ですがるようにみあげた。

　お母さんはすかさず彼女たちの顔を手て拭ぬぐいでふいてやった。

　優やさしい目で語りかける。

「みんな、よくおききなさい」

　お母さんはナサを抱いたまま命じた。

「このまま、あなたたちだけで逃げるの！　母さんたちは村を守って……後から追いかけます。ランバルトへの道はふさがれているから、西へ、ずうっと西へお逃げなさい。魔ま王おう領りようへ！　村か町へ出たら、駐ちゆう在ざいさんか役場の人をみつけて、村が襲おそわれたって教えてあげるの。軍隊の人でもいいわ」

　姉妹の方をみる。彼女たちが手ぶらなのに気づき、腰こしにさげていた自分のお弁べん当とうをわたした。

「おなかが空すいたら、食べるのよ……ナサ、きちんとわけてあげなさい。女の子にひもじいおもいをさせてはだめよ」

「かあさん……」

　ナサは優しく美しい母をみつめた。

「ね、みんなで逃げよう、逃げようよ！」

「それはだめ」

　お母さんは首を横に振った。

「父さんも母さんも……ロメスさんも……いま、逃げるわけにはいかないの。それが本当のお仕事だったのよ」

　お母さんは哀かなしげであり、なおかつ決意に満ちた表ひよう情じようをうかべた。

「だから、いいわね？　ナサ、あなたはいい子。逃げて、女の子たちを守ってあげるの、いまだけじゃないわよ？　いつでも、どんな時も。父さんの息子むすこだもの、できるはずよ！　それから……」

　お母さんは目を閉とじ、静かに伝えた。

「忘わすれてはだめよ。なにひとつ、絶ぜつ対たいに忘れてはだめ。ここでなにがあったか……たとえ、何年過すぎても。さあ、おゆきなさい、子供たち！　ここではないどこかへ！　生きるの！　絶対に生き残るの！　そして……信じられる誰だれかをみつけなさい！　父さんと出会えた母さんのように！　母さんはいつも幸せだったわ！」

「かあさん！」

「行きなさいっ！」

　お母さんは悲しみと厳きびしさで一いつ杯ぱいになった声で叱しかりつけた。ナサを突つき放し、子供たちを手で追い払はらう。

　ナサと姉妹は何度も振り返りながら、その場を離はなれていった。

　お母さんはお父さんたちの傍かたわらに駆かけ戻もどった。

「行ったか、三人とも」

　新たに斬きり倒たおした敵てきから奪うばった剣を手て渡わたしながらお父さんがたずねた。「ええ。大丈夫よ。わたしたちが時間さえ稼かせいであげられるなら」

「フンッ、そいつは重大だな」

　ロメスおじさんが牙きばを突つきだしながらいった。その声は戦意に満ちていたが、瞳ひとみにあるのは悲ひ痛つうと狂くるわんばかりの怒いかりだけだ。

　彼の傍かたわらには血に染そまった妻つまの遺い骸がいがあった。夫を不意の一いち撃げきからかばおうと、かつてゴブリンの女戦士としてならした彼女は喜んで身を捨すてたのである。

「いつものことだよ」剣を身体からだの後ろに隠かくして構えたお父さんが応おうじ、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ロメスおじさんの奥おくさん……その遺骸をみた。

　みて取れるほどの激はげしさで顔が引きつってゆく。

　それでもお父さんの声はかわらなかった。

「ま、今日ばかりは逃のがれられそうもないな。というより、逃れるわけにはいかない」

「昔もそういうことはあった」と、ロメスおじさん。

「ひとつだけ昔とは違ちがうことがあるわ」お母さんがきっぱりといった。

「なんだい、母さん」

「わたしたちにはナサがいる。ロメス、あなたにも息子さんたちが。もし、ここでわたしたちが……」

「そうだ」ゴブリンが頼たのもしくうなずく。

「大人おとなにとって、子こ供どもを守って死ぬこと以上に素す晴ばらしいことがあるだろうか？　なあ、人ひと族ぞくの友よ！」

　お父さんが爽さわやかな笑い声をあげる。

　敵が一いつ斉せいに動き始めた。

　三人は、何年も前にそうしていたように、手をたずさえ、勝ち目のない戦いに飛びこんでいった。

　後こう悔かいはなかった。

　それこそが、かれらが交かわした約やく束そくの求めるものだったのだ。



　同じ日の深夜。

〈藍あいの月〉に照らされた森に三人の人ひと影かげがあった。

　ナサたちである。

　三人とも薄うす汚よごれ、疲つかれきっていた。ほっそりした脚あしは棒ぼうのように硬かたくなっている。



　村を逃にげだして、もう何時間も歩きつづけているのだ。

　歩くどころか、立っていることさえつらい。

　だが、立ちどまることは許ゆるされない。

　力の続く限かぎり逃げねばならないとわかっていた。

　お母さんが、そういったからだ。

　だから、三人は歩き続けた。足にマメができ、それがつぶれ、痛みで気を失いそうになりながら歩き続けた。

　木々が生おい茂しげる森はすでに暗く、ざわざわと枝えだが風にゆれるたび、ナサたちをおびえさせた。

　どこからか、石いし臼うすで粉こなをひくような音が響ひびいている。

　ナサはその音がなにを意味するかわかっていた。

　ダンター、辺へん境きようを棲すみ処かとする精せい霊れいだ。ダンターの響かせる音は、死や不幸を教える。

　音は大きかった。

　どこかに、かぞえきれないほどの死と不幸がもたらされたのだ。

　それがどこなのかは、彼にもわかった。

　恐きよう怖ふと疲ひ労ろうで痺しびれたようになりながらも、ナサの一部は冷静に現実を観察していた。

　逃げだせたのは、自分たち三人だけかもしれない──

「ナサにいちゃん……」

　ぐすぐすとしゃくりあげながら姉がいった。

「ね、ダンターが、ダンターの声が」

「聴きいちゃだめだ」

　ナサは叱しかった。



「考えちゃいけない」

　姉は傷きずだらけになった両手で耳を押おさえる。姉と同じ浅あさ黄ぎ色いろの髪かみを短くそろえた妹も、小さな手で真ま似ねをした……

　さらに一時間以上がすぎた。ダンターの凶きよう音おんは消えていた。

　突とつ然ぜん、姉妹しまいの妹が膝ひざを折った。

「ナサにいちゃん、ねえちゃん……もういや……」

　泣いてはいない。

　瞳ひとみがうつろだった。

　体力の限げん界かいを超こえ、泣く力も残っていないのだ。

　がんばってといいかけたナサは、自分ももう歩けないことに気づいた。

　空をみあげる。すでに時じ刻こくは深夜を過すぎていた。信じられないことに、三人は12時間以上も歩きつづけていたのである。

（きっと、少しやすんでも大だい丈じよう夫ぶ……）

　彼はおもった。

　姉の疲つかれきった声がした。

「おなかすいた……ナサにいちゃん、おなかすいたよ……」

「うん、すいたね」

　うなずきつつナサは自分も猛もう烈れつな空くう腹ふくを覚えていることに気づいた。当然だ。三人は、半日のあいだただ逃とう亡ぼうをつづけていたのだ。

（そうだ、お弁べん当とう……）

　ナサはおもいだした。

「弁当を食べよう」

　ナサはいい、手近な巨きよ木ぼくの根本に腰こしを下ろした。

　ところが、姉妹は呆ぼう然ぜんとしている。

「どうしたの？」

「落としちゃった……落としちゃった……」

　姉が繰くり返した。新たな涙なみだが盛もり上がる。

「落としちゃった、ナサにいちゃんのおばちゃんのお弁当、落としちゃったよぉ」

　妹がうわっ、と泣きだす。

「いいよ、いいんだ」

　ナサは一いつ生しよう懸けん命めいに慰なぐさめた。

「ぼくのお弁当、わけてあげるから。ね、一いつ緒しよに食べよう。ほら、おいで」

「うん」

　べそをかきながら姉妹が腰を下ろす。

　ナサはお弁当をひろげた。

　母さんが作ってくれたお弁当だ。本当は、学校でお昼に食べるためのものだった。

　お弁当は、母さんの古いスカーフに包まれていた。

　中には、朝焼いた、小さなロールパンが四つと、それにおかず。

　カムス鴨かもの卵たまご焼やきもある。

　お弁当。

　母さんのお弁当。

　姉妹にパンを手て渡わたしながら、ナサは涙が湧わいてきたことに気づいた。

　もうわかっていたのだ。

　母さんは嘘うそをついたことを。

　確かく信しんがあった。ナサはまだ子こ供どもだ。しかし自分の見方が間ま違ちがっているとはおもわなかった。

　なぜだか、そうだとわかったのだ。

　おそらく、二人の優すぐれた戦士から血を受け継ついだおかげだろう。

　ロールパンをじっとみつめながら、ナサは理り解かいしていた。

　きっと、もう二度と会えないのだ。

　いまごろ、父さんも母さんも死んでいるだろう。

　でなければ、ダンターがあんなに音を響かせるはずがない。

　だからこのお弁当は……

　ナサは鼻水をすすった。

　母さんが作ってくれた最後のお弁当なのだ。

　どれだけお金持ちになっても、どんなに努力しても、もう二度と食べられないお弁当なのだ。

「ナサにいちゃん」

「にいちゃん……」

　彼の態たい度どに不安をおぼえた姉妹がみつめていた。

「なんでもないよ」

　ナサはあわててかぶりをふった。いま、彼女たちは自分のほかに頼たよる相手がいないのだ。なのに、自分まで泣きだしてしまったら……

「さ、食べよう」

　ナサはパンをちぎり、口にいれた。

　母さんのパンはおいしかった。

　なにものにも比くらべようのないほどに。



　お弁当を食べ終えた三人は、体を寄よせあい、すぐに眠ねむりへと落ちていった……



    

  
    
      三人の様子をじっとみつめ続けていた闇やみに潜ひそむものは、ゆっくりと彼らに近づいていった。

それが歩くたび、軽かろやかで涼すずしげな音がかすかに響ひびいた……



    

  
    
      
        １　金、金、金だ！　総そう帥すい閣かつ下かは今日も御ご多た忙ぼう



      

    

  
    
      

　　　　１



　パーティ。パーティ。大パーティである。

　所は魔ま王おう城じよう大広間。時はあの第二次セントール会戦から10日ばかりのちの夜。

　大広間はさまざまな種族の魔ま族ぞくや人ひと族ぞくで賑にぎわい、並ならべられた大テーブルには豪ごう勢せいな料理や酒がたっぷりと載のっている。

　パーティの参加者たちは大いにはめを外していた。

　精せい霊れいさんたちがふわふわくるくると宙ちゆうを舞まっている。

　シーサーペントとスライムがワインを酌くみ交かわし、コップ替がわりの酒さか樽だるを握にぎったストーンゴーレムの肩かたに何人ものエルフが乗って、

『おお友よ』

　なんて歓よろこびの歌を合がつ唱しようしていたりしている。あっちではゴブリンと人族の男が肩を組んで、

「呑のみが足りないぞぉ」

「おお、おまえこそ」

　と、大学生のお遊びサークルコンパ状じよう態たいで暴あばれているし、こっちではケルベロスがわふバリぺちゃと、マンガにでてくるあの肉と大きな骨ほねときついトロル酒でいっぱいの大たい盃はいに向けて同時に戦いを挑いどんでいる。みなさん、とにかく楽しそうだ。

　冷静にみると、とても国家の中ちゆう枢すう＝魔王城で開かれるパーティとはおもえない乱みだれっぷりだが、目くじらをたてる者はいないし、シーサーペントは会戦に参加してねぇぞ、こらぁ、なんていらんツッコミをいれるバカもいない。今こ宵よいばかりは無ぶ礼れい講こうということになっているからだ。その理由は、壁かべにかけられた垂たれ幕まくをみれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。



　第二次セントール会戦負けなくて良かったね祝賀会



　……うーん。どんなもんでしょうか。いまいち踏ふみ切れてない名前ですが、まあ、そういうわけです。イロイロとシャレにならないことがおこったことを忘わすれたわけではないんですが、魔王領御ご一いつ党とう様さまは悲しいことは悲しいこと、うれしいことはうれしいこと、とケジメをつけるのが好き。てなわけで、今宵、首の皮一枚というところで敗北を逃のがれたことを大いに祝っていらっしゃるのだった。

　となれば当然、なぜ負けずに済すんだかについて、誰だれも忘れるはずがない。それが証しよう拠こに、五分に一度は、

「乾かん杯ぱい、乾杯じゃ」

「おおお」

　と声があがり、全員が声をそろえ、

「小お野の寺でら総そう帥すい閣かつ下か万ばん歳ざい！　乾杯！」

　ごくごくごく、ぷはぁ、とやらかしている。

　いやまあ、おめでたいのはわかる気もするんですが。

　乾杯を捧ささげられる御本人は、助けてお星さま、て感じであった。具体的にいうならお腹なかがだぼだぼ。

「閣下、乾杯、乾杯」

「はぁ、どうも、じゃ、かんぱぁーい」

　ごくごく、うえっぷ、と魔ま王おう領りようの沿えん岸がん部ぶでとれるカルマン・オレンジ果か汁じゆう１００パーセントジュースを何杯も飲まねばならなかったからである（あ、ちなみに、魔王領でもお酒ははたちになってから、です）。

「わはははは、めでたい！」

「あは、あははは、そう……だよね」

　と、杯さかずきをかさねるたびに笑いから力が失うせている。

　けれども、腹の中は正反対である。学校や職しよく場ばでは空気よりも存そん在ざい感かんが薄うすいクセに、ネットの匿とく名めい掲けい示じ板ばんに書きこむときだけ国家社会主義ドイツ労働者党ナチスや共産党やアレな新しん興こう宗しゆう教きようのスポークスマンのごとく雄ゆう弁べんになる人のように、あれやこれやが渦うずを巻まいていた。

　なお、渦を巻いているのはジュースだけじゃ間がもたんぞ、とかいうことではない。もうちょっとヘビーな問題であった。

　これほど祝っていいものか疑ぎ問もんだったのだ。

　第二次セントール会戦にはたしかに負けなかった。

　けれど、田中さんは行方ゆくえ不明になったまんまだし、

　魔ま王おう軍ぐんの損そん害がいはハンパなものじゃないし、

　ランバルトはまだまだやる気みたいだし、

　リアちゃんは落ちこんでるし、

　アーシュラ、あわわ、ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もんはなんか機き嫌げん悪わるくてこのパーティをパスしてるし……と、難なん問もん山やま積づみだったからだ。

　だいたい、剛ごう士しのみるところ、状じよう況きようはなんも変化していないのである。

　会戦に勝利（というか判はん定てい優ゆう勢せい勝がち）したものの、軍はボロボロ、とても反はん撃げきなんか考えられる状態ではない。

　おまけにマリウクス城じよう塞さいからいつランバルトが出しゆつ撃げきしてくるかわからない。あちらも損害が大きかったはずだから、すぐに大決戦にはならないだろう、と考えられるのだけが救い。

　ともかくですね、なんか大変なのは全然変わってないとおもいます。いや、それどころか剛士は（前より悪くなったんじゃないか？）

　とまでおもっていたのである。

「しかし閣下、まことにお見事な御ご采さい配はい。感服つかまつりました」

　一人で暗いこと考えていた彼に話しかけてきたのは海かい賊ぞく風ふうの眼がん帯たいで失った左目を隠かくしたゴブリン族ぞく長ちよう、ガズ・クォルンである。すでにだいぶんきこしめしているらしく、体毛ごしでもイノシシ頭が紅あかく染そまっているのがわかる。

「いや、そんな。クォルンこそ」

　剛士は即そく座ざにいった。見た目が悪く、性しよう根ねがどこかでねじれた人なのは本当だが、ひとつだけ疑うたがいもなくいいところがある。

　他人の功こう績せきを素直に認められるのだ。

　そんなん、簡かん単たんじゃないか。

　そうおもったあなた、大おお間ま違ちがい。

　周囲の誰かが、明らかに自分より優すぐれているのを目にしたとき、おお、たいしたもんだと心から素直に感心できる人なんて、めったにいやしないからだ。

　たいていの人間は、おおすごい、と同時に妬ねたましさがわきおこり、たいしたことねーよ、いやきっとあいつは俺おれよりダメな人間に違いない、とも考えるものなのである。

　芸げい能のう、スポーツ関係のスキャンダル報ほう道どうが花はな盛ざかりだったり、ほら俺ってちょっと頭いいから一言いっちゃうよ、という人がネットに星の数ほど生息しているのがその証拠。そんなことでもしていなければ、あんまり希望や願望や妄もう想そうや秘ひ峰ほうチョモランマより高いプライドが満たされたことがない、という現げん実じつに耐たえられなくなってしまうのだ。

　まあ、ここまでいってしまうと剛士君もあてはまりそうではあるが、じつは彼、微び妙みようなところで異ことなっている。

　たしかに彼も他人の功績を認めると同時にちょっと考えはする。

　しかし、妬みではない。

　あ、うらやましい、というやつなのである。

　もちろん彼もとんでもない望みをいだいたことがあった。テストで学年一位になりたいとか、隣となりのクラスのあの娘こが気になるとか、プールで50メートル平泳ぎしたいとか、行く先もわからぬまま盗ぬすんだバイクで走りだしたいとか、まあいろいろある。

　しかし、だ。

「閣かつ下かがお助けくださらなければ」

「いや、間に合って良かったけど、みんなが頑がん張ばったから」

　クォルンの称しよう賛さんに剛士はうつむく。

　精せい霊れいさんたちに照らされた自分のいびつな影かげが床ゆかに映うつっていた。

　あ、泣きそうになってる。

　ということである。

　たとえ大それた望みをいだいても、自分の影を目にした瞬しゆん間かん、現実をおもいだしてしまうのだ。

　学年一位になりたくてもえーと国語と日本史はなんとかなりそうだけどあとはだめだ、とか、隣のクラスのあの娘は僕ぼくのこと横目でながめて鼻で笑いやがった、とか、平泳ぎどころか犬いぬ掻かき15メートルがやっとなのにとか、盗んだバイクで走りだしてもラリッて死んでちゃイカンだろうとか、まあ、そういうことを。

　同時に、これまでにおかした無数の失敗……頭をよぎるだけで火のでるような恥はずかしさに身を焼いてしまう。惨みじめな記き憶おくがスクラム組んで突とつ撃げきしてくるのである。実じつ際さいの話、すでにみなさまご存ぞんじのようなみかけの剛士君は、その種のイヤぁな記憶だけは年中無休でバーゲンセールを開けるほど持っている。

　だからこそ、なのだ。

　いつしか彼は、誰かから認められるのではなく、誰かを認める人間であることのほうが大事なことに気づいていた。誰だって他人から認められたなら悪い気はしないし、もしかしたら友達になれるかもしれないし、一芸に秀ひいでた奴やつなら友達になればなにかを教わるところはあるだろうし、とそういうことである。

　ただ、ひとつだけ問題がある。

　剛士が誰かを認めるに足る人間でいなければならないのである。

　客観的にいって、過か去この……たとえば天あま抜ぬけ高校二年生としての剛士がそうであったかは大いに疑ぎ問もんだ。

　彼が苛いじめにたいして容よう赦しやのない反はん撃げきを加えた本当の理由は、それなのかもしれない。

　苛めを甘あまんじて受けている奴など、誰も評ひよう価かしてくれないからだ。

　だからこそ、危き機きの下で懸けん命めいに抵てい抗こうし、反撃した。

　カッコ良くいえば誇ほこりの問題なのだ。

　といっても、ありがちな、

「うぜぇな、関係ねーよ、誰にも迷めい惑わくかけてないからいーだろ」

とか、

「てゆうかアタシはアタシだしぃ」

　という思考停止型プライドではない。他人の中にいる自分、他人と接せつしている自分、というなんつーかアレ、ちょっと以上の覚かく悟ごがいる姿し勢せいのことである。

　その点でいえば、剛士は熟じゆく練れんしている。ちんちくりんの高校生で苛いじめターゲットであったという経けい験けんは、醜ぶ男おとこでオタクで人づきあいが下へ手ただったり、なんか気合のはいった宗教の戦士で反米でテロに参加して、というよりさらに人間をまっとうな人じん格かくに鍛きたえ上げる。

　もちろん、本人にその覚悟さえあれば、だけれども。

　剛士がどうであるか、ちょっとむずかしい。身長は高くなく、体重は適てき正せい値ちよりもだいぶん多く、顔立ちはハンサムからほど遠い、というのはともかく、頼たのみの綱つなのお脳のうにしても、これまでの17年間のほとんど、ここ一番という時にはストライキに突とつ入にゆうする癖くせがあったからである。内ない蔵ぞうされた怨おん念ねんと執しゆう念ねんの高速増ぞう殖しよく炉ろが全力運転したのは、シャレにならない身の危き険けんが迫せまった時だけなのだ。ま、肉にく食しよく獣じゆうの目をしているところが救いといえば救いというぐらいだが……少なくとも、本人はそのあたり、全然自信がない。

　無理もなかろう。

　天あま抜ぬけ神じん社じやの境けい内だいからブラントラントに放りだされた苛められっ子筆ひつ頭とう候こう補ほの高校二年生。

　それがいまや魔ま王おう領りようの実じつ質しつ的てきな支し配はい者しや。

　おまけにその魔王領は存そん亡ぼうの危き機きに立たされたりしている。

　あのよー、おい、と剛士君ならずとも泣きたくなるであろう。

　そこそこ安定してはいたものの、まあそんなにも楽しくはなかったリアルな世界から、魔物で戦争で美少女で美女で美び幼よう女じよでっていつものように例たとえがバランス欠いてますが、ともかくそういうものでいっぱいの異い世せ界かいに飛ばされてきたのに、直面させられた──いや、押おしつけられたのはアポカリプスな国をなんとかせい、という大仕事。どう考えても一いつ介かいの高校二年生の手に余あまるのだ。

　だものだから、おもわず自分の影かげをみつめてしまうのである。みなさん楽しそうないまこの時も例外ではない。でもって考える。

　いったい、どうしたらいいんだ？

　ご本人の正直な感想である。主人公にそんなこと訊きかれては作者も読者も困こまるが、本当にそうおもっているのだ。徹てつ底てい討とう論ろん、どうするどうなる魔王領なんて朝までワメきあってもおっつかないほどに。

　しかしこの場で口にはできない。周囲を、

「閣かつ下か、閣下」

　とクォルン以下、御ご機き嫌げんで集まってくるミイラ男マミーやヴァンパイアやウィングドラゴンに囲まれていたからである。

「うん、うん」

　と気弱そうな微び笑しようで応おうじつつごまかすしかなかった。

　にこにこにと応じつつ実際は弱り果てていた剛士を救ったのは──

「剛士様」

　ちろり、と鈴すずが鳴り、同時に鈴の音ねよりもさらに涼すずしげな声が耳をくすぐった。

「スフィア」

　剛士の頬ほおが緩ゆるむ。

　いつのまにかそばに立っていたのは浅あさ黄ぎ色いろの髪かみをすっとのばした美少女である。菫すみれ色の瞳ひとみが優やさしさをたたえていた。抜ばつ群ぐんのスタイル。身につけているのは天抜高校女子制せい服ふくだ。

「こちらをどうぞ」

　彼女はエメラルドグリーンに透すけた液えき体たいのはいったグラスを手て渡わたし、ささやいた。

「マネフ茶です。酸さん味みがすっきりします」

「あ、うん」

「お邪じや魔まではありませんでしたか」

　クォルンたちにも微笑を向けながらスフィアがたずねた。ふっと、マネフ茶よりもよい香かおりが鼻をくすぐる。どうしたら、息がこんなにいい香りになるのだろうと剛士はおもった。

「はは、スフィア、気の利きいたことだ」クォルンが笑った。ちょっと意地悪い声でつけくわえる。

「閣下も同感であろう」

　ハタからみるともうミエミエでスフィアにのぼせていながら行動にはでない剛士をからかったのである。

「いや、クォルン、そんな」

　剛士はメトロノームのように首をふった。スフィアと視し線せんがあった。

　彼女は微笑ほほえんでいる。

「た、確たしかに、あの、その、うん」

　頬が紅あかくなっている。この世界にやってきてもうすぐ一ヶ月。そのあいだ、毎日顔をあわせているというのに、まだ慣なれることができない。

　これまでの人生でお母さん以外の異い性せいとは縁えん遠どおかったのだからしかたがないとはいえ、われながら、情なさけなかった。ついでに両りよう脚あしのあいだにある奥おく深ぶかい部分がおもわずうずうずしていたりするのはもっとナニであった。

「ところで……今こ宵よいはもう、おやすみになられてはいかがですか。みなさまは、このとおりですし」

　スフィアが周囲のありさまをさっと示しめした。

　たしかに……パーティは剛士がいてもいなくても関係のない段だん階かいに突とつ入にゆうしていた。あっちで乾かん杯ぱいこっちで合がつ唱しよう、女を口く説どきまくる奴やつ（もちろんジョス・グレナム大たい佐さ）、気持ちよさげに床ゆかへのびている奴（＝ブーラーン）もいる。もはやパーティではなく宴えん会かい状じよう態たいであった。

　スフィアはいった。

「ワルキュラに戻もどられてからずっと、お休みになっておられません」

　彼女の心配は無理もないところである。

　実じつ際さい、第二次セントール会戦後の剛士は大おお忙いそがしであった。会戦で魔王軍が被こうむった損そん害がいを一いつ刻こくもはやく穴あな埋うめする必要があったからだ。

　緊きん急きゆう予よ算さんを組んだり、新しん兵ぺいを募ぼ集しゆうしたり、装そう備びを揃そろえたり、物ぶつ資しを集めたり、とやるべきことは無数にあった。事じ務む作業そのものは魔族と人族の官かん僚りようたちが済すませてくれるので、剛士の仕事は最終的な確かく認にんと総そう帥すいとしてハンコを押おすだけなのだが、これが意外に面めん倒どうだった。ともかく量が多い。おまけに新人総帥閣かつ下かはなにごとも手順を踏ふんで納なつ得とくできなければうんといえないナンギな性せい格かくで、いちいち確かめないと気が済まない。

　かててくわえて、一国を統とう治ちしたり、軍を指し揮きしたりすることについてはもちろん素人しろうとなものだから、もう大変。総帥としてのＡＢＣを周囲から教わりながら決定をくだしてゆく、という期末テスト期間中の一いち夜や漬づけ状態が続いているのである。

　でもって彼のお勉強につきあわされた（というか、先生役となった）周囲の魔族たちもふらふら。今日きようのパーティというか宴えん会かいは、その慰い労ろうもかねているのだ。

　救いは、彼のナンギな努力を悪くいう者がいないことだった。

　本人なりに全力を傾かたむけて総帥の責せき任にんを果たそうとしていることは明らかだったからである。それどころか、

『閣下は先代の陛へい下かよりもよほど……』

　なんて感じで、評ひよう判ばんが良くなっているほどだ。もちろんこの背はい景けいには、第二次セントール会戦を判はん定てい優ゆう勢せい勝がちにもちこんだ実じつ績せきがある。

　そのかわりに剛士は疲つかれ切ってしまった。

　身体からだの方はまだなんとかなる感じだが、気分のほうがいけなくなっている。ここ数日は、仕事に集中しようとしても、すぐに気が散るようになっていた。あきらかに、ストレスにさらされつつ激げき務むをこなす人が陥おちいりがちな燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんの一歩手前であった。

　今日、この宴会を心から楽しめずにいるわけも同じである。

　スフィアは言葉をかさねた。

「今日は、お休みにならないといけません」

　声が、きびしい。お医者さん兼けんカウンセラーとしての命令であった。さっとクォルンに目配せする。

　クォルンは見み逃のがさなかった。周囲に大声で呼よびかける。

「皆みなの者もの！　閣下は今こ宵よい、存ぞん分ぶんに楽しめとのお言葉じゃ！」

「おおお」

　と一いつ斉せいに声があがった。

　さすが苦く労ろう人にんのゴブリン族ぞく長ちよう、うまい表現である。自分がいようがいまいがかまわずに楽しんでね、と剛士が命じたようにうけとれる言葉だった。これが疲れたから寝ねる、では、ないがしろにされたと気分を害する奴やつがでただろう。

　剛士はクォルンへ丁てい寧ねいにうなずき、皆に手をあげて外へでた。万ばん歳ざいの唱しよう和わとともに、自然にわきあがった景気のよい歌声が彼の後ろ姿すがたを追った。

『起たて魔王の僕しもべらよ、危き難なんの時はきたれり

　迫せまりくる敵てきの軍旗は林のごとくなびき

　すべての者が相あい和わす楽らく土どはいまや侵おかされん

　かくてバンシーは天地あめつちが下に嘆なげく！

　祖そ国こくを守れ、

　愛いとしき者を守れ、

　汝なんじら、魔王が赤せき子したれ！』

　魔王軍の軍歌でもっとも人気の高い『セントールの守り』だった。

　歌声に見送られるように廊ろう下かへでた小お野の寺でら剛士はおもう。

（本当に守れたらいいんだけどな）

　そう。それが最大の問題なのだ。

　スフィアが微笑ほほえみとともにいった。

「大だい丈じよう夫ぶです。剛士様ならば絶ぜつ対たいに」

　剛士はぽかんとして燐りん光こうをまとわせた美少女をみつめた。

　どうしてわかったのだろう？　魔族だからか、女の子だからか？

　きっと両方なんだろうとおもった。異い性せいに関して過去17年、じつにこの、いちばん優やさしくたとえてもシベリアのツンドラ地帯のごとき経けい験けんしか持たない彼にはそれが精せい一いつ杯ぱいの想そう像ぞうだ。ま、いまの場合、話がはやくて便利だけれど。

「スフィアのいうとおりにする。明日は休むよ」剛士はいった。

　彼女はくすりと笑ってこたえた。

「目が覚めてもお布団ふとんのなかでぐずぐずされるのですね？」

「ん……」剛士はうなずいた。なにかをおもいだす表ひよう情じようになる。

「どうされましたか」スフィアがのぞきこんでいた。

「いや、はは」夜から浮かび上がる美少女にみつめられた剛士は飽あきもせずにどきまぎした。こればかりは、どうにもならない。圧あつ倒とう的てきに経けい験けん値ちが不足している。どんなにゲームが得意でも、いきなり伝説の木の下に女の子は呼よびだせない。

「くだらないことをおもいだして」

「なんですか」スフィアは興きよう味み津しん々しんだ。

「いや……家に、あ、むこうにいたころの話で」

「剛士様の故ふる郷さとについては、田中陛下からいろいろとうかがっております……お話くださっても見当はつきます」

「あ……うん、いや、本当にどうでもいい話でさ」口ごもった理由は、考えようによってはエラく恥はずかしい話であるからだった。

「うかがいたいです、剛士様の故郷のお話」スフィアは微笑ほほえんだ。

「あちらで、どんな風に剛士様が暮くらしておられたのか……うかがったことがありません」

「そうだっけ？」

「そうですよ」スフィアはあきれたようにこたえた。もっとも、剛士の方は素すだ。はじめて出会ったときから、彼女が見み慣なれた制せい服ふくを身につけていたため、知っていて当然という気分になっていた。

「本当に、くだらない話だよ」

　スフィアはなにもいわず、にこりとする。舌したを軽くしてくれる笑え顔がおだ。

「寝ね坊ぼうの話なんだけど」

　剛士はぽつぽつと語りだした。

「家にいたころもさ、土日はなかなか起きられなくて。特に土曜日。いや、あれは夜明けごろまで起きていたせいもあるけど」

「夜明けまで？」不思議そうなスフィア。「人族でいらっしゃるのに」

「好きなんだ。家うちのまわりは住じゆう宅たく地ちで、夜中に起きている人はめったにいない。車……こっちでいえばフライング・カーペットみたいなものも走っていない。そんな時、窓まどをあけると、世界を独ひとり占じめしている気分になれて……だから、みんなが起き出す前に寝る。起きるのは早くても昼。それで一度、夕方近くまで寝ていたら」

　そこまでいって、剛士は一人で笑いはじめた。

「なんですか」

　不思議そうなスフィア。

「いや……うくっ、あの、さ」

　まだ笑い続ける剛士。ぷぅっ、とスフィアの頬ほおがふくらんだ。

「ずるい、御自分だけ」

「あ、ご、ごめん、あのさ、母さんにさ」

「母上様に」

「……洗面器で水ぶっかけられた」

「え」

　きょとんと菫すみれ色いろの目が見開かれた。

　ほっそりとした肩かたが震ふるえ、両手が口元をおさえる。

　それでも我が慢まんしきれずに、笑いだしてしまう。

「母上様に……ふっ、お、お水を」

「うん、うん……くっ、一発で目がさめた。で、で、寝ね小しよう便べんしたみたいに布団ふとんを干ほされて……」

　二人は身をよじった。

　この程てい度どでどうしてこんなにもおかしいのか、本人たちもわかっていない。そりゃあんたつきあい始めはそんなもんだよ、という御意見もおありかとはおもいますが、それだけでは説明がつかない勢いきおいだった。

　いや、二人とも、わかっていたのかもしれない。

　プレッシャーがすべての原げん因いんなのだ。

　総そう帥すいとして背せ負おっているものの重さに潰つぶれかけていた剛士。

　おもいきり頼たよりない総帥を背負っているスフィア。

　二人にだけわかるプレッシャーが、彼らの感情を爆ばく発はつさせたのだ。



　先に我われへかえったのは剛士だった。

「……ふっ、うふっ、あ？」

　耳や首くび筋すじをくすぐる甘あまい息に気づいたのである。柔やわらかく、ほっそりとした手を握にぎっていたことにも気づく。笑い続けるうち、いつのまにかそんなことになっていたのだった。

「あ、あ」

　慌あわてて手を放す。両手を握りあわせた。

「いや、あ、ごめんなさい」

「いいえ」

　笑いおさめたスフィアは優やさしく応おうじた。どこか、残念そうな表ひよう情じようのように剛士が感じたのは調子に乗りすぎだろうか？

「と、ともかくさ、明日はだらだらするよ」

「はい。水はかけません」

　マジメな顔で応ずるスフィア。我が慢まんしきれず、ぷっ、とふたたび吹ふきだす。剛士もまた笑いだした。

　剛士がなおも笑い続けようとしたその時──

　スフィアがいきなり表情を固くし、周囲に視し線せんを向けた。

「スフィア？」

　豹ひよう変へんにおどろく剛士をかばうように動いてなおも警けい戒かいをとかないスフィア。

　ややあって、背せ筋すじから緊きん張ちようが失うせた。

「どうしたの」

「いえ……」優しく微笑ほほえむ。「気のせいでした。さあ、もうおやすみにならないと。寝ね坊ぼうされるのでしょう？」

「あ……うん」

　──ゆっくりと歩いてゆく二人を　魔ま王おう城じようの一ひと隅すみからみつめる影かげがある。声にならない声が漏もれた。

「隙すきあらば、ともおもったが」

　複ふく数すうの月光が顔を照らしだす。美しい顔立ち。虚きよ無む的てきなものを浮かべた瞳ひとみ。ぴっちりした黒くろ装しよう束ぞくに包まれた肢し体たいが闇やみから浮きあがる。

　ランバルトの諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いん、ミランだ。

「さすがは魔ま王おう領りよう、というべきか。それにしても……まあいい。まずは報ほう告こくだ」

　不ふ敵てきな微び笑しようを浮かべた彼女は念ねん写しや器きを手早くしまいながら、物音をたてずに闇へと消えた。機き密みつ書しよ類るいを盗ぬすんだわけでなく、だれか要人を暗殺したわけでもないが、成果は充じゆう分ぶんだった。

　魔王領がパーティを開くほどの気分転てん換かんを必要としており、小野寺剛士が疲つかれているという事実は、ランバルトの……つまりシレイラ王女の戦せん略りやくにとって、大きな影えい響きようを与あたえうる情じよう報ほうだからである。



　　　　２



　そこには、なにもない。

　いや、そう表ひよう現げんしてしまうと味あじ気けがない。

　そこにひろがっているのは草原である。

　場所はセントールの東とう端たん近く。

　高くのぼったふたつの太陽に照らされている大地は枯かれ草におおわれている。

　ところどころにある不自然な草の切れ目、まるで隕いん石せき孔こうのように開けたあたりから、黒々と艶つやのある土がのぞいていた。いかにも肥こえていそうで、開かい墾こんしたなら、よい農地になりそうである。

　いや、よい農地だったのだ。

　一人の男が立ち、土をみつめていた。

　ほっそりした体たい格かくだが、引き締しまっている。年ねん齢れいは30になるかならないか、というところだ。

　顔立ちは、ハンサムとはいえない。

　が、不思議な魅み力りよくがある。

　鋭するどい目。ちょっと右まがりの大きな鼻。いつも微笑を浮かべているような口元。

　ひとことでいえば、プロフェッショナルの顔だ。

「年々、跡あとが消えてゆく」

　男は低くつぶやいた。

　彼が身につけているのは黒い軍服である。

　襟えりに、銀の稲いな妻ずまと血のように紅あかい髑どく髏ろが刺し繍しゆうされている。

　襟に巻まいたスカーフのほか、身を飾かざる勲くん章しようのたぐいは一切身につけていなかった。

　ただ袖そでに、菱ひし形がたの紋もん章しようが縫ぬい付けられているのが目立った。

　黒くろ枠わくでかこまれた菱形の内側に刺繍されているのは襟と同じ不吉なほど紅い髑髏。

　文字も縫ぬわれている。

『われら、死せるのちも』

　ランバルト語であった。

　男は雑ざつ草そうを透とう視しするように草原を見み渡わたした。

　そこに、なにかがあるかのように。

　いや、あるのだ。

　風で草がゆれるたび、なにか、土よりもさらに黒々としたものがみえた。

　家の土台らしい。

　古び、なかば以上、土に埋うもれている。

　土台らしきものはほかにもあった。

　男の視し線せんは、そのひとつひとつを的てき確かくにとらえてゆく。どこにどんな土台が遺のこされているのか、誰だれにも教えてもらう必要はないようだった。

　光の具合によってはひどく残ざん忍にんにみえる目が、ひとつの土台をとらえるたび、ふっとゆるむ。しかし、すぐに強いなにかによって元の冷たさに引き戻もどされた。

　ざわり、と風が吹き、草が揺れた。

　なにかが、きこえた。

　男はハッとして周囲をみまわす。

　たしかに、なにかがきこえたのだ。

　自分を呼よぶ優やさしく、厳きびしい声。

　かつて、生活の一部であったもの。

　そうあってあたりまえだと信じて疑うたがわなかったもの。

　もちろん気のせいだった。男もすぐにそう気づいた。

　すべては過すぎ去った昔、取り返しのつかないものなのだ。

　男は背はい後ごの足音に振り返った。

　二は十た歳ちになるかならぬかとおもわれる美しい女じよ性せいである。妻つまでないことは、態たい度どと衣服でだれにでもわかる。きりりとした美び貌ぼうに硬かたい微び笑しようを浮うかべた彼女は、見事な肢し体たいを、男と同じ軍服に包んでいたのである。

「なんだ、騎き士しウラム」

　男の声は静かだった。

「いえ、あの、ご迷めい惑わくかとはおもったんですけれど」

　クールビューティな見かけには似につかわしくないほどおっとりした、そして控ひかえめな声で応おうじた騎士ウラム──マヤ・ウラムは背はい後ごに隠かくしていたものをそっとさしだした。小さな花はな束たばだ。

「もう秋も深い。温室栽さい培ばいの花は高かっただろう」

　男は同じ声でいった。

「はい」

　男に“〝騎士ウラム”〟ではなく“〝マヤ”〟と呼ばれたい彼女は素す直なおに応じた。

「ですから、あの、こんな小さなものしか、いえあの、いただいてる俸ほう給きゆうは充じゆう分ぶんなんですけど、今月はあの、まだ残ってるあの……」

　男の唇くちびるが遮さえぎるように痙けい攣れんした。他人が目にしたなら、怒おこったのかとおもわれかねないしぐさだった。

「ありがとう、騎士ウラム」

　男は王女からなにかを与あたえられる伝説の冒ぼう険けん者しやのような、丁てい重ちような態たい度どで花束を受け取った。同じ態度でそれを大地に置く。まるで、墓はかに供そなえ物ものをするように。

　ほんの一いつ瞬しゆん、瞑めい目もくした。

　それですべてが済すんだ。振り返った男は、どこまでも冷静な軍人そのもの、マヤの知るいつもの男だった。

「年に一度のことだ。わざわざ君がつきあう必要はなかった──他ほかの者たちも」

「いえ、でも、わたしも、兵たちも」

　しゃべっているうちにマヤの頬ほおへ赤みがさしてゆく。

「いいのだ」

　男はにこりとした。

　二人はゆったりと、そしてなめらかに、離はなれた場所につないだ馬へと歩いた。自分の肉体が持つ能のう力りよくを理り解かいし、その限げん界かいまで活用することのできる者たちだけに可能な歩みだった。

「隊長」

　突とつ然ぜん、マヤがいった。さきほどまでとはまったく異ことなる、クールな声だった。

「つい先ほど、サンバーノ伯はく爵しやくからの密みつ使しが参りました」

「なんといってきた」

「義ぎ務むを果たせ、と」

「義務、か」

　男はあざけるような微笑とともに応じた。

「まあ、そういうことにしておこう」

「どうされますか」

「命令には従う。とりあえずはね」

　男は微笑をうかべた。

「それが我われ々われの仕事だからな。そうだろう、騎士ウラム」

　ざわざわと人の声がする。馬のそばに待たせていた護ご衛えいの兵たちが、二人の姿すがたを認みとめたのだ。古こ参さん兵へいのゴルムがすかさず号令をかける。

「われらが隊長、ゴローズ男だん爵しやく様さま、ならびに副官マヤ・ウラム騎士殿どのがお戻もどりになられた！　全員起立、気をつけェ！」
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　スピリット・ビューワーにすえられた大きな水すい晶しよう球きゆうの中にスタジオが映うつり、パリっとしたスーツ姿すがたの女性キャスターが語りかけた。

『全ブラントラントの皆みなさん、ロル・フレドリアがお送りする本日のマジックＭ・ニューズＮ・ネットワークＮ特とく報ほうです。激げき化かの一いつ途とをたどるランバルトと魔ま王おう領りようの戦争について、ランバルト王国最前線基き地ち、マリウクス城じよう塞さいからリポートします。リポートはＭＮＮ特とく派は員いんザウズ・クレイモンです。ザウズ、どうぞ』

　画面が切り替かわる。

　巨きよ大だいな城塞の内部に設もうけられた飛行場のような広場が映しだされた。脇わきに建たちならんだ厩きゆう舎しやからあらわれたペガサス騎き兵へいたちが、紅こう白はくの手て旗ばたを掲かかげた誘ゆう導どう員いんに導みちびかれながら広場に三角形をかたちづくる。前後左右の安全を確かく認にんした誘導員が旗で円を描えがくと、先頭のペガサスにまたがった騎士がピシリと敬けい礼れいし、愛馬に鞭むちをくれた。いななきが轟とどろき、三騎のペガサス騎兵は騎走して速度を付け、空へ舞まい上がった。その後からも続々とペガサス騎兵が離り陸りくしてゆく。

　映えい像ぞうがパン。出しゆつ撃げき訓くん練れんの続く広場を背はい景けいに、手には霊れい波はマイクを持ち、コートを着こんだ男が語りはじめた。

「ザウズ・クレイモンです。本日はランバルト王おう国こく戦せん争そう省しようの特別許きよ可かを得て、これまでいかなる取しゆ材ざい陣じんも立ち入りを許ゆるされたことのないマリウクス城塞よりリポートをお送りします。なお、取材についてはランバルト側から様さま々ざまな制限をつけられたため、マリウクス城塞の全ぜん貌ぼうをお送りできないことをあらかじめ御ご理り解かいください」

『ザウズ、早速ですが、マリウクスの印象はどうですか』キャスターがうながした。

　リポーターはもっともらしい表ひよう情じようで応おうじる。

「大要塞です、ロル。一〇〇万の兵力で取り囲んでも容よう易いに陥かん落らくしそうにはありません。また、出会う兵士たちの士気も高く、特に、魔ま族ぞくへの敵てき意いの強さと国王フェラール三世への忠ちゆう誠せい心しんの篤あつさには驚おどろくべきものがあります。ランバルト軍の戦意は大変な高さを維い持じしているようです」

『それはつまり、昨日きのうの第二次セントール会戦の敗北はまったく影えい響きようを及およぼしていないということでしょうか』

「そう断だん言げんして間ま違ちがいないとおもいます、ロル。たしかに兵士たちは魔ま王おう軍ぐんについて認にん識しきを改めざるをえなかったようですが、ランバルトが負けたとは感じていません。我々は勝利すべき戦いにのぞんでいる、次こそは魔族たちを倒たおせるだろう、みな、異い口く同どう音おんにそう語ってくれました」

『戦争の目的を理解している、ということですか？』

「ええ。この戦争は３年前、ランバルト側の奇き襲しゆう侵しん攻こうによって勃ぼつ発ぱつしたわけですが、将しよう兵へいはその点について、そして現げん在ざいの戦いについても疑ぎ念ねんを抱いだいていません。彼らは、この戦いはむしろ正当なもの……聖せい戦せんだと受け取っています」

『それはやはり、20年前のあの事じ件けんが』

「はい。一時的な緊きん張ちよう緩かん和わがはかられた20年前に発生したあの虐ぎやく殺さつ事件は魔ま王おう領りよう側がわの陰いん謀ぼうであると彼らは信じています。士気の高さは当然といえるかもしれません。なお、この点については、会戦のさなか、田中魔王が行方ゆくえ不明になったことも影えい響きようしているようです。なお、田中魔王の安あん否ぴについてはいまだ明確な情じよう報ほうは得られておりません。ランバルト、魔王領いずれの外交関係者も一切のコメントを拒きよ否ひしております」

『その点に関かかわる注目点として……田中魔王を継ついだ魔王領の新たな指し導どう者しや、小野寺剛士総帥について、ランバルト側ではどのような印象がもたれているのでしょうか』

「小野寺総帥についての印象は混こん乱らんしています……伝説の魔人ガロンではないか、という噂うわさまで語られているほどです。魔人とはなんなのか、誰も知らないのはともかくとして。なにが真実かはさておき、小野寺総帥について、ランバルト軍のある将しよう軍ぐんが匿とく名めいを条じよう件けんに応じてくれました。御ご覧らんください。なお、映えい像ぞうと音声にはプライバシー保ほ護ごのため変へん更こうを加えています」

　銀の鎧よろいに身を包んだがっしりした男が映る。顔はモザイクがかかり、声は妙みように甲かん高だかく変えられていた。

　ザウズ・クレイモンの声。

「それでは将軍……先日の、第二次セントール会戦は敗北ではなかったとおっしゃるのですね」

“〝ああそうだ。栄光溢あふれるランバルトが負けるはずがない。いや、実じつ際さいは完全勝利の手前だったのだ”〟（って、カッコ良く書いてますがヘリウム吸すったようなキンキン声です）

「しかし、実際には魔ま都とワルキュラ侵攻、魔王軍主力殲せん滅めつのいずれにも失敗したわけで、この点について、王国首都ウルリスでは責せき任にんを問う声もあがっておりますが」

“〝みずから剣けんを持たない輩やからがなにをいおうと関係はない！　なにがあろうと、われわれランバルト軍人はフェラール三世陛へい下かに忠ちゆう誠せいを尽つくすのみだ（キンキン）”〟

「なるほど……しかし、二度の決戦でいずれも決定的な戦果を得られなかったことを問題視するウルリスの一部軍事筋では、諜ちよう報ほう局きよくおよび特とく殊しゆ部ぶ隊たいを投入した作戦についての意見が……」

“〝くのいちども、それにあのゴローズ男だん爵しやくの率ひきいるやくざどもか！　ハンッ！　背後から忍しのび寄よって剣けんをふるうだけで戦いくさに勝てるなら、誰だれも苦労せん！”〟

「わかりました……それでは、ランバルト軍の直面している敵てき、魔王軍についてはどうお考えでしょうか。第二次セントール会戦の途と中ちゆうで田中魔王が行方不明となり、その後をあらたな魔王候こう補ほ……現げん在ざいは総そう帥すいを名乗る小野寺剛士氏が継ついだわけですが」

“〝オノデラゴウシ！　奴やつはおそるべき男よ。勝つためには手しゆ段だんを選ばぬ。第二次セントール会戦においても、勝利のため、魔王を囮おとりに用いた！（キンキン）”〟

「これまでのところ魔王領から公式の声明はありませんが、一説には、いまだ十代の少年である総帥が戦火の拡大を恐おそれているから、ともいわれていますが」

“〝少年！（キン）、ただの臆おく病びようなガキであるはずがなかろう！（キンキン）儂わしは奴やつを間近にみた。背は低く、顔に凹おう凸とつがなく、身体からだは丸かった！　まともな人ひと族ぞくであればあのような体型や顔立ちになるはずもない！　おそらく奴には魔ま物ものの血が入っておる！　だからこそ、あそこまで残ざん酷こくな作戦を用い、また、魔物どもを従したがわせることもできるのだ（キンキンキン）”〟

　立ち上がって叫さけび出す銀ぎん鎧がいの壮そう漢かん。

“〝ええい、口くち惜おしや！　先日はいますこしで奴の素そつ首くびたたき落とせたものを！　みておれ、オノデラゴウシ！　次こそはこの儂、ピーツが……（キンキンキンキンキン）”〟

「あ、あの、将軍、将軍、落ち着いて……」

　ふたたびスタジオが映る。口をあんぐりと開けたキャスター、気を取り直して、質しつ問もんする。



『あの……えー、いまのインタビューでみられたような反はん応のうが、ランバルト軍の一いつ般ぱん的てきな見けん解かいなのでしょうか』

「いえ、そうともいいきれませんが」と、リポーター。

「ですが、ここマリウクスには、彼の態たい度どを目にして嘲あざ笑わらう者は一人もいないことだけは確たしかです。この事実は、今後、魔王軍と戦うランバルトにとって大きな力になるでしょう。さらなる激げき戦せんが予想される状じよう況きようをより詳くわしくお伝えするため、次回はワルキュラから魔王領側について中島ワティアがリポートする予定です。緊きん迫ぱくのマリウクス城じよう塞さいより、ザウズ・クレイモンがお送りしました」



　その直後、形の良い脚あしの見事な回まわし蹴げりがスピリット・ビューワーにキマった。



　どがしゃあーん。



　粉ふん砕さいされる水すい晶しよう球きゆう。秋あき葉は原ばらや日につ本ぽん橋ばしの同どう人じん誌し屋やから怪あやしい紙かみ袋ぶくろを持ってでてきた同級生を見つけたショタでもやおいでもない女子高生のような雄お叫たけびが後を追う。

「だぁぁぁぁーっ、さぃってぇー！」

　子こ猫ねこを撫なでたり、花を手た折おったりするのに似に合あいそうな細ほそ指ゆびが、きっちりとセットされた金色の髪かみをかきむしった。ブラントラントでも最高級のマルテ・シルクを用い、胸むな元もとに華か麗れいな刺し繍しゆうとランバル銀のビーズをあしらったパールピンクのホルターネック・ドレスがしわくちゃになる。あ、ちなみに、ホルターネック・ドレスってのは首に紐ひも引っかけて着るタイプのドレスのことです。つまりお背中モロだし。いい。実にいい。やっぱし、女性の背せ中なかって○○○で××××でってオイ、なんで伏ふせ字に○ってる○だよ？　やめろ！　私は不当な検けん閲えつには断だん固ことして抗こう議ぎす……（荒あら々あらしい靴音）……な、なんだおまえたちは？　や、やめ（銃じゆう声せい）。

　……。

　えー、で、場所はランバルト首都ウルリス。王城である。むろん、ニュースをご覧らんあそばされているうちにぶっちぎれてしまったシレイラ王女のお部へ屋やであった。

「会戦にはしくじるわ、マスコミには好き勝手いわれるわ、きぃぃぃぃぃ、おまけにぃぃぃ」

　シレイラはついさきほど、くのいち……あわわ、諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いん・ミランの手の者が届とどけた報ほう告こく書しよをにらみつけた。

　内ない容ようは簡かん潔けつである。

『小野寺剛士暗殺は警けい備び厳げん重じゆうなため当面、断だん念ねんしました、姫ひめ。新たな御お下げ知ちを。わたくしは報告のためウルリスへ戻もどります』

　そうなのだ。ミランはあのパーティの夜、あわよくば剛士を暗殺しようとして魔王城へ潜せん入にゆうしていたのである。

「誰も彼もそろって失敗してぇ！　おまけに御下知ですってぇ？　あれほど破壊班員にふさわしい言葉づかいを教えてやったのに、まだ……うううううっ、だいたい誰よー、マスコミに諜報局の話を漏もらしたのはー！　それに特とく殊しゆ部ぶ隊たいですってぇ？　そんなこと、わたしきいてないーっ！　きっとサンバーノの爺じいねぇ！　さいってぇーっ！　だぁーっ」

　シレイラは報告書を引き裂さいた。

「あー、はぁー、はぁー、うー、うー」

　いやあなた、肩かたで息することないでしょうが。

「るっさいわねぇっ！　ほっといてよ！」

　シレイラはページのこちら側をにらみつけて怒ど鳴なった。普ふ段だんは優やさしげなカーブを描えがいている眉まゆ毛げはつりあがり、ふっくらとした唇くちびるは魔ま族ぞくもびっくしなほど変形している。いやもうなんともうしますか、女性の二面性つーか猫ねこっかぶりも程てい度ど問もん題だいつーか、ともかくいろいろ考えさせてくれる王女様なのであった。

「だぁーかぁーらぁー」

　握にぎり拳こぶしのシレイラがふたたびページのこちら側を怒鳴りつけようとしたところで、ドアがノックされる。

　次の瞬しゆん間かん、信じられない光景が展てん開かいされた。髪かみは逆さか立だち、眉はつり上がり……てまあ、指し定てい暴ぼう力りよく団だんの武ぶ闘とう派は組くみ長ちようですら悲鳴をあげて逃にげだしそうなありさまであったシレイラちゃんのみかけがしょわしょわしょわ、と変化し、あっちゅーまに完かん璧ぺきな王女様へと変身あそばされたのである。もちろん魔法なんかではない。人としての素すのパワーである。たいしたもん……

「そこのあなた」

　あ、はい。

「もうしわけないけれど、静かになさって」

　いや、あの、すいません。

「ありがとう……よろしくてよ」

　シレイラはノックの主あるじを招まねき入れた。お付きの侍じ女じよである。

「殿でん下か、じつは……まあ」

　ちょっと上向きの鼻に、アップにしたブラウンの髪形がよく似に合あっている侍女は、粉ふん砕さいされたスピリット・ビューワーと乱みだれたシレイラの髪を目にし、手で口をおさえた。

「ごめんなさいね」

　シレイラは哀かなしげだった。ありゃ、涙なみだなんかうかべたりしている。

「お兄にい様さまと将しよう兵へいが、戦場でどんな苦労を味わっているか少しでも知ろうとしてみていたのだけれど……ひどい伝え方をするものだから、我が慢まんできなくなって。消そうとした時に力がはいりすぎ、床ゆかに落としてしまったの」

「殿下……」

　もらい泣きする侍女。いやまーものはいいようってやつですか。彼女の脳のう裏りには勝手なイメージがなぜかタ○ヤ模も型けい株式会社の全国コンテスト応おう募ぼ作品や某ぼうガレージキット即そく売ばい会かい参考出品作品（予約承うけたまわります、予よ価か３８０００円）をはるかに凌りよう駕がするジオラマとなって完成している。戦場で苦戦する兄王と将兵についての残ざん酷こくな報ほう道どうを知り、よよと泣き崩くずれちゃったりしながらついついスピリット・ビューワーを壊こわしてしまった美しい姫ひめ君ぎみ……うは、うははは。

「それで、なんのご用かしら」

「はい」

　侍女はぱっと表ひよう情じようを明るくした。

「国王陛へい下かがお忍しのびでお戻りでございます！」

「兄上が？」

　シレイラの表情も変化する。口元には笑えみ。目つきだけはちょっと怖こわい。

　しかし、それもすぐに消えた。

「お会いしたいわ」

　おお、完璧なお姫ひめ様さま演えん技ぎ！

「まもなく、謁えつ見けん室しつで臣しん下か一同へ親したしくお言葉をかけられます。殿下も……」

「ええ、もちろん」

　シレイラはうなずいた。しかし、侍女に髪を直すように命じた彼女の内部では、強化パーツ超ちよう合ごう金きんニューＺ＋特とく殊しゆ技ぎ能のう鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよすら一いち撃げきで貫つらぬき、２５６２ポイントの打撃を与あたえるほどのスーパーでロボットで大戦であのさいったい何本造つくりゃ気が済すむの、だってほらみんな飽あきずにやってるし、な怒いかりが……ってわかりますか、ともかく海かい王おう星せいの氷すら一発で蒸じよう発はつさせるほどの炎ほのおが燃もえ盛さかっていたのである。

（あのクソホモ兄あに貴き、逃にげ帰ってきたのねーっ、ぐぅぅぅっ、うううううううっ）



　　　　４



　同じころ。剛士はといえば……さっぱり状じよう況きようが変化していなかった。

　パーティから数日がすぎた今日きようも、あいかわらずの大おお忙いそがしである。



　執しつ務む室の前には何人もの官かん僚りようや軍人が決けつ済さいを求める書類を手に行列をつくっていた。

　内ない容ようはてんでばらばらである。

「閣かつ下か、独どく立りつサーベルタイガー大隊の新設についてですが……」

　役にたちそうだが、おそらくたぶんきっと著ちよ作さく権けん的てきにアレだとかいわれそうなので却きやつ下か。

「戦死した将しよう兵へいの遺い族ぞく年金についての緊きん急きゆう予よ算さん措そ置ちを……」

　もちろん承しよう認にん。

「ワルキュラ大学魔法学部から、魔力があるのをいいことに好き勝手やっている奨しよう学がく生せい、針はり井い歩ぽ太た君（←悪意有）の処しよ分ぶんについてご相談したい、と」

　知るか、そんなん。

「精せい霊れい学がく研究会の会長が、戦場における精霊との契けい約やく法ほうについて有望な研究が発表されたと……」

　なんだかよくわかんないけど便利そうなので承認。

「夕食はエルフ料理のコースでよろしいですか」

　好きにして。

「マジック・ニューズ・ネットワークが独どく占せんインタビューをもうしこんできました」

　誰だれの。

「魔ま族ぞく領りよう妖よう物ぶつ愛あい護ご連れん絡らく会かいが野の良らユニコーンの保ほ護ごについてご相談したいと……」

　はあ。

「魔族領農のう業ぎよう被ひ害がい対たい策さく同どう盟めいが野良ユニコーンの駆く除じよについてご相談したいと……」

　いやあの。

「トロル郡山野村大おお字あざ酒さか井い字あざ黒くろ丸まる新しん田でん中なか松まつにある屁へモモ山の入いり会あい権けんについてですが……」

　……

　…………

　………………

「だあぁぁぁ、待って、ちょっと待ってぇぇ」

　剛士はとうとう悲鳴をあげた。手には、『斉さい藤とう魔ま王おう陛へい下か記き念ねんセントール入にゆう植しよく財ざい団だん』とかいう団体の、入植者孤こ児じへの援えん助じよを要よう請せいする書類が握にぎられている。しかし彼の目と脳のうはすでにストライキをおこしていた。

　いくらなんでも、仕事が多すぎる。

　田舎いなかの裏うら山やまの入会権までさばかねばならないなんて、悪い冗じよう談だんとしかおもえない。

　ともかく、やってらんないのであった。

　あの田中さんがどうやって魔王の仕事をこなしていたのか、不思議でしかたがない。

　積み上げられている書類と待っている連中の多さに呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　やっぱ、僕ぼくには総そう帥すいなんて荷がかちすぎているんだ。

　剛士がおもわずそうたそがれたとき──ほわほわ声とお姉様声がダブルでひびいた。

「あとで指し示じするから、直ちよく接せつもってこないのっ」

「まったく、少し目をはなしていると、これだ」

　セシエ・ハイムとアーシュラがあらわれ、軍人や官かん僚りようたちを追っ払ったのである。

　剛士はようやく一息つくことができた。

「まじめにやろうとするからよね」と、セシエ。

「どうして誰かに相談されなかったのです」アーシュラはコワイ顔。

「相談って」剛士はきょとんとした。

　はあー、とアーシュラとセシエが溜ため息いきをつく。

「あなたは役人について学ばれるべきです」と、腕うで組ぐみしながらアーシュラ。

　剛士君はといえば、まだおわかりでない。

　焦じれたアーシュラがさらになにかをいいかけたところでセシエが口をはさんだ。「閣かつ下か、あなたはねー、新しい権けん力りよく者しやなの。つまり、どこの役所でも……軍隊でも、あなたに自分たちを印象づけようとするわけ。だから、本当なら自分たちの権けん限げんで決めてもいいものをみんな持ちこんでくるの」

「目的はふたつあります」

　アーシュラが醒さめた目で見すえながら謎なぞ解ときをした。

「ひとつは、自分たちの部ぶ署しよが存そん在ざいする必要があるという自じ己こ主しゆ張ちよう、もうひとつは……あなたが面めん倒どうくさがって自分たちの仕事に口出ししなくなることを狙ねらった先せん制せい攻こう撃げき、です」

「それをマジメにいちいち受けたりして……どこもかしこも大変だったみたいよ？　閣下がすぐに音ねをあげるとおもってたのにそうならないから、青くなってた。かえってほら、官僚たちにいろいろ質しつ問もんしたりしたでしょう？　ま、困こまったもんだとおもいつつ評ひよう判ばんは悪くなかったみたいだけど」

「それならそうといってくれたら」

　おもわずぶうたれてしまう剛士。まあ、そうですな。このあいだまで一いつ介かいの高校生だった彼が、官僚機き構こうのえげつないやり口を知っているはずがないのだ。

　すぐに反はん論ろんがあると剛士はおもった。いや、特にアーシュラの反論を期待して口にした言葉なのだ。なんというか……一応ケリはついたとはいえ、戦場であんなことがあった後だから、いつものとおりに振ふる舞まってもらいたかったのである。

　しかし、彼女は居い心地ごこち悪わるそうに沈ちん黙もくしていた。

　教えてくれたのはふわふわぽよよんの中央魔法局ＣＭＡ局長である。

「さっきあたしがいったでしょ」

「え？」

「閣下は魔ま王おう領りようを支し配はいしているの。魔王ではないけど」

「御命令があれば、どんなことでもお手伝いします」アーシュラがあとを受けた。

「でも、閣下がなにもいわなければ、口出ししていーのかどーかわかんないの」セシエがつづけた。

「あ、そうなの。まるで独どく裁さい者しやみたいな」

「うう……ここまでわかっていないとは」額ひたいをおさえるアーシュラ。

「田中陛下でも、もうすこし……ねぇ」ぽりぽりと頬ほおをかくセシエ。

　いやま、そういうと能のう力りよくの差のようでもあるが、本当は趣しゆ味みの影えい響きようなのだった。

　アニメでさんざっぱらそれっぽい権力者を目にしてきた田中さんは、彼らの真ま似ねをしていただけなのである。

　なーんもわかってなくても、それらしくうなずいたり、相手の話をきいてあげたりするだけでうまくいくことが多い、ということも経けい験けんから理り解かいしていた。ほら、オタクな人って、知らないことでも知ったかぶりしてるのが多いでしょ、というアレである。田中さんはそれがたまたまうまくいっていたのだ。

　しかし、剛士君はその手の属ぞく性せいが皆かい無むである。なにごとにつけ、１から、いや、ことによってはマイナス65ぐらいから順番に踏ふんづけなければ前に進めない人なのであった。他人が１００まで進むのと同じ手間をかけても、その半分も理解……というか納なつ得とくしていない。といっても、マジメというのとはちょっと違ちがう。じゃあ要よう領りようが悪いのか、といえば……そうでもない。なんだかわかんなくなってきたが、要するに面倒な人なのである。

「ともかくです」額を揉もみ続けながらアーシュラは教えた。

「今後、こまごました問題に閣下おんみずからかかずらう必要はありません。国防、外交、次官級以上の高級官僚、大たい佐さ以上の軍人たちの人事……そして予算。直ちよく接せつ承認されるのはこの四つだけで大だい丈じよう夫ぶです」

「内ない政せいは、いいの？」

　剛士は不思議そうだった。

「あのさ、ゲームとかだと開かい墾こんしたり治ち水すいしたり、商業振しん興こうしたり」

「それは政せい策さくの問題です。つまり予算にふくまれます。閣下は、ご自分の政策に基もとづいて国防、外交、人事、予算のおおもとに決けつ定てい権けんをふるわれればよろしい。あとは……現げん場ばの者の仕事です。魔王領にも、いろいろな専門家はいるのです」

　なにをいいだすのかという顔でアーシュラは教えた。あいかわらずのキツさである。

　顔を紅あかくし、そりゃそうだよな、と納なつ得とくしつつ、剛士はうれしくなった。いろいろとあったけれど、アーシュラはアーシュラだ。一いち途ずで、一途すぎて融ゆう通ずうがきかないことも多い自分の軍ぐん事じ顧こ問もんヴァンピレラを、彼は決して嫌きらいではなかった。それどころか、口だけでうまいことをいいつつ、腹はらの底に手前勝手な欲よく望ぼうをのたくらせている奴やつらに爪つめの垢あかを煎せんじてやりたいとすらおもう。

　剛士の表ひよう情じようの変化に気づいたアーシュラはなぜか視し線せんを外し、さらにぶっきらぼうに続けた。

「ともかく、もっとも重要なのは予算です。その予算も、いまは戦せん時じ緊きん急きゆう予よ算さんのおかげでメチャクチャですが」

「シャレにならないのよ」セシエがうなずいた。「国防費の出費がダントツで、ほかの予算を圧あつ迫ぱくしまくってるの。戦時国こく債さいで補おぎなっているけど」

　なんかもの凄すごい話題がいきなりでたが、魔王領の──ブラントラントの国債制せい度どは剛士の生まれた世界ほど複ふく雑ざつ怪かい奇きになっていない。珍めずらしくも日本原産ではなく、ガ○プラやエロ同どう人じん誌しの価か格かく以外の経けい済ざいにはあんまり興きよう味みのなかった田中さん時代に魔王領オリジナルのアイデアとして登場したからである。理由は田中さんの先代……斉藤魔王陛下の時代に国土開発に莫ばく大だいな投とう資しが必要となり、それまでの税ぜい収しゆうだけに頼たよった予算編へん成せいが危き機きにさらされた経けい験けんからである。今後ますます莫大なお金が必要になるだろうと、魔王領にいる頭のいい連中が考えだしたのだ。なお、国家予算をシステマチックな借金で補うこの方式の便利さはブラントラントじゅうに知れ渡わたり、現在では各国で採さい用ようされている。

　魔王領国債についてものすごくいい加か減げんに説明してしまおう。

　国債ってのはよーするに国が金を国民や外国の政府、投とう資し家かから借金するために発行する紙切れのことだ。普ふ通つうの税収だけではまともな予算が組めない時に刷すられ、あっちこっちで売りだされる。たいていは５年だの10年だので返すことになっている。もちろん借金だから利り子しが決まっており、半年ごとにそれを支し払はらったりしながら、だ。

　国債を引き受ける側は、国家に対して金を貸かすわけで、本来なら、これほどカタイ投資はない。

　ま、国が普ふ通つうの状じよう態たいであれば。

「いまある部隊の再編成は以前に組んだ緊急予算の流用が可能ですが……新設する場合は、戦時国債の新たな発行が必要になるでしょう」アーシュラがいった。

「でも、ここのところ、いろいろとねー」セシエが天をあおいだ。

「あ……えと」

「あのね、国債ってのは国が残ってなきゃただの紙切れなの」

「信用の問題です。現状のまま新たに発行した場合、必要な資金を得るには、金利をあげなければなりません」

「となると利り払ばらいだけで大おお騒さわぎになっちゃうのよね」

「よほどの大勝利を得ないかぎり……戦争に負けなかったとしても、利払いのためだけに、さらに国債発行が必要になります」

「あ」

　剛士はようやく理解した。二人がじつはすんごくヘビーな話をしているのだ、ということに遅おくればせながら気づいたのである。

　借金、どころか、その利子を払うために新たな借金をする、ということだ。サラ金から金を借りた人が、借りた金どころか利子すら払えなくなって別のサラ金からさらに高利の借金をして……ついには腎じん臓ぞう売りましょか、というのとたいして変わりがない。

「なにをすべきか、おわかりですか」

　アーシュラが疑うたがわしげな視し線せんをむけた。

「ああ、えと」

　剛士はとてつもなく難むずかしくなったように思われる問題を懸けん命めいに整理した。

　まずはお金。足りないと大変なことになる。戦時国債がうまくさばけなければ、金がはいってこないものだから予算が不足して充じゆう分ぶんな戦力を調ととのえられなくなり──負ける。

　じゃあなぜ利子をあげないと戦時国債がさばけないかといえば、魔王領がここんとこ戦いに負けてばかりいたからだ。ぜーんぜん信用されてないのである。不ふ良りよう債さい権けんで潰つぶれそうな銀行に預よ金きんする人はいないし、経けい営えい不ふ振しんで有名な会社に資金を融ゆう資しする銀行などないのと同じことだ（と、おもうんですが）。絵に描かいたような悪あく循じゆん環かんである。頼たのむよ、必ず倍にして返すからさぁ、とどんだけ約やく束そくしても、いままで一度も馬も自転車もボートもオートバイも当てたためしのない人には誰だれもお金を貸してくれないのである。

　剛士は懸けん命めいに考えた。考えつつ、ついこのあいだまで一ヶ月３５００円の小こ遣づかいで過すごしていた僕ぼくがいきなり戦時国債だなんて、いくらおファンタジーな世界とはいえムチャクチャではないかと呪のろった。

　えーと問題の根っこがどこにあるかといえば、つまり。

「戦争に負けかけているから利子を高くしないと国債がさばけないんだから……」

　と口にしつつ、自分のおもいついた案に慄りつ然ぜんとした。

「まさか……あの……」

「生なま半はん可かなことではありません」アーシュラは手て厳きびしく同意した。

「第二次セントール会戦の結末も、さほどの影えい響きようをもたらしていません」

　ビギナーズ・ラックじゃないかと疑われているんだな、剛士の脳のうがささやいた。いままでのボケ具合にくらべて信じられないほどの鋭するどさだが、不思議ではない。他人が自分をどうみているかについて、彼はものすごく敏びん感かんなのである。

　アーシュラはとうとう結けつ論ろんを口にした。

「本ほん末まつ転てん倒とうですが、まず閣下は、低利の戦時国債をさばくために勝利なさる必要があります。魔ま王おう領りようを救うために勝つのは、それからです」

　剛士のおもいついたことと、それは同じだった。ひどい話だが、よくある話でもある。ただし剛士はそこまで戦争に負けたの誰だよ、なんて魂たましいのお若わかいツッコミはいれない。おもいつきもしない。歴史学者や経済学者じゃないのだから、そのへんを究明しても意味がないし、わかったところで財ざい政せいが好転するわけでもない……という事実を、彼なりに理解している。自分が意味もなく蔑さげすまれたり苛いじめられたりする原げん因いんはちんちくりんであるからだ、つまり遺い伝でん子しがイカン。父さん母さんどうしてくれんの、と恨うらむのと大差ないと理解したからである。ずいぶんと頭を働かせているようだが、まあ、性せい格かくだろう。納なつ得とくするのに時間をかけることと、どうにもならないことを考えてグズグスすることの違ちがいを区別できないほどおバカではない、というべきかもしれない。

　しかし、できること、できないことははっきりさせておく必要があった。

「でも、攻こう撃げき……じゃなくて攻こう勢せいだっけ、そんなの無理だよ」

　この点についてだけ、剛士の意見は明めい快かいだった。なにしろ戦場をその眼めで見たのだ。

「このまえの戦いでの損そん害がいが大きすぎた。ゴブリンとトロルの部隊もしばらくは、戦えないし」

　実じつ際さい、彼のいうとおり、魔王軍はひどい状態なのだ。

　上空をペガサスがおさえ、重槍パイクを構かまえた兵隊さんたちが動く城じよう壁へきのような壁かべをつくって敵てきと向かい合い、その後ろから弓ゆみや魔法が助け、左右から騎き兵へいが飛びだして敵の不意を衝つく──この世界の戦い方をアバウトにまとめてしまうとそうなる。魔王軍の場合、ペガサスよりもウィングドラゴンが多かったり、兵隊さんたちがゴブリンやトロルだったり、弓よりも魔法のほうが重じゆう視しされていたり、騎兵ではなくケンタウロスだったり、という違いはあるが、基き本ほん的てきな戦法には違いがない。

　ところがである。第二次セントール会戦で、壁になるべきゴブリンやトロル部隊が手て痛いたい損害を受けている。つまりしっかりした壁がつくれない。敵の前進をくい止められない。だからだめ。

　アーシュラが即そく座ざに応おうじた。

「強きよう制せい的てきな徴ちよう兵へいは魔王領のなりたちからいって論外ですから……ゴブリンおよびトロルは新しん規きの募ぼ兵へいをおこない、補ほ充じゆうしている最中です。訓くん練れんしなおさなければランバルトとは戦えません。ミイラ男その他、集しゆう団だん戦せん法ぽうを受けいれやすい種族からも兵を集めていますが、いずれも、はかばかしくありません。作物の取りいれを終えるまで、少なくとも今月いっぱいは必要だからです。10月にはいって志し願がん率りつが上じよう昇しようし、仮かりに頭あたま数かずをそろえられても……最低半年の訓練をこなさなければ戦場にはだせません。攻勢は不可能です。実じつ施ししたとしても、絶ぜつ対たいに勝てません」

「僕ぼくもそうおもう」

　剛士の素す直なおな反はん応のうにアーシュラはえっという顔になる。

「……よく、おわかりですね」

「ちょっとだけだけど、戦場はみたから。それに、読んだ報ほう告こく書しよの中にもなんか、そんなことが書いてあった。ともかく、いまは時間を稼かせぐしかないとおもう」

　ヴァンピレラ・ビューティは不思議な表ひよう情じようを浮うかべた。

　ぱっと微笑ほほえみかけ、それをあわてて打ち消したのである。

　剛士がその意味について理解する前にセシエが口をはさんだ。

「でもねー、そーもいかない感じなの」

　意外な人物から加えられた反論に剛士は身構える。

「なにか、情じよう報ほうがあるの」

「ランバルトについては……たいした情報はないわ。むこうも大損害だったもの」

　セシエ・ハイムはぱらぱらと報告書をめくった。あくまでもきゃろりんぱな見かけのなかで、目だけがなにかを主しゆ張ちようしている。ふわふわぽよぽよのエルフ娘むす（めでも２５６歳さい）ではなく、魔王領の情報戦を一手に引き受ける中央魔法局ＣＭＡの局長として語っているのだった。

「つまり」背せ筋すじに氷をすべらされたような感かん触しよくをおぼえながら剛士はたずねた。

「つまりもどうもないの」

　剛士をさえぎったセシエはじれったそうにいった。

「いまのままじゃ、予算以外でも、大変なことになりそうなの」

「え」剛士は青ざめた。

「それについてランバルトが気づいているかどうか、いまはその点を徹てつ底てい的てきに探さぐっているんだけど……ごめんなさい、わかんないの」

　いまやセシエの表情からは甘あまったるいイメージが消え失せていた。

「具体的にはどういうことなの」

　セシエは剛士の質しつ問もんにこたえず、アーシュラをうながした。

「二度、あるいは三度。第二次セントール会戦と同どう程てい度どの戦いが発生した場合は、かなり危き険けんな状態に陥おちいります。戦いでの消しよう耗もうに、新しん兵ぺいの補ほ充じゆうがまったく追いつかなくなるのです」

　剛士は彼女の言葉を眉まゆを寄よせつつ、たずねた。

「えと、つまり……ランバルトが、このあいだのような大会戦を立て続けに挑いどんできた場合」

　アーシュラはうなずいた。

「勝とうが負けようが、軍は戦力を消耗し、抵てい抗こう力りよくを失います。魔王領は遅おそくとも来年いっぱいで崩ほう壊かいするでしょう」

　小野寺剛士は、自分の血が引いてゆく音をはっきりと耳にしていた。
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　ぷわー、ぷんぷかぱー

　管が異い様ように長いラッパが吹ふき鳴らされた。時は剛ごう士し君が真まっ青さおになったちょうど同じ頃ころである。

　場所はウルリス。ランバルト王おう城じよう。

　いかにも謁えつ見けん室しつという感じのお部へ屋や……金細工でいっぱいの白しら壁かべ、大理石の床ゆかには絨じゆう毯たん、奥おくにはでーんと玉ぎよく座ざ、その背はい後ごには鷲わしが玉をつかんでいる悪の組そ織しきみたいな国章、左右には大だい臣じん将しよう軍ぐんがずらりと整列していた。シレイラ王女も玉座の一いち段だん下左側におかれた椅い子すにご着席ずみであった。

　最初にあらわれたのはごてごてと飾かざりのついた権げん杖じようを捧ささげもったキスム侍じ従じゆう長ちようである。痩そう身しん、フリフリの多い衣い装しよう、んでもって最後に尻尾しつぽがカールしたお髭ひげと、これまたいかにもという外見にお似に合あいの甲かん高だかい声で槍やりのように長い権杖の石いし突づきで床をたたき、一同へ伝えた。

「偉い大だいなる聖せい騎き士しにして四よ方もの統とう治ち者しや、ブラントラントの良心にして臣しん民みんの庇ひ護ご者、ランバルト国王フェラール三世陛へい下かであります！　方かた々がた、お迎むかえなされませ！」

　シレイラも起立。顔つきだけは神しん妙みように、玉座へ頭をさげる。

　ふたたびラッパの響ひびくなか、フェラール三世は優ゆう雅がに歩みでた。

　本日は純じゆん白ぱくを基き調ちようとしたお召めし物ものである。金きん縁ぶちのはいった上着、横に金線のいれられた乗馬ズボン、ブラウンのブーツは最高級品として知られるコレバーン牛を用いたもので、もちろん革かわ底ぞこ。んでもって肩かたからは真しん紅くのマント。

　なんかやりすぎな感がなきにしもあらずだが、目にした者はそんなこと、毛ほども感じない。おもいっきり似に合あっているからだ。優雅にうねるプラチナの髪かみ、優やさしげな青い瞳ひとみ、ともかく美形中の美形だから、どんな格かつ好こうでもオーダーメイドなのである（いやもちろんすべてオーダーメイドですが）。

「みなさん、しばらくです。楽になさってください」

　フェラールは優しげに声をかけると、玉座に腰こしをおろした。疲ひ労ろうの色がある。マリウクスから戻もどったばかりで、疲つかれているのだ。

「陛下」

　左側先頭に立った肥ひ満まん体たいの老人がうやうやしく呼びかけた。王と王おう妹まい殿でん下かにとっての爺じいや……王国宰さい相しようサンバーノ伯はく爵しやくである。

「御ご帰き城じようを臣下一同、心より喜んでおります……しかし、本来なら凱がい旋せん行進をもって臣民にしらしむべきところを、お忍しのびとはいかに……」

「ありがとう、宰相。しかし、凱旋など、できたものではないよ。わかってください」

　フェラールの微び笑しようは複ふく雑ざつであった。

「わたしはまだ、将しよう兵へいに苦労をかけつづけているのだからね」

「陛下……」

　うっ、とむせぶサンバーノ。いかにも悪あく代だい官かんなノリの顔立ちで、じつはみかけを裏うら切ぎらないノリを持つ人でもあるのだが、フェラールにたいしてだけは本物の忠ちゆう誠せい心しんをいだいている忠実な爺じいやなのである。美形やおいで戦争嫌ぎらいとはいえ、フェラール兄ちゃん、人徳の方はまさに名君クラスだからであった。ちなみにシレイラの方はほとんど孫まご娘むすめ扱あつかい、なにをしてもおおよしよしこの爺がなんとかしてみせましょうぞ、という感じである。特とく殊しゆ部ぶ隊たいを独どく断だんで動かす準じゆん備びをすすめていたのも実は同じだ。自分の権けん力りよくを保たもつと同時に……フェラールを助けようと考えてのことなのである。

「カディウス、ハートマン、どういうことなのだ」涙なみだをぬぐったサンバーノは国王とともに帰き還かんした王国の二大重臣にたずねた。今度はキツイ声である。

「貴き公こうらほどの者がお供ともしていながら、陛下の覇は道どうを、こともあろうに魔ま物ものばらによって傷きずつけられるとは」

「戦争は、変転きわまりない」むっとして応おうずるカディウス大将軍。

「非ひ才さいを恥はじている、宰相殿」シブイ声で応ずるハートマン大博士。

　ま、そういうことである。この二人、サンバーノと仲が悪い。

「しかしだな……」サンバーノはなおも責せめようとした。

「敵てきの行動が予想をはるかに超こえていたのだ」と、さえぎるカディウス。「まさか、みずからの王を囮おとりにしようなどと、誰が予想できようか」

　サンバーノは沈ちん黙もくした。意外かもしれないが、その点についてはカディウスと同意見だったからである。

　カディウスもサンバーノも、魔ま王おう軍ぐんの戦せん闘とう力りよくそのものは問題としていない。いかに魔族個々の力が強くても、戦いくさ慣なれしたランバルト軍の力……チームプレイが優位に立つ、と確かく信しんしている。作戦の点も同じだ。あの時、オノデラゴウシとやらがとった策さくは、

　──囮を用いて敵を引きつけ、手て薄うすになった側面を叩たたいて包囲に穴あなをあけ、軍主力を救出する。

　という単純なものにすぎないからだ。

　彼らが恐おそれているのは、その『囮』に、自分たちの魔王を用いたということだけである。

　いや、なんかだんだんマジメになってきてイヤですが、それはつまりこういうこと。

　王様が地上の支し配はい者しや、要するに実じつ際さいに国こく政せいへ口を挟はさんだり、戦場で軍を率ひきいたりするタイプの封ほう建けん制せいでは、王＝国家。金がないのは首がないのと同じじゃあ、なんて言葉があるけど、この手の国では、王がおらんのは国がないのと同じじゃあ、って感じになる。

　なぜかっていえば、国の制度、人々の常じよう識しき、そういったすべてが、絶ぜつ対たい権けん力りよく者しやとしての王様が存そん在ざいすることを前ぜん提ていにしているから。

　だから、普ふ通つうはどんなヘボい王でも臣しん下かが懸けん命めいにフォローする。どんなにロクでもない王でも、いた方がまだまし、だから。あ、まあ、国民の教育程てい度どが高くなってくるとまた違ちがうノリになっておフランスな革かく命めいなんかおきたりしますが、ランバルト……いや、ブラントラントだとあまり流は行やりではない。

　でまあ、オノデラゴウシ、日本人の名前をカタカナにしといてヨーロッパ風ふうに読めば雰ふん囲い気きがでると考えてる某ぼうアニメ風に書けばゴウシ・オノデラ、つまりわれらが剛士君は、そんな世界で王様……こともあろうに魔王様を見事に使い捨すてた。

　カディウスをはじめとするランバルト軍首しゆ脳のう部ぶが驚おどろき、いまや恐おそれすらいだきつつあるのも当然。王をそこまでぞんざいに扱あつかうというのは、つまり、彼らの軍事的な敵であるにとどまらないことを教えているから。常識……いや、ブラントラントの人族国家が信じるすべてを否ひ定ていしているのと同じ。つまりは……

　エライことなのである。

　いかに魔王領が特とく殊しゆだとはいえ、過か去こ、ここまでの衝しよう撃げきをブラントラントという世界に与あたえたことはなかった。誰だれもが魔王といえばアレなぐらいの権力者だと信じていたし、ま、実際はどうですか、という点があったにしろ、おおむね御期待を裏切ることはなかった。

　たとえ魔族の国とはいえ、同じ常識が通じるものと信じられていたのだ。

　ところがところが、剛士君はそれを一いち撃げきで粉ふん砕さいしてしまった。

　実際はみなさまご存ぞんじのとおり、結果としてそういう形になったという感じだけれど、ともかくそうなってしまった。

　怖こわがられるのも無理はない。

　剛士君にとって王様という存在の意味がまったくことなること……彼の育った日本という国では、まあ、王様つーか、そういう御方は神かみ棚だなにでもあがってありがたそうにしてもらっとけばいいやぱんぱん（柏かしわ手で）、なんて大人おとなですら考えている国中リゾート温泉、民族総観光客のようなお国くに柄がらであることなど誰もご存じないのである。高校生にしてはいらん知ち恵えのつきすぎている彼ではあるけれど、その点についてはさらにいい加か減げんで、ガラス張ばりのバルコニーから手をふってるのをニュースでみたことのある偉えらい人、という程度の意識しか持っていないこともわかるはずがない。

　いや、たとえ知っていたとしても、この世界の人間には理り解かいできなかっただろう。

　同じものでも、意味が違ちがうのだ。教科書が受験勉強のアイテムとしてはヌルイ、俺おれは塾じゆくと参考書でいくぜぇ、という人と、そういえば教科書とかいう呪じゆ文もんのいっぱい書かれた本がこの世にはあるそうだが……しゃーねえな、オヤジに頼たのんで一いち浪ろうすっかぁ、という人ぐらいの違いがある。

「たしかに憂うれえるべき問題ではある……」

　サンバーノは渋しぶ々しぶながらうなずいた。

「ハートマン、過去にそのような例はあるのか」

「ないな、宰相殿」

　ハートマン大博士はこたえた。

「王を……それも、自分たちの王をあそこまで道具として利用した例は、ブラントラントの歴史上、はじめてだ」

「それで、魔ま王おうタナカの跡あとを継ついだ男……オノデラゴウシとかいう異い人じんについて、なにかわかったのか」

「調ちよう査さ中ちゆうだ。兵の噂うわさはあてにならぬ」

「うむ……」

　難むずかしい顔で考えこむサンバーノ。オノデラゴウシのことだけが彼を暗くしているのではない。政治的な立場というやつがあった。

　ランバルトの首しゆ脳のう部ぶ全員が、現げん在ざいの領りよう土ど拡かく大だい方ほう針しんに賛さん成せいしているわけではないからである。実はサンバーノは積せつ極きよく派は、カディウスは消極派なのだった。宰相が戦争を望み、大将軍が戦争反対というのは意外かもしれないが、そんなに特とく殊しゆなことでもない。最大の反戦勢せい力りよくが実は軍部だ、なんて実例は、地球の歴史にもゴロゴロ転がっている。軍人たちは戦場で実じつ際さいの危き険けんにさらされる立場だから、ほかの連中よりよほどマジメに戦争について考えるのだ（ちなみに、戦争だ、戦争だ、楽しいな、とか歌いたがる軍人たちは、たいてい、戦場へでなくていい立場の連中である）。

　謁えつ見けん室しつに重い沈ちん黙もくがおちかけた時……

「陛へい下か」

　と、おっとりした声がひびいた。誰あろうシレイラちゃんである。

「なんだね、シレイラ。いまは国こく事じを論ろんじているのだよ。たとえおまえでも……」

　と、そこまでいいかけたところで、フェラール兄ちゃん、苦く笑しようを浮うかべた。

　いかにも疲つかれた兄を案ずるように話しているシレイラの目が、じつにその、じとー、という感じだったのだ。たとえていえばカエルをにらむヘビ、18禁きんエロゲー新しん製せい品ひん限げん定てい版ばん（テレカ・ポスター・設せつ定てい資し料りよう集しゆうつき）を食い入るようにみつめる34歳さいの大きな大きなおともだちというところ。

「わかっております」

　シレイラはどこまでも控ひかえめに、しかし眼がん光こうだけはますます鋭するどさを増ましつつこたえた。

「女の身でありながらさしでがましいとは存ぞんじますが……たいへん、お疲れの御ご様よう子す。今日ばかりはお休みになってはいかがでしょうか。戦いくさはこれからもありましょうから……」

　大臣や将軍たちが口々に賛さん嘆たんのうめきをもらした。なんとお優やさしき御おん方かたであろうか、と感動しているのだ。さすがシレイラである。猫ねこっかぶり歴れき約10年の熟じゆく練れんした技ぎ巧こうで見事に重臣一同をだまくらかしていた。もし彼女が主に夜が営えい業ぎよう時間のウォーターなお仕事でもはじめたら、佃つくだ煮ににするほどパトロンをつかまえられるであろう。

「うん……いや、しかし」フェラールは反はん論ろんしようとした。あ、額ひたいに汗あせが浮ういてる。

「なにかございまして？」と、シレイラちゃん。本人は気づいていないんだろうが、たおやかな手が拳こぶしをつくっている。

「あ、いや、ああ……そ、そうだね。そうしよう」あわててフェラールは立ち上がった。だが、中ちゆう腰ごしになったところであっ、とつぶやいた。なにかをおもいだしたのだ。

「陛下？」

「いや、ああ」

　フェラールの口元には意味不明の微び笑しようが浮うかんでいた。

「その前に、みなに伝えることがある。本日より、この城しろに賓ひん客きやくをお迎むかえすることになりました。わたしの大事な客人ですから、心してお迎えしてください。紹しよう介かいします」

　玉ぎよく座ざの脇わき、幔まん幕まくで隠かくされたあたりにうなずくフェラール。

　全員が注目した。

「うっ」

「あれは……」

「まさか……」

　シレイラまでが驚おどろきをあらわにしている。

　あらわれたのは貧ひん相そうきわまりない体たい格かくの男だった。なんか油っぽくてだらしのない髪形。度の強い眼鏡めがね。袖そで口ぐちがだらしなくのび、胸むねに変なマークの描かかれたトレーナー。イヤな感じで薄うす汚よごれている色落ちしたジーンズ。ケンラン豪ごう華かな謁見室では場ば違ちがいもいいところである。

「あは、あはは」

　男は笑った。緊きん張ちよう感かんつーか場の雰ふん囲い気きつーか、ま、常じよう識しきというやつを欠落させた人に特有のアレである。その態たい度どのまま微笑を浮かべているフェラールにたずねた。

「あの、どうしたらいいんですかね」

「どうぞ、お名乗りを」と、あくまでも優やさしいフェラール兄ちゃん。

「あ、そうですね、そうそう」男はぽん、と手を叩たたいた。

「えーと、いやー、あは、ども」

　彼はへこへこと頭をさげた。

「僕ぼくがこないだまで魔ま王おうやってた田中です。なんか捕ほ虜りよになっちゃったみたいで、あは」



　　　　２



「いったい、どういうおつもりです！」

　兄妹きようだいふたりきりになった王の私し室しつにシレイラの怒ど声せいが響ひびきわたった。謁見場でたぁっぷりとエネルギーをためこんでいたため、いきなりハイテンションである。

「どうもこうもないよ、シレイラ」

　もっこりタイツにひらひらシャツといういかにもなスタイルで椅い子すにかけたフェラール兄ちゃんがなよなよと応おうじる。



    

  
    
      「王おう族ぞくは王族らしく扱あつかわねばならないよ。たとえ虜りよ囚しゆうの身であってもね」

「そのことじゃない！」

　シレイラちゃん、さらにテンションをあげた。

「わかりきったことをいわないで！」

　きりきりとまなじりをつりあげる。なぜならば、おまえは非ひ常じよう識しきだといわれたようなものだからだ。



　このあたりの気分、ちょっとわかりにくいとおもうので説明します。

　つまりですね、謁見場のシーンでちょろっと書いた王様の扱あつかい方についての常識というやつ。

　あれは、敵てきの王族に対しても適てき用ようされるのである。

　意外に感じる方もいらっしゃるかもしれない。たしかに、おファンタジアな世界ではあんましそういう話はきかない。捕虜になった王様といえば地ち下か牢ろうで鎖くさりにつながれちゃったり、水牢にとじこめられてふやけまくってたり。女王様といえばもう、うふ、うふふふ、わ、いいんですか、なんて運命というのがごく普ふ通つうである（特に18で禁きんな奴やつでは）。

　しかし、だ。王様を頂いただいた国同士が戦争している世界では、そんなことでは困こまるのだ。

　なんでかっていえば、自分の方も、いつ同じ運命に見み舞まわれるかわかったものじゃないから。

　だものだから、敵国の王族であっても、賓ひん客きやくのように扱うほうがむしろ普通なのだ。織お田だ信のぶ長ながやチンギス・ハーンじゃあるまいし、一度逆さからったら皆みな殺ごろし、では面めん倒どうが増ふえるだけなのである。

　だいいち、敵の王族を大事にしておけば、自分の王族が捕虜になった時にも、それなりの扱いをしてもらえる、と期待できる。

　ほかの場合にも役に立つ。

　たとえば、戦い始めてしばらくしたあとで、あ、この戦争ヤバいわ、とおもった時、すごく役に立つ。

　そんな時、賓客として扱っていた王族を返すかわりに身みの代しろ金きんか領りよう土どのあれとそれ寄よ越こせ、そのかわり戦争は終わり、で兵を引くことができる。

　もし捕とらえた王族を無残に扱っていたら……交こう渉しようすら無理だ。徹てつ底てい抗こう戦せん叫さけばれて、われわれわぁ、最後の一兵まで戦うぞォ、って感じになりかねない。

　それでは困る。困るったら困る。

　なぜかっていえば、

　戦争という血みどろのどんちゃん騒さわぎは金かね儲もうけのためにおこなわれるからである。

　資し源げんの豊ゆたかな土地を奪うばったり、街まちを占せん領りようしたり、という行こう為いの目的はそこからのあがりを手に入れることなのだ。

　けっして、戦争それ自体が目的なのではない。

　だもんだから、適当なところで手を打って、戦争で生じる損そんより得えられる儲けのほうが大きいうちにやめたい、というのが戦争に手をそめた国の本ほん音ねである。徹底抗戦されて、国中焼け野原になってはなんの意味もなくなるからだ。そこまでしてやるもんじゃないのである。

　地球の歴史で考えてみればいい。戦争で、相手の国が文字通り焼け野原になるまでやった国というのは、カルタゴを相手にした共きよう和わ制せいローマとか、日本とドイツを相手にしたアメリカとか、ともかく当時においてドはずれて豊かな国だけである。つまり、普通の国ではない。ローマやアメリカがそこまでやった理由は、カルタゴや日本が自分たちのお金儲けを邪じや魔ましていたからだ。要するに、戦っている相手ではなく、ほかの場所で自由にお金儲けすることのほうが重要だから、目につく邪魔者を粉ふん砕さいしたのである（共和制ローマ、アメリカともに民主主義国家だから、というのも関係あるかもしれない）。以上、説明終わり。

　戦争についてはミミズやクラゲが直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで気をつけしてしまうほど筋すじ金がね入いりのリアリスト、シレイラちゃんがこの程てい度どのことをわかっていないはずもない。

　敵てきの王おう族ぞくを丁てい重ちように扱あつかわねばならないこと、その理由が、封ほう建けん制せい社会の常識と、戦争でうはうはと儲けるためであることは、彼女にとって常識以前の問題だ。そうでなければ戦争大好きっ娘こ王女はやっていられない。人ひと族ぞく絶ぜつ対たい思し想そうが強い国の王女様でありながら、魔ま族ぞくを絶ぜつ滅めつさせるために戦争をしているわけではないのだ。ブラントラント一の軍事大国というランバルトの地位を、さらに強くするために海が必要で、そのためには魔族領の大魔海沿えん岸がん部ぶを手に入れるのがもっとも安上がり、とそんな風ふうに考えたからにすぎない。たしかに魔族が好きではないが、差別主義はいりまくりの、間ま違ちがった情じよう熱ねつに燃もえているわけでは断だんじてない。クールな判はん断だんの結果として大好きな戦争をおっぱじめるよう、フェラール兄ちゃんをたきつけたのだ。

　いまも田中さんを賓客として扱うことに文もん句くをつけているわけではなかった。彼を捕ほ虜りよにしたことは、事前に……えーつまり、前ぜん巻かんのラストで知らされている。

　怒おこっているのは、不用意に臣しん下かたちの目にさらしたことだ。

「適てき当とうな時期というのがあるのよ！」

　シレイラはホモ兄ちゃんをにらみつけた。腰こしに手をあて、ぐん、と胸むねを突つきだした姿し勢せいはなんというか、まあ、その。

「しかしだね、シレイラ……」

「ボケるのもたいがいにせんか、このホモ野や郎ろう！」

　シレイラは茶ちや器きがのせられていたテーブルを蹴け飛とばした。壮そう絶ぜつな音おん響きようとともに、壁かべに茶器とテーブルが叩たたきつけられ、砕くだけ散る。見事な足あし技わざであった。実はこの王女様、密ひそかにさまざまな武ぶ芸げいを学ばれ、そのいずれでもオリンピック予選なら入賞確かく実じつという実力の持ち主であらせられる。やはり、荒あらっぽいことにかけては天才なのであった。

「……乱らん暴ぼうはいけないよ、シレイラ」

　フェラールは慣なれたものである。この美しい妹がじつはバイオレンスな人であるというのは、子こ供どものころからおもいしらされているのだ。いやま、ちょいとおもいしらされすぎかもしれないが。

「乱暴、乱暴ですってぇ」

　シレイラは兄あにの前で仁に王おう立だちになった。

「戦争にくらべりゃなんぼかマシよ！」

「しかし、シレイラ……魔王とはいえ、粗そ略りやくな扱あつかいはできない」

「だぁっとれ、このボケェっ」

　げしっ。みごとなおみあしがはね、ハイヒールが宙ちゆうを飛ぶ。とがった踵かかとがフェラールお気に入りの美形騎き士しを描えがいた肖しよう像ぞう画がの股こ間かんに突つき刺ささった（もちろん狙ねらってます）。

　腰のひけた兄に、命の値ね段だんが10円以下の犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐん中学生のようにとんがらせた顔を突きつけ、シレイラは責せめたてる。

「もっとも魔ま物ものどもに衝しよう撃げきを与あたえられる時期！　その瞬しゆん間かんを狙って表おもてにだすべきなの！　それが戦せん略りやく的てき発想というものなのよ！」

　おお、なんかすごいことをいっておられる。

　しかしいちいちごもっともなのであった。ブチきれてはいるものの、彼女が口にしているのは、国家を指し導どうするものであれば当然意い識しきしているべきスーパーな大だい戦せん略りやくなのである。

　フェラール兄ちゃんが帰き還かんするまで、シレイラは田中さんの利用方法について当然あれこれと考えていたのだ。戦局がもっとも微び妙みような展てん開かいになった時期などが狙い目よね、なんておもっていた。別に降こう伏ふくしなければ処しよ刑けいするってわけではない。魔王が捕虜になっていることで、魔王領の人々の心理が混こん乱らんしてくれたらいい。

　こう書くと、それほど効こう果かがあるようにおもえないかもしれない。

　しかし、じつは大変なことなのだ。

　新たな敵てき、オノデラゴウシは、魔王が捕とらわれていることを知りつつ戦わねばならないからである。

　魔王が捕われていることを知り、戦略を組み直すため積極的な行動をひかえてくれれば大おお儲もうけ。

　魔王が捕われていることを知りつつ、なおも果か敢かんに戦いつづけるのであれば……魔王領の者たちは、オノデラゴウシを情じようの薄うすい野や郎ろうだと感じるようになる。囮おとりとして利用した上に無む視しするのではあんまりだからだ。

　そういう気分は、今後の戦いで魔王領の戦意に影えい響きようを与あたえるだろう。

　どっちに転んでもいい。ランバルトが困ることはひとつもないのである。

　ところが……

「オノレがバラしてくれたおかげでなんもかんも御ご破は算さんじゃあぁぁ！」

　と、いうことなのであった。こちらが動く前に知られると、相手も準じゆん備びを整ととのえてしまうからだ。あらかじめ戦略を組み直し、田中さんについては泣いて馬ば謖しよくを（つーか、この場合は劉りゆう備びという感じだが）切る、なんて宣せん伝でんをしてしまえば、オノデラゴウシの立場も悪くならない。

「しかし」なおもフェラールはうなずかなかった。

「王おう族ぞくは王族らしく扱あつかわれるべきだし、伝えた相手は大だい臣じんや将しよう軍ぐんだけ……」

「だぁーかぁーらぁー」

　シレイラは髪かみをかきむしった。

「前に教えたげたでしょう？　あいつら、主しゆ戦せん派はと和平派にわかれてあっちこっちでイヤミいいあったり、探さぐり合ったり、命狙いあったりしてんの！　どちらも、自分たちの立場を有利にするために役立つと考えたら情じよう報ほうをもらすにきまってるじゃない！　三日もしたらコレバーンの鼻水たらしたガキにだって知れわたってるわよ！」

「シレイラ、ねえ、シレイラ……臣下は信しん頼らいすべきものだよ」

「あー、もうっ」

　シレイラ地じ団だん駄だを踏ふみたくなる気分をこらえ、爪つめを噛かんだ。

　もちろん内心は吹ふけよ嵐あらし、である。ホモ兄ちゃんと自分のあいだに、人間や、国家や、戦争についてあんまりにも広く深い谷がひろがっていることに困り果てていた。

　いつだって、こうなのだ。

　兄妹きようだいでありながら、いや、兄妹であるからこそなのか、フェラールとシレイラの性せい格かくは正反対。物の考え方がまったく違っていた。

　子こ供どものころから、フェラールは人との争いを好まなかった。周囲を気き遣づかい、人を信じることを好んだ。学問、武ぶ芸げいともそこそこにこなしたが、

『だれかとの争いになるから』

　と、他人と並ならんで学ぶことだけは絶ぜつ対たいにしなかった。王族としてはちょっとどうかなーとおもわれるほど争いの嫌きらいな、バランスをとって喜ぶ性せい格かくだったのである。

　一方のシレイラは……フェラールを裏うら返がえしたような人格である。

　ともかく争いが好きで好きで好きで好きで好きでたまらない。

　勝つのも大好き。

　そのためならばどんな努力も惜おしまない。

　なのに、王女という立場のおかげで人前では我が慢まんしなければいけなかったものだから、性しよう根ねがＤＮＡ螺ら旋せんのようにねじれてしまった。敵国が休きゆう戦せん条じよう約やくをもうしでた瞬しゆん間かんこそが攻こう勢せいのチャンスと信じているほどのねじれかたである。

　もちろん臣しん下かについても見方は同じで、個人としていい奴やつ、というのと、政治家や軍人として有ゆう能のうな奴、という要よう素そを混こん同どうしない。

　好人物でもアレならバッサリだし、三日とあげずに越えち後ご屋やや上州屋や三み河かわ屋が隊列を組んで通用門から乗りこんで、屋や敷しきからあふれだすほど賄わい賂ろを届とどけにきてお主ぬしも悪よのう、うへへへお代官様こそなんてやっている悪あく党とうでも、国の役に立つなら認みとめてしまう。まあ、女の人という存そん在ざいが男には想そう像ぞうもつかないほどリアルな世界を生きている高等知性体なのは事実だけれど、シレイラちゃんほど明めい快かいな人も珍めずらしい。表ひよう裏りを使い分けるどころではない。徹てつ底てい活用しているのだ。

　もともとマザコンの気があったフェラール兄ちゃんが、妹のたくましすぎるそんな姿すがたを目にしているうちに、ああああ、母上以外の女はみんなシレイラと同じに違いない、女はコワイおそろしい、とアレな道に走ってしまった原げん因いんとなったほどのものである。

　もちろん、そんなことはシレイラにいわせるならただの根こん性じようなし、変へん態たい、××……であり、口をきわめて罵ののしられて当然であった。

　それでいて仲が悪いわけではない、というのがこの兄妹のおもしろいところだが、なにか問題がおこったときは、いまのようにいろいろと大変なのだった。

「うーっ」

　湯ゆ気げをたてた王女様は地じ響ひびきをたてて壁かべの巨きよ大だい地図に歩み寄よった。実にその、なんというか、まあそのつまりお見事そのものの膨ふくらみの前で堂々と腕うでを組む。

　つり上がっていた眉まゆが角度を変えた。

　怒いかりに萌もえ、じゃなくて燃えていた碧へき眼がんに怜れい悧りな光が宿る。

　地図には、ブラントラント全土の状じよう況きようが細大漏もらさずに記されている。

「他の辺へん境きようは治まっているから……問題は兵力の補ほ充じゆうと、冬か」

　漏れた声に、さきほどまでの怒りはない。

　それどころか、兄の存そん在ざいまで無む視ししている。

　すでに彼女の戦争がだあーい好きな頭ず脳のうは全力で回転をはじめていたのだ。

　なんか二重人格じみてますが、いやもうこれは名めい将しようの条件にぴったしともいえるでしょう。アレクサンドロス大王だってナポレオンだって、実にこう、ハタ迷めい惑わくな気分屋だったが、必要な時にはスイッチを切り換かえるように態度をかえられた（そうです）。いやもうそれぐらいでなけりゃ、一いつ瞬しゆんのちにはなにがおこるかわからない戦いに勝つことなどできない。そんな意味でもやはりシレイラちゃんはすごいのである。

「予よ備び兵力は……訓くん練れん済ずみの騎き兵へい団だんが２個、槍そう兵へい団が１個。訓練中の槍兵団が４個……うー。どうかなー」

　白しら魚うおのような指をふっくらした唇くちびるにあてて小首をかしげるシレイラ。

「いっそ、全軍を動員して……うー、だめっ。動員されたばっかの兵隊を戦場に投入しても損そん害がいが増ふえるだけよ。でも、騎兵団２個と槍兵団１個じゃいかにも少なすぎるしぃ」

　あいかわらず、ファンタジックにいきついちゃった外見と考えていることの落差がナイアガラ並なみの王女様である。

　それはともかく、彼女のいっていることは実に正しい。

　第二次セントール会戦で大損害を被こうむったマリウクス駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たいの兵力は可か能のうな限かぎり速すみやかに補ほ充じゆうしなければならなかった。補充なしで戦い続けるのは、ＨＰとＭＰの回かい復ふくを忘わすれ、ついでに薬草も買い忘れたわ武ぶ器きの装そう備びは忘れるわでラスボスのダンジョンに乗りこむようなもの、ロクなことにならない。

　しかしである。その補充が大問題なのであった。

　シレイラは、魔ま王おう領りよう侵しん攻こう以前に予備兵力をウルリスへ集結させ、そののちも可能な限りの動員をかけてきた。結局のトコロ、戦争は頭あたま数かずが大事だからである。そりゃまあ、少数精せい鋭えいで群むらがる敵てきをバッタバッタとなぎたおし、というのは格好よくはあるが、戦争としては思いっきり間ま違ちがった状態なのだ。いらない苦労ばかり増ふえるからである。

　だからこそ、シレイラは第二次セントール会戦の前にあこぎな手を使って戦費を調ちよう達たつした。正せい義ぎの人だが、正義の人であるがゆえに周囲のだれからも嫌きらわれていた大臣一人をはめて、家か財ざいを没ぼつ収しゆうしたのだ。それなりの増ぞう援えん部隊も整ととのえた。すべては勝利のためだった。

　なのに……

「戦死・行方ゆくえ不明２６７４名、負ふ傷しよう４８１９名……兵力半はん減げん……うーっ」

　ということである。頑がん張ばって必勝の態勢を整えたというのに、事実上のボロ負け。セントールで勝ったらあーもしようこーもしてやろう、うふふふふ、という目もく論ろ見みが砂すなのお城しろなのである。マリウクスの士気をさげないよう、ペガサス空中騎兵エア・キヤバルリーを中心とした２０００名程てい度どの補充を報ほう告こくの翌よく日じつには出発させていたが、問題の解決にはほどとおい。戦力の回復に最低でもあと５０００名の都合をつけて、できることならもっと投入して、と手間もお金もどんどん増える一方。頭が痛いたい、どころではないのである。

「いっそ戦争の原則にしたがって魔王軍の三倍……いや、五倍の兵力を投入して一気にたたきつぶすのは」

　地図をみつめながらつぶやくシレイラ。警けい戒かいのためコレバーンやパライソの国こつ境きよう付近に展てん開かいさせている部隊から兵力を引き抜ぬき、頭数で魔王軍を粉ふん砕さいする可か能のう性せいを考えたのである。

　さすがである。オノデラゴウシの出しゆつ現げんと同時におかしな方向へ流れはじめた戦争にケリをつけるには、これまでランバルトに勝利をもたらしてきた緻ち密みつな作戦計画、戦争慣なれした将しよう兵へい、アホな敵てき、この三さん位み一いつ体たいに頼たよるわけにいかないとただ一度の失敗で見み破やぶっているのだ。

　だからこそ、大兵力でもって一いつ挙きよに魔王領をぶっ潰つぶすことを考えかけた。大兵力こそすべての戦争における必勝の法則だからである。

　しかし、シレイラちゃんのこと戦争に関する限り量りよう子しコンピューター並なみの演えん算ざん速度を誇ほこるおつむは、即そく座ざにその問題点も認にん識しきした。

「あー、だめだめだめっ、部隊の移い動どうに時間がかかる。集結を待っていたらセントールに雪が積もって身動きがとれなくなっちゃう。それに……戦費がどれだけかかるか……あー、もう、無理無理、やめやめっ」

　冬はセントールにも雪が積もる。軍隊が動けなくなる。だからいけない、というのは当然としても、シレイラちゃんの天才を示しめすのは、戦費の問題が常つねに頭にあることだろう。われらが剛士君もお金の問題で青くなっていたが、彼女の場合はさらに具体的で、甘あまさがない。

　軍隊という面めん倒どうなものを動かすにはともかくお金が必要なのだ。

　たとえば侵攻した敵地でどんだけ略りやく奪だつの限りを尽つくしても戦力の維い持じはできない。軍隊ってのはシャレにならないほど大食らいだからである。後方から食料、馬、武具、衣服等々を送ってやらなければあっというまに戦えなくなってしまう。

　おまけに、荷物を運ぶには大量の馬と馬車が必要。それを前線の、必要としている部隊にきちんと届とどけるには街かい道どうが安全だったり、整せい備びされていなければならない。また、街道を安全に、使いやすくしておくためには周辺住民を手なずけておかなければならず……とまあ、果てしもなくお金を食い散らかすのだ。

　というわけで、もうしわけありませんが、

『うわはははは、おまえの物は俺おれの物、俺の物は俺の物ぉぉぉ』

　なんてジャ○アンみたいなこといいつつ好き勝手にする将軍は、魔ま王おう軍ぐんはおろかランバルト王国軍にさえ一人もいないのである。

　そんなことしていたら、絶ぜつ対たいに勝てないからだ。

　財産を奪うばわれた占せん領りよう地区の住民は絶対に協力してくれなくなるし、

　兵隊たちは盗とう賊ぞくじみた物の考え方になってくるし、

　と、ロクなことはない。勝てる戦いにも、勝てなくなってしまう。正味のハナシ、略りやく奪だつした場合のほうがのちのち大変になったりするのである。

　シレイラちゃんはそういったこともきちんと理り解かいしている。フェラール兄ちゃんの御み名なでもって戦せん闘とう中ちゆうの略奪をきびしく禁きんじ、ブラントラントで略奪をしない二つの軍隊のひとつ、という名めい誉よを手にいれているほどだった（もうひとつはノリの違いすぎる魔王軍だ）。もちろん、戦争に勝ったあとの戦せん争そう奴ど隷れいの獲かく得とく、資し源げんや財宝の収奪はまた別になる。これはまあ、勝者の当然の権けん利りというやつに属ぞくするので、別に評ひよう判ばんは悪くならないからだ。

　ともかく、お金の問題だ。

「選せん択たく肢しはふたつ。いますぐやるか、時間をかけるか……」

　シレイラは顎あごを揉もみながらつぶやいた。

「雪ゆき解どけ後……いや、いっそ初夏に大だい攻こう勢せいをかけて……」

　ぶつぶつといいながら地図をみつめつづけている。

「しかしそれでは時間がかかりすぎる……んと、いっそ、いますぐやれば……手持ちの兵力を使いつぶして短期間で連続した会戦を強要して魔ま物ものを疲ひ弊へいさせて……どうかな。うん、でもミランの報ほう告こくでは、連中も疲つかれている……さらに疲れさせて来年、必勝の体勢を確立すべきか、疲れているいまを狙ねらうべきか……うー、うっとうしい」

　舌した打うちとともに拳こぶしをうちあわせたシレイラは兄をふりかえった……その瞬間、遠大な戦略に向けられていた脳のうですべての問題がフリーズした。

　彼女が目にしたのは窓まどをそっとあけ、バルコニーから逃げだそうとしているフェラール三世陛下のあまりに情けないお姿すがたであった。

「またんかぁ、このホモ！」

　美しき王女様の怒ど声せいが響ひびきわたった。

「いや、あはははは」

「人がせっかくマジで戦争小説やってたっていうのに！」

「だがね」

「おのれは名な古ご屋や人じんかぁぁぁ！」

　シレイラは兄のひらひらフリルの襟えり首くびをふん捕づかまえ、ずるずると地図の前にひきずった。

「いい？」とにらみつける。

「とりあえず、戦費の問題があるから、時間を稼かせぐわよ」

「時間……どれぐらいだね」

　シレイラは地図をみつめ、すっぱりと口にした。

「来年の初夏まで」

　さきほどまでと考えがかわっていた。戦いはスピードだと知り尽つくしてはいるが、無理を避さけることも大事である。ランバルトの優ゆう位いを確かく信しんしている彼女は後者を選択したのであった。

「それまでは、小部隊を動かして、魔物どもを翻ほん弄ろうするわ」

「マリウクスの兵は疲れているよ……交代で国に帰してやりたいのだが……」

「普ふ通つうの部隊は使わないわよ！　あたりまえでしょう？　サンバーノ爺じいがだまって投入しかけてた手て駒ごまを使うわ。ほら、あの評判の悪い特とく殊しゆ部ぶ隊たい、王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズよ」

「ゴローズ男だん爵しやくか」

　フェラールの眉まゆがくもった。

「まさか兄あに上うえのホ……」

「違う……あの男はわたしの趣しゆ味みではない」フェラールの表ひよう情じようは真しん剣けんだった。「一代で貴き族ぞくに列せられた努力家で、戦いくさも巧たくみではあるが……」

　そのまま口ごもった。臣しん下かを好き嫌きらいでわけるような言葉を口にできなかったのだ。表情こそかえなかったものの、シレイラも素す直なおにその点には感心した。美形ホモではあるが、この兄ちゃん、人の上に立つ者としてのルールは決して破やぶらない。だからこそシレイラも兄を歴史に名の残る覇は王おうにしてやろう、とも考えて知ち恵えをしぼっているのだ。ゆがんでますが、これも兄妹きようだい愛あいの一種ってところだろう。

「ならわたしが自由に使っていいわね。もちろん、兄様の名前で。爺がね、なにかを考えて勝手に動かそうとしているらしいのよ」

　シレイラはいった。

「ゴローズはともかく……最近、宮きゆう廷ていの権けん力りよく争あらそいが目に余あまるから。爺に……サンバーノにも誰だれが頭ヘツドなのか少しおもいしらせてやらないと」

「やりすぎてはいけないよ」フェラール兄ちゃん、不安そうである。いやま、本当のヘッドは私なんだが、とか、そりゃおまえヘッドなんて国家の運うん営えいを暴走族バカみたいに、とか、理由は色々である。わけても心配なのはサンバーノの身の上であった。

「わかってるわよ」

　シレイラちゃんの表情は言葉と裏うら腹はらであった。皿さらにのったサンマをみつけた猫ねこというかレア物ソフトをみつけた逮たい捕ほを恐おそれぬＲＯＭイメージファイルコレクターというか、本ほん能のう寺じに信のぶ長なががいると知った明あけ智ち光みつ秀ひでというか、目的のためなら手しゆ段だんをえらばない感じである。

　フェラール兄ちゃん、ますます不安を誘さそわれ、おもわずたずねた。

「手て荒あらなことをするつもりなのかい？」

「なにいってんの？　あたりまえじゃない」

　シレイラは勝ち誇ほこった顔で断だん言げんした。

「よろしくて、兄様？　わたしたちは戦争をしているのよ」



　　　　３



　おなじころ。マリウクス城じよう塞さい。

　ランバルトが魔ま王おう領りよう侵しん攻こうのために築ちく城じようしたこの巨きよ大だいな前線基き地ちは、深まりゆく秋とともに、その巨体をセントールの野に横たえていた。

　城門が開き、付近を訓くん練れんがてらの偵てい察さつにでていた騎き士したちがもどっていた。先頭を進むのは愛馬ガルーンにまたがって銀ぎん鎧がいをきらめかせる巨きよ漢かん、ヴィル・グラッサー男だん爵しやくである。

「遅おそい、遅いぞ！」

　グラッサーはケルベロスすら尻尾しつぽを丸めそうな声で怒ど鳴なった。城門を開けるのが遅いと怒いかっているのである。

「いざという時、そんなことでどうするつもりだ！　城門の開かい閉へいが遅ければ、戦せん機きをのがすかもしれんのだぞ！　指し揮き官かんは誰だれか？　よし、あとで出頭しろ」

「まあ、そこまで怒鳴られないでも」と、あとにつづく副ふく将しようのガルス。この人、みためはグラッサーと負けず劣おとらず、戦場でも勇ゆう敢かんなのだが、みかけに似に合あわず繊せん細さいで気持ちの優やさしいところがある。じつは美人の奥おくさんと５歳さいを頭に三人の子こ供どもをもっていたりもするいいお父さんなのであった。彼を激げき怒どさせるのは髪かみの話題だけである。

「フッ」

　と笑ったのはやはり副将のマークス。別に用もないのだが、一いち応おう、ガルスが発言したので自分がいることを強調しておこうとしたようだ。まあ、漫まん才ざいコンビの相あい方かたみたいなものであるからしかたがない。

「いかんな、たるんでおる」

　グラッサーはガルスのとりなしにも気づかぬ様子でずんずんと廐きゆう舎しやにむけて進んだ。

　警けい戒かい態たい勢せいこそゆるんでいないものの、城内将しよう兵へいともにのんびりしたムードである。少なくとも、マジック・ニューズ・ネットワークの取しゆ材ざい班はんが伝えたほど緊きん迫ぱくしているようにはみえない。

　まあ、当然ではあった。あれは大おお嘘うそだったからである。

　いや、マスコミお得とく意いの、ヤの字ではじまって、真ん中がラ、最後がセ、という三文字言葉というわけではない。ＭＮＮ取材班はきびしい訓練をつづけるランバルト王おう国こく軍ぐんの姿すがたを事実だと信じて次の取材地……魔ま王おう領りようへむかった。

　だからこそなのだ。

　そのように信じ、報ほう道どうしてもらう必要があったのである。



　ブラントラント、ことにゴルゾン大陸の国家にはいくつもの報道機関がある。大部分は国ごとのもの……ランバルト王国日につ報ぽう、ランバルト臣しん民みん通信、パライソ大教会新聞などなどで、国こく営えいのものだ。もともと封ほう建けん的てきな社会では、報道機関の必要が薄うすいからである。下しも々じもの民たみが政治や外交に興きよう味みをもったところで、その意見を反はん映えいできる選挙があるわけではないのだ。

　それにどの国も好すき好このんで報道機関を設もうけたわけではなかった。それどころか、コレバーン報道協会のように、国営のクセにいつのまにか反はん政せい府ふ的てきな記事ばかり載のせるようになってしまい、政治問題化しているところもある。

　どの国の王も政府も、できることなら潰つぶしてしまいたいと考えているのだ。

　それがそうもいかないのは、魔ま王おう領りようが原げん因いんであった。

　そこには、大きなものだけで15、小さなものまでいれると２００以上の報道機関が存そん在ざいしていたのである。

　これは１７０年ほど昔、明治時代の天あま抜ぬけからとばされてきた大おお塚つか魔王陛へい下かのおかげであった。彼は、まともな報道機関のない国は一等国ではない、と明治の人らしく信じており、またその活動は政府によって一切制せい約やくされるべきではないとも信じていた。

　まあそれが正しかったかどうかはむつかしいところだ。乱らん立りつした報道機関の取しゆ材ざい合がつ戦せんのおかげで政治がメチャクチャになったこともあり、大塚陛下も、引いん退たい間ま際ぎわはちょっとやりすぎたかな、と漏もらされていたという。

　しかしそれでも、魔王領で誕たん生じようしたマスコミが衰おとろえることはなかった。人間だれだって噂うわさ好ずきだし、魔王領の法律や気風は、マスコミが堕だ落らくすることをなんとかくいとめたからである。

　それに、とてつもない利益を国にもたらしてもいた。

　情じよう報ほうが重要なのは誰にでもわかることだろう。好きな女の子が他の誰かとつきあっているのかどうか知っているのと知らないのとではずいぶん違うし、試し験けん範はん囲いを知らずに試験をうける恐おそろしさを否ひ定ていする人もあるまい。

　魔王領に誕生したいくつもの報道機関は、その情じよう報ほうを国にもたらしたのだ。

　より正せい確かくにいえば、ブラントラントにおける情報という川の流れを魔王領にひきこみ、すべての情報が魔王領という浄じよう水すい場じようで濾ろ過かされてから世界じゅうに流れだすというシステムをつくってしまったのである。

　すべての情報が、魔王領へ集まる。

　政治、経けい済ざいで圧あつ倒とう的てきな優ゆう位いをえられることをこれは意味する。どんな事じ件けん、どんな陰いん謀ぼうでも、その兆ちよう候こうをいち早くつかむことができるからだ。

　ランバルトとの戦争がはじまった原因のひとつはここにもある。

　気持ちはわからないでもない。ランバルト王おう家けが地じ道みちに封ほう建けん時代の戦争をやっていたところに、いきなりその内ない容ようをどばどば世界中へたれながす連中が出しゆつ現げんし、その連中がすむ国の政府はいろいろと先手を打ってくるようになったのである。あわててでっちあげた国営報道機関でも対たい抗こうできないとなれば、ちくしょー、田舎いなか者ものだとおもってバカにしやがってぇ、やってやるぅ、となって当然であった。

　マジック・ニューズ・ネットワーク──ＭＮＮはその魔ま王おう領りよう系けいマスコミの中でも最強の存在だった。彼らは魔ま族ぞく嫌ぎらいが多い国でも取材ができるよう、魔王領出身ではない人ひと族ぞくを大量に雇やとっていたし、円えん滑かつな取材がつづけられるように中立な報道を心がけていた。そのおかげか、最近では各国王家、政府ともに取材を受け入れざるをえない存在になりおおせている。

　マリウクスに駐ちゆう留りゆうするランバルト軍がＭＮＮ取材班の前でことさらにきびしい訓くん練れんをしてみせた理由はそういうことである。

　ＭＮＮが伝えてしまえば、それは事実になるからだ。

　マリウクス城の現げん状じようは、必ずしもＭＮＮの伝えたとおりではない。

　第二次セントール会戦の損そん害がいはあまりにも大きかったし、将しよう兵へいとも疲つかれ果てていた。

　シレイラちゃんが的てき確かくにつかんでいたように、攻こう勢せいにでられる状じよう態たいでは絶ぜつ対たいになかった。

　その事実に気づかれないため、大おお嘘うその訓練をおこない、インタビューを受けてもみせたのである。



「ムッ」

　突とつ然ぜん、グラッサーがガルーンをとめた。彼の視し線せんは兵へい舎しやに出入りしている兵士たちにむけられている。

　彼らの姿すがたがこのリラックスした要よう塞さいから浮うきあがっているように感じられたのだ。

　新着の補ほ給きゆう部ぶ隊たいなのか、とおもった。

　マリウクスは孤こ立りつしても二年は戦えるだけの武ぶ器き食しよく料りようの準じゆん備びがある。ただし食料の準備は守備兵一万名を想定したものだ。

　であるから、増ぞう援えん部隊の投入と同時に、連日のように補給隊が馬車を連ねて到とう着ちやくしていた。ランバルト本国から直ちよく接せつにではない。物ぶつ資しは街かい道どう脇わきに設もうけられたいくつもの物資集しゆう積せき所じよに集められ、配はい属ぞくされた補給隊が、

　本国スタート─集積所─集積所─集積所─集積所……集積所─集積所─マリウクスゴール

　とリレーすることで、まさにバトンのように渡わたされながらマリウクスへ送りこまれる。

　だから、ゴールであるマリウクスにあらわれる補給部隊の顔ぶれはいつもおなじになる。グラッサーも隊長は直接見知っているし、何人かの兵には声をかけてやったことがあるほど彼らになれていた。

　しかし、いま目にしている兵士たちにはまったく見覚えがない。

　動作にも違い和わ感かんがあった。

　あまりにもきびしいのだ。

　態たい度どに隙すきがない。軍服の乱みだれもなかった。自分の部下にしてしまいたいほどよくできた兵士たちだということがたちどころにみてとれる。

「あれは、どこの部隊だ」グラッサーはたずねた。

「フッ」

　マークスが前まえ髪がみをかきあげながらすばやく応おうじた。この美形ナルあんちゃんも見かけだけの人ではない。どこの国の軍隊にいっても参さん謀ぼう長ちようがつとまるほど、軍隊や戦せん術じゆつには詳くわしいのである。あ、もちろん未み婚こん。いまのところ愛人三人。もちろん趣しゆ味みはノーマル。

「黒こく装そうの兵といえばわが軍にただひとつだけ……」

「んっ」グラッサーは大きな目をむきだした。

「王おう立りつ特とく務む遊ゆう撃げき隊たい……ゴローズの部隊かっ」

　吐はき捨すてるような声だった。ロイアル・スペシャル・イレギュラーズ──王立特務遊撃隊ＲＳＩは破は壊かい活動や暗殺を任にん務むとする特とく殊しゆ部ぶ隊たいだ。正せい規き軍ぐんの軍人であるグラッサーは、暗殺だの、破壊活動だのを得意にしている特殊部隊は好きになれないのである。

　同時に、彼はゴローズも嫌きらっていた。

　出しゆつ自じがさだかではないのに、あっというまに自分とおなじ男だん爵しやくになってしまったのがまず気にいらない。一度だけ会った時、じつにエラそうだったのも気にいらなかった。いやあの、あんたも充じゆう分ぶんエラそうですがな、という正せい論ろんはもちろんこの人には通じないのである。

　いま一番気にいらないのは、新規に到とう着ちやくした部隊であるというのに、自分に挨あい拶さつひとつないことだった。フェラールとカディウスがウルリスに戻もどったいま、要よう塞さい司し令れい官かんは鉄てつ壁ぺきというニックネームで知られるイーサン・ウランコール侯こう爵しやくだが、グラッサーだってそれなりに重きをなしている立場なのだ。

「おい貴き様さまっ」

　文もん句くのひとつもいうつもりでグラッサーは手て近ぢかな黒装の者を呼よびとめた。

「はいっ」

　ぱっと振ふり向き、気をつけ、の姿し勢せいをとったその姿すがたをみてグラッサーは息を呑のんだ。ボーイッシュなショートカットにしてはいるものの、美しい娘むすめだったからである。

　いや、ランバルト軍にも部隊によっては女がいる。指し揮き官かんをつとめているフェイ・マラックスのような例もある。だから、驚おどろくほどではないのだが……

　まさかゴローズの暗殺部隊（と、グラッサーは信じている）にいるとは想そう像ぞうもしなかったのだ。

「いや、うむ」

　グラッサーはあわててガルーンをおりた。女性に対するたしなみである。この人も傍ぼう若じやく無ぶ人じんにみえて、そういうところは貴き族ぞくらしくきちんとしている。ガルスとマークスも指揮官にならう。もちろんマークスは白い歯を透とう過か光こう処しよ理り（危険）できらきらさせ、前髪をかきあげていた。

「儂わしは……」

「はいっ、ヴィル・グラッサー男爵様ですね？　自分は王立特務遊撃隊副官、騎き士しマヤ・ウラムであります」

「……そうか」先手を打たれてか女性が相手だからか、グラッサーは目に見えて柔やわらかい態度になった。

「貴女あなたの指揮官はどこにおられる、ウラム殿どの」

「ゴローズ隊長はただいま、ウランコール閣かつ下かと面談中です」

「ここに、なにをしにきたのだ」

「自分は存ぞんじません」

「特務だからか」

「いえ、それすらも知ってはならないのです」

　マヤのきっぱりした返事にグラッサーは怒いかりをおぼえなかった。

　それどころか、感心した。

　ゴローズがよく部下をまとめているとわかったのだ。

「わかった。任にん務むに励はげみなさい」

　あ、なんか優やさしくなってる。

「はいっ、ありかどうごさいます」

　マヤはきびきびとまわれ右をし、部下の方へ去っていった。

「……しかし、驚おどろいたな」

　ガルスがつぶやいた。

「フッ、たしかに」

　マークスがつぶやき、本音をつけくわえた。

「ゴローズとやら、あの副官に手をだしているのかな……俺おれならば、絶ぜつ対たいに機会はのがさぬが」

　グラッサーが振り向き、恐こわい顔をした。彼は女性をあがめている男なのである。いまだに未婚なのは……何年も前に病やまいで早死にした婚こん約やく者しやに操みさおをたてているからだった。うーん、根はいい人なんだな、やっぱし。



　部下のもとにもどるマヤの耳にも、マークスのつぶやきは届とどいていた。

「……あの副官に……」

　瞬しゆん間かん、かあっ、と顔が熱くなる。

　つい今までとっていた軍人らしい気分がぱあっ、と蒸じよう発はつした。

　ほわほわほわわんと、アニメの妄もう想そうシーンのように意い識しきがジャンプする。



　思い浮うかべたのはロマンチックな夜。

　なんかどこだか知らないけれど、高級レストランとかそんな感じ。

　マヤが着ているのはちょっと露ろ出しゆつの多いドレス。そんな言葉があるのかどうか知らないが、勝負ドレスという感じ。

　テーブルを挟はさんだむかいにはゴローズが座すわっている。

　おいしいワインとともに食事が終わり、ゴローズが葉巻を一服したあとで立ち上がる。

　なれないワインに脚あしがもつれたマヤは、身を立て直す間もなくゴローズの腕うでのなかへ。

「あっ」

　とまどいつつゴローズをみあげるマヤ。

　ゴローズは優しくみおろしている。

「も、もうしわけありません、隊長」

「いいんだよ。それから……隊長とは呼よばないでくれ……マヤ」

「あ……はい……ゴローズ様」

　妄想、さらに拡かく大だい。ただのレストランではなく、高級ホテルのレストランにかわっている。

「あ……あの……」

「部へ屋やがとってあるんだ……マヤ」

「あ、あ……」

　声もなくうなずくマヤ。

　いつのまにか隣となりではフル編へん成せいの楽団がロマンチックな音楽なんかかなでちゃったりして。

「いやん、もうあん、きゃん、やだん、ばかーん」

　マヤ・ウラム、妄想力大だい爆ばく発はつでぴょんぴょん飛びはねた。

　他の部隊の兵士たちはあきれているが、特務遊撃隊の連中はなんか微笑ほほえましげにながめている。

　優ゆう秀しゆうな軍人であるマヤ・ウラム副官が同時に爆ばく発はつ妄もう想そう娘むすめであること、ゴローズ様好き好き好き、であることを知らぬ者はいないからである。

　それどころか、みんな、うまくいってくれるといいなー、とさえおもっているのだ。副官、なんなら隊長縛しばりあげてあなたのベッドに放りこんでおきましょうか、といいかねないぐらいのものであった。

　彼らにとってゴローズはそれほど素す晴ばらしい上官だったし、マヤ・ウラムも素晴らしい副官だからであった。

　だからこそ、正規軍からの蔑べつ視しをあびつつも戦えるのだ。ランバルト王国軍にとって醜みにくいアヒルの子にほかならない王立特務遊撃隊が大きな戦果をあげつづけてきた理由は、そこにあるのだった。
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　お医者さん兼けんカウンセラー兼メイドさんの日にち常じようは忙いそがしい。仕えている相手が横よこの物を縦たてにもしない面めん倒どうくさがりときてはなおさらだ。

　９月末日の朝。いつものように剛士に朝飯を食べさせ、身み支度じたくを整ととのえさせてから執しつ務む室しつへと送りだしたスフィアは総そう帥すい閣かつ下かの私室、つまりあの一八畳じよう間まにいた。これからが一仕事なのだ。

　放りだされたパジャマ、読みかけの本。スイッチが入ったままのジンビューワー。卓袱ちやぶ台だいの上は片かたづけられた朝食がある。目玉焼きがのっていた皿さらはきれいになっており、茶ちや碗わんには御ご飯はんの一ひと粒つぶも残っていない。ただ、味み噌そ汁しるのお椀わんのまわりにはいくつも跡あとがついている。剛士君、親おや御ごさんの躾しつけがよろしく出されたものはきれいに食べる習しゆう慣かんがついているのだが、汁物のお椀へ口をあてる点についてだけヘンな癖くせがついており、唇くちびるとお椀の隙すき間まから垂たれさせてしまうことが多いのである。

「もう……子こ供どもみたいに」

　しょーがないわね、とばかりに腕うでまくりしたエプロン姿すがたのスフィアは一息深く吸すいこむと片づけにうつる。まず卓袱台を片づけ、布ふ巾きんでふきあげ、畳たたむ。布団ふとんをあげ、押おし入いれに住んで貰もらっている風の精せい霊れいに湿しめらせないでね、とお願いした。続いてパジャマや下着なんかを手早く洗せん濯たくカゴに放りこむ。そのあいだ、鈴すずはちろちろと優やさしい音ねを響ひびかせ続けていた。

　ほぉっ、と息を吐はいた時にはすべてが終わっていた。

　いやもう実にお見事、まさに魔ま法ほう。朝の家事一いつ般ぱん全国大会があれば一位入賞確かく実じつ、それどころか彼女の名は永えい遠えんに語り継つがれ、その名を冠かんされた家か政せい学校や家政短大が設せつ立りつされ、中庭には銅どう像ぞうが建こん立りゆうされることであろう。

　きらりん、と光り輝かがやくばかりの状態へ復ふつ帰きした一八畳間をスフィアはみまわした。

「よし」

　満足げな微笑ほほえみが浮うかんだ。物の考え方が前時代的な野や郎ろうどもであればこの笑顔を一目みるためなら悪あく魔まと呼ばれたっていいやってぐらいの完かん璧ぺきな笑顔。剛士君がその場にいればまず間ま違ちがいなく鼻血その他を大量にまき散らして彼女の仕事を増ふやす結果になっただろう。

「急がなきゃ」

　時計を抱かかえたウサギのようにひとりごちたスフィアは洗濯物と食器を重ねたお盆ぼんへ手をのばそうとした。部へ屋やが済すんでもまだ仕事はある。執しつ務む室しつで青くなったり赤くなったりしている剛士の面めん倒どうをみなければならないのだ。

　ちりん、とひときわ大きく鈴すずが鳴ったのはその時だった。

「え？」

　ちりん、ちりりん。

　異い常じようだった。スフィアは硬こう直ちよくしたようになっているのに、鈴だけが鳴り続けている。

　もちろん、部屋の中に風など吹ふいてはいない。

　ちりりん、りりん、りりりりりりりりりり。

　最初は慎つつましげであった鈴の音は徐じよ々じよに勢いきおいがつき、まるで、古くさいダイアル電話が鳴り響ひびいているような音になった。

「もう……もうそのときだというの……」

　スフィア顔面蒼そう白はくとなって硬直しつづけている。

　りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり。

　鼓こ膜まくを破やぶるような音の大きさだ。スフィアは耳をおさえ、その場でうずくまった。

　しかし鈴の音はやまない。耳が痛いたむほどの音も防ふせげない。それは音でありながら音ではないのだ。

「お願い……」スフィアは懇こん願がんするようにつぶやいた。

「もうすこし、もうすこしだけいまのまま……あくっ」

　肢し体たいが電でん撃げきをうけたように跳はね、彼女は畳たたみに倒たおれふした。

　鈴はまだ鳴りやまない。

　スフィアは苦く痛つうのあえぎをもらしながら七しち転てん八ばつ倒とうしていたが、やがて……

「わかりました！　わかりました！」

　と、屈くつ服ぷくするように叫さけぶ。

　ちりん。

　鈴が鳴りやんだ。

　汗あせまみれになり、荒あらい息をついていたスフィアがようやく立ち上がったのは15分もしてからだった。

　身体がふらついている。

　哀かなしげなつぶやきが漏もれた。

「はじまり……これからが……取り戻もどすべきもののための……帰らない時のための……」

　ふたたび膝ひざが折れる。手を畳についてどうにか倒れることだけは避さけたが、立ち上がれない。

「ずっと、ずっとこのままでいたいと思っていたのに」

　涙なみだに濡ぬれた声だ。絶ぜつ望ぼうよりはるかに深いもの……さだめに縛しばりつけられた自分を思い知った声。

「……剛士様」

　スフィアはそのままの姿し勢せいで小さな嗚お咽えつをもらしはじめた。
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　ところかわってランバルト王都、ウルリスである。

　場所は王おう城じようの西にし尖せん塔とう、最上階の一室。〈孤こ影えいの間ま〉。

　暖だん炉ろが赤々と燃もえ、豪ごう華かな調ちよう度どが整ととのえられた広い部へ屋やだ。いかにも王族の住じゆう居きよにふさわしい。

　しかし、どこかに異い常じようさがある。

　よくよくみれば、窓まどにはがっちりと鉄てつ格ごう子しがはまっている。

　豪華な装そう飾しよくがほどこされたドアも、実は鉄てつ製せいで、一人で開けることができないほど重い。

　一種の牢ろう獄ごくなのだ。

　事実、〈孤影の間〉は、昔から理由のある貴き人じんを幽ゆう閉へいするために用いられてきた。

　いまのランバルトでこの部屋に押おしこめられるのは誰だれが最有力候こう補ほかといえば……いえ、ここからは御本人におまかせしましょう。



「誰か×助け×求め×るうっ」

　作者はよく知らないがなんか問題ありそうな歌声がひびいている。妙みようなコブシが利きいてはいるが音おん痴ちとはいいきれない。しかし、うまいわけでもけっしてない。

　唄うたっているのはもちろん、虜りよ囚しゆうの身となった魔ま王おう、田た中なか和かず夫おさんである。

　しかし、

「それが一番ラクだもーん」

　とランバルト側に要求してあつらえてもらったミン○ーモモ（いまならお子魔女って感じでしょうか）のプリント入りＴシャツにトランクスというファッションでＢＭＷの下から三番目あたりが買えそうな値ね段だんのテーブルにむかい、せっせと鉛えん筆ぴつを動かしながら次から次へとアレな歌を唄いつづける様子はじつに楽しげである。

　さっきまではもえあがれ×２、とか、今はいいもんねすべてを捨すてちゃったりしても、とか強きよう弁べんする人の歌を魂たましいいれて絶ぜつ唱しようしていたのだが、唄いながらとっている変身ポーズからして、どうも、ワンマン機械なしカラオケ大会は特とく撮さつ編へんに突とつ入にゆうしているらしい。

　お部へ屋やのなかはすでにカオスであった。

　豪ごう勢せいなテーブルにはケント紙っぽい紙が積つまれている。ペン入れはまだだが、なんかあやしいポーズをとった眼がん球きゆうと胸むねの巨きよ大だいな女の子の下書きが描かかれている。すぐ隣となりにノートやスケッチブックがおかれていた。ノートにはネームが記され、スケッチブックにはさまざまなポーズをとったちっちゃな女の子と変形メカがびっしりと描かれていた。

　まあ、なんつーか、幽ゆう閉へいされた魔ま王おう様というより、コ○ケ、でわからなければ有あり明あけビ○グサイトというイベント会場で年に二度開かれる参加者全員が内にこもったお祭りを二週間後に控ひかえたプロではないが気位の高い特とく殊しゆなコミックの作家という感じである。

　そうなのであった。じつは捕ほ虜りよにしたランバルト側も困こまっているのだ。

　本当なら、もうちょっと気弱になってくれるはずなのである。

　いかにいい扱あつかいとはいえ、自由とはほどとおい毎日。城内の庭を散歩するのも一日一度30分、掃はいて捨すてるほどの警けい備び兵へいつき、あとはまあお一人でどうぞ、と閉とじこめられてしまう。捕虜宣せん誓せいというものをおこない、自由に歩き回らせてやるかわりに逃にげるな、ああはいどうも、と書面で約やく束そくをかわす制せい度どもあることはあるのだが、まさか魔ま王おう陛へい下かに適てき用ようはできない。魔王軍が救出作戦を計画しているかもしれないし、だいたい、王様を囮おとりにしてまで（または、捕虜にされても）平気で戦いつづける国なんてランバルトの常じよう識しきをこえている。

　となれば当然ストレスがたまってくるはずで……お育ちの良い王族ともなれば病気になってもおかしくはない。戦せん略りやく的てきにはそれも取引材料になるから、別に悪いことではないのである。政せい治じや戦争ってのはどうにも残ざん酷こくなものです。

　しかし。

「うなるサイ○ン～ライトはま○るぅ」

　とまあ、やはり作者には古すぎてよくわからない歌、いえ実はＣＤではじめて耳にしました的な曲に移うつられた田中さんはいい調子なのである。

　もともとあんま外にでる習慣はないし。

　飯めしはうまいし。

　フェラール三世陛へい下かになにか御ご希き望ぼうは、たずねられたとき、どうせならロリロリで絵のうまいメイドさんを五人ばかり、といったらそのとおりにしてくれたし。

　紙と鉛えん筆ぴつと消しゴムとペンとインクとデッサン人形がほしいと頼たのんだらすぐにそろえてくれたし。

　そうなのであった。田中さん、オタク魔王にふさわしく、新たな目標にむけてだらだらと邁まい進しん中ちゆうなのであった。

　捕虜になった自分がけっこういい扱いをうけられるとわかった時同時に気づいたのは、じつにもう暇ひまでヒマでしかたがない、ということであった。読んだりしゃべったりだけなら、この世界の言葉は天あま抜ぬけ神じん社じやから飛ばされた直後から不自由しなかったのでランバルトの本でも読んで時間を潰つぶそうかとおもったが、アレな趣しゆ味みで鍛きたえあげられた部分的鋼こう鉄てつの戦士である田中さんの御お眼鏡めがねにかなう本なぞこの国にはありゃしない。

　かくして魔王陛下は五分ほど悩なやんだあとで聖せい断だんをくだされたのであった。魔王なのに聖断、という表現は矛む盾じゆんしているかもしれないが、御本人はそれぐらいの気持ちである。

　ないなら自分で作っちゃえ。

　そう、虜りよ囚しゆうの身となった魔王陛下は華はなやかな牢ろう獄ごくのなかで、天あま抜ぬけにいたころから一度はつくってみたかった同どう人じん誌し制せい作さくにいそしんでおられたのである。

　かわいそうなのは御希望で田中さんにかしずくロリロリのメイドさんたちであった。

　魔王とはいえ王族、おまけに戦場ではあの大だい奮ふん戦せん、英えい雄ゆう色を好むっていうからきっとスケベでエロくてＨで卑ひ猥わいな淫いん獣じゆうに違ちがいないわ、と日本ならば児ポ法にひっかかりそうなことについて覚かく悟ごしたりさせられたりしていたのだが、ぜんぜんそんなことはなかった。というか、現実は児ポ法つーか青少年有害社会環かん境きよう対たい策さく基き本ほん法ほう（案＝２００２年三月末現在。あーやだやだ）違い反はんのほうがマシじゃあ、と嘆なげきたくなるほどの悲ひ惨さんさだったのである。

「あのー、魔王様」

〈孤こ影えいの間ま〉の一部としてつくられている控ひかえの間からちいさなメイドさんが顔をだした。

　本来はふわふわの金きん髪ぱつに青い瞳ひとみがぱっちり、神も悪魔も微笑ほほえんでしまいそうなかわいい娘むすめさんなのであるが、いまは、目の下にクマをつくっている。お肌はだの水分が失うせているのは当然だ。要するに潜せん在ざい的てき露ろ出しゆつ狂きようのちょっとアタシいいでしょ系けい中ちゆう途と半はん端ぱにナイスバディ風ふうコスプレイヤー登場以前の同人誌即そく売ばい会女性参加者状態であった。

「はいはい」

　田中さんはそのあまりにいいかげんなファッションを恥はじる様子もなくたちあがり、メイドさんのさしだした紙を受けとった。アレな野や望ぼうを実現する機会が訪おとずれたことで高こう揚ようしている彼は、女の子の前でヒドイ格かつ好こうしていることも気にならないのであった。

　うーん、とむずかしい顔をしてながめる。

　紙には70年代から80年代にかけてのジャパニメーション黄おう金ごん期きキャラデザインの影えい響きようを隠かくすべくもない田中さんオリジナルキャラの模も写しやが描えがかれていた。世代の差だろう、昨さつ今こんのアレ系キャラよりは描びよう線せんが太く、全体的に丸いデザインである。

　田中さん、いつになくマジメな顔になるとふたたびテーブルにむかい、鉛えん筆ぴつをにぎって気になった部分にアタリをつけ、きびしく指し摘てきした。

「ジュラ、だめだなぁ。ほらここ、顎あごの線がおかしいよ。もうすこしさ、ふっくらした感じで。で、胸むねも小さすぎるよ。もっとぱふーん、と。なかに風船はいってるような」

　イラストの玲衣さん、お弟で子しさんへの教え方ってこんな感じでいいですかってお言葉である。

「わたしみたいな体たい格かくでこんなに胸が大きかったら歩くこともできないとおもいますけど」涙なみだを浮うかべたロリロリメイドさん、健けな気げな反はん撃げき！　かなわぬまでもせめて一ひと太た刀ち、という心しん境きようであろう。

　しかしそれは口にしてはならないリアルなのであった。

「却きやつ下か却下！」

　田中さん、声が裏うら返がえっている。

「これはね、夢ゆめ、誰だれも覚かく悟ごなしに傷きずつけてはいけない大事な夢なの！　君もそろそろわかってくれなくちゃいけない。うちの本の作家さんなんだからね。そうだ、ペンネーム決めた？　こないだいってたウツボカズラずどん子、なんてのはだめだよ。プロデビューしたときバカにされるから。あんまり画かく数すうが多い漢かん字じばかり並ならべたナルはいりまくりも頭悪そうだからパスね。そうだ、イーシャたちは？」

「みんな疲つかれて、居い眠ねむりしてますぅ……あの娘こたち、ヴ○ルキリーとスコ○プドッグにくわえて美形キャラまで三日ぶっつづけで描かされてるんですよぉ。あたしだってもう限げん界かいですぅ」こんなことさせるぐらいならいっそアタシの身体からだいじくりまわしながらデッサンとってよ、といいたい気分でジュラはこたえた。

「それにあの……こんなに急ぐ必要があるんでしょうか？」

「なにいってんの、もうすぐ10月だよ。12月まで時間がないんだから」

「前にお話しされていた夏と年末の怪あやしいお祭りですか？　でもそれは魔ま王おう様さまの故ふる郷さとの話で……」

「だめだめ、ジュラ」田中さん、かぶってもいないテンガロン・ハットを指先で押おし上げ、ちっちっちっ、と舌したを鳴らした。よくわからないが、先ほどまでの歌の方向性から想そう像ぞうするに、これも特とく撮さつネタらしい。

「魔王様も陛へい下かもだめ、お兄にいちゃんって呼よんでっていったよね？　魔王って呼ばれるのあんまり好きじゃないし、僕ぼくをへーかって呼んでいいのは一人だけ」

「あ、すいません。であの……お兄ちゃん」

「はいはい……できれば語ご尾びをのばしてね」にこにこと応おうじてしまう田中さん。リアちゃんに操みさおをたてているのかただの趣しゆ味みなのかよくわからない態度である。

　ジュラはおずおずとたずねた。

「ランバルトでこんな本つくってもしかたがないと……」

「大だい丈じよう夫ぶ！」田中さんは胸をそらせた。

「印刷してもらってこの国で売るから。エロ同どう人じん誌しなんかない国だから、きっと売れるよ。真ま似ねする奴やつもでてくるかもしれない。そうなれば……」

「そうなれば」こくり、と唾つばをのみこむジュラ。魔王本人から、ランバルト侵しん略りやく計画を教えられている気分になっている。

「……そのうち、ランバルトでも夏冬のお祭りが開ける。魔王領りようにいるころはどうしても忙いそがしすぎてねー。ま、絵の練習だけはしてたから、実家にいたころよりだいぶうまくなったんだけど」

　がっくりと肩かたをおとすジュラ。田中さんの野望とはこの世界で盛せい大だいに同人誌即そく売ばい会かいを開かい催さいすることだったのだ。

　なに考えてんのかしら、という段だん階かいはとうにとおりこしていたが、それでも口にせずにはいられない。

「あの……ランバルトと魔王領は戦争してるんです。でもってお兄ちゃんは捕ほ虜りよで……」

「あ、心配ない」

　田中さん、ますます自信満々で応おうじた。

「あとのことは小野寺君に任まかせてあるから。そりゃね、一人だけ心配な子がいるけど」

「前にはなしてくださった、リアちゃんですか」

「うん。まあ、小野寺君のことだから大だい丈じよう夫ぶだとおもうけどね」

　なぁーにが大丈夫なのかしら、ジュラは溜ため息いきをついた。

「せめて内ない容ようだけでも、なんとかなりませんかぁ？　ヴァル○リーとスコープド○グに乗りこんだ美び幼よう女じよがガチンコしつつ組んずほぐれつなんてムチャクチャすぎますぅ」

「だから、女の子むけの絵も練習させてあげてるじゃないか。みんな、だいぶうまくなってきたよ。才能あるんじゃない？」

　田中さんが属ぞく性せいではないヤでオでイな美形同士の肉にく弾だん戦せん同人誌を同時進行させているのはワケがある。先日、フェラール兄ちゃんがおみえになった時、田中さんの作品をしげしげとながめられたあと、

「男性がいませんね」

　と、のたまわれたからだった。フェラール兄ちゃん、ついでにこうもおっしゃった。

「あなたも王であるからには御ご存ぞん知じでしょうが……女じよ性せいの支し持じを得るのは大事ですよ」

　ぽろり、目から鱗うろこがグロス単位である。ベテランかつ実じつ績せきあり、な編集者の意見を耳にした、いまいち自信に欠ける新人作家のごとく深々とうなずいてしまった。田中さん、そっち系けいの知ち識しきは薄うすかったが、考えてみればそのとおりだ。うまくいけば彼が実現を企たくらんでいるランバルト版ばん……というかブラントラント版夏冬のナニな祭典に女性の参加もみこめるからである。

　ま、フェラール兄ちゃんのほうは自分の属性で話しただけなんですが。

「ありがとうごさいますぅ……でも、もう限界ですよぉ」

「大丈夫大丈夫、フェラールさんが追加のメイドさんを20人ばかりみつけてきてくれる、っていう話だから！　今度はね、デッサンの勉強をした人ばっかり。美形モデルの手配もしてくれるっていうし……いけるいける！」

「じゃあわたしたちは普ふ通つうのお仕事にぃ」

「なにいってんの。男性成人向けに全力を投入してもらうよ」

「そんなぁぁぁ」

「はははは、そんなにうれしい？　さ、頑がん張ばって！　同人制作は勢いきおいが一番！　だらけたら冬に間に合わないよ！　ほら、景けい気きづけに唄うたおう！　魔女っ子シリーズの歌か詞しカードもつくってあげたから。あ、そうだ、フェラールさんにたのんで楽がく団だんと合がつ唱しよう隊たいよんでもらおうか」

「ひぃぃぃぃ、お兄ちゃぁーん」

「それにしても僕ぼくって幸せだなぁ、魔王領じゃ魔女っ子付き魔王だし、ランバルトじゃロリロリメイドさんにかしずかれて同人制作だし！　最高最高！　人生充じゆう実じつしてるぞぉ！　ジ○ンはこれで10年戦える！」

「お願いです、おねがいですぅ、１時間だけ寝ねかせてくださぁーい！」

　……という次し第だいで、田中さんは今日きようもお元気なのであった。



　　　　６



　魔ま王おう城じよう内ないにはいろいろなものがうろついている。いやあの冒ぼう険けん者しやパーティをみつけると必ず襲おそいかかってくる化ばけ物とかじゃなくて（そりゃ許きよ可かなく誰だれかはいりこんだらあなたの家だってバット構かまえたお父さんとかお兄さんとか慌あわてて呼んだお巡まわりさんとかが駆かけつけるでしょうが）、城内に住んでるさまざまな種族の職員たちの家族とか、彼らのペットとかであった。

　特に後者はあちこちをちょろちょろと動き回り、こともあろうに総そう帥すい執しつ務む室しつにまではいりこんでくる。ドア開いていれば素す通どおり、しまっていればカリカリと開けるまでひっかくかふんふんとさびしげに鳴く。ランバルトでじつはいまのところ大助かりの決定がくだされたと剛士君が知るよしもない今日もおなじであった。

　いつのまにかはいりこんできた小さな影かげが部へ屋やをよこぎり、ぴょん、ととびあがった。とんがった顔に配置されたまんまるな目で剛士をみつめる。

　狐きつねにしかみえない。

「やあ」

　書類の量は激げき減げんしたとはいえ、今日も朝からお仕事であることには変わりない剛士は疲つかれていたが、邪じや慳けんには扱あつかわない。

　みかけではペットなんだか誰だれかの子こ供どもなんだか判はん断だんがつかないからだ。

　このあいだなんかてっきり子犬だとおもって抱だき上げて撫なでてたらヘルハウンドの子供だったし、きっと八や岐またの大蛇おろちの子供だとおもって（魔王領りようにはもちろん日につ系けいの魔族もいるのだ）ていねいに話しかけていたらタダの八頭ヘビだったりした。

　いまあがりこんできたのはどちらだろう。この世界についてまだまだ知ち識しきの足りない剛士にはよくわからなかった。みかけは狐のようだけれど。

　しかしよくわからない。この世界について、彼はまだまだ知らないことが多いのだ。

　たぶん狐、とおもわれるその生き物は書類が山積みになった机つくえの上をみまわし、さあいまから目を通そうか、と剛士が考えていた書類の上でマフラーのように丸くなった。

「いや、あの」

　これじゃ狐じゃなくて猫ねこだよ、と剛士が手をのばしかけると、断だん固ことした、けん、という否ひ定ていの声。面めん倒どうくさくなったので手をのばし、ちょいちょいと頭を撫でてやったあとは放っておいた。ついでに書類もあきらめる。

　どのみち、読みたいわけではなかったのだ。

　部屋は彼と狐らしきものをのぞけば人ひと影かげがない。

　でもって、彼がなにをしていたかといえば。

「はぁ……」

　一人とおそらく一匹ぴきになった部屋に、溜ため息いきがひびいた。

　苦く境きようを切り抜ぬける方法についてあれこれ考えはしたものの、なにもおもいつけないのである。

　椅い子すに座すわったまま、力を抜く。

　顔から、緊きん張ちよう感かんが消え失うせた。

　そこにいるのは仕事の多さに眼めをまわしていた魔王領総帥ではなく、気が小さく、ちんちくりんの高校二年生だ。

　ふたたび溜息を吐つく。

　一いつ瞬しゆん、表情に険けわしさがやどり、またすぐにゆるんだ。

　喉のど奥おくから、うめきのような声が漏もれた。

「……どうして」

　気が抜けたとたん、悩なやみが吹ふき出していた。

　なんでこんなにも次から次へと問題がおこるのだろう。いや、もちろんわかってる。わかってますって。

　戦争しているからだ。

　じゃあ僕ぼくはなんで……いや、それもいい。もう約やく束そくしてしまった。誓ちかってしまったのだ。



　閣かつ下か、勝てますよね、必ず勝てますよね。みんな、これからも仲良く暮くらせますよね。



　死にかけたトロルの少年の言葉。

　彼の願いを忘わすれたわけではない。

　しかし……

　僕はなんでここにいるのだろう。

　突とつ然ぜん、おもってみないものが脳のう裏りに浮うかんだ。

　家だ。自分の部屋ではない。食堂兼けん用ようの居い間まである。

　お小こ遣づかいが限かぎられているため会社からまっすぐ帰ってきた父の観みるテレビニュースのオープニングテーマが聞こえる。

　階かい段だんからどたどたと響ひびくのは妹や弟たちの足音。

　そしてもうひとつ、台所から俎まな板いたを包ほう丁ちようが叩たたく音が。



　視し界かいが突とつ然ぜん曇くもった。

　剛士は袖そでであふれかけたものをぬぐった。

　赤あかん坊ぼうのように指の短い手が拳こぶしをかたちづくった。

　鈴すずの音ねが聞こえたような気がした。

　背せ筋すじがふるえ、手足がこわばった。

「あーっ、くそっ」

　剛士は頭を叩いた。いつものようにスフィアのことをおもってぼぉっとしたかった。夜のオカズになりそうな妄もう想そうをいくつも思い浮うかべたくてたまらなかった。

　しかし、浮かばない。

　突然浮かんだ居間の記き憶おくから逃のがれるためにも、と努力したが、代わりにおもいうかぶのはロクでもないことばかり。この戦争がどんどんとエライことになってゆく架か空くうの、しかしリアルな想そう像ぞうばかりだ。

　そこにはもちろん自分の姿すがたもある。周囲から……アーシュラやリアやクォルンなどからバカだアホだと責せめ立てられている姿だ。

　なぜか父母の姿もある。

　父は困こまったような微び笑しようを浮かべていた。

　母は涙なみだぐんでいた。

　弟や妹もべそをかいている。

　想像の中にはもちろんスフィアもいる。

　ただ、悲しげにみつめていた。

　──その表ひよう情じようが、もっとも彼を痛いためつけた。

「くっ」

　剛士は頭をかかえこんだ。

　丸くなりたかった。あぶぶぶ、と幼よう児じ退たい行こうをおこしたかった。

　ひとつの国を率ひきいて戦うことを受けいれていても、すべてに納なつ得とくができたわけではない。

　戦争が、怖こわくなっていた。

　というよりも、国を率いて戦うことに恐おそろしさをおぼえていたのだ。

　そんなのあたりまえじゃん、というレベルの話ではない。小野寺剛士は立場が違ちがう。

　たしかに彼は異い世せ界かいにいきなり放りこまれた日本の高校生で、という昔からよくいる人である。

　しかし伝説の剣けん士しとか、まあーなんかそんな感じで殺さつ戮りく大好きな人ではない。自分の身を守るためならば努力をおしまない、というほか、なんの取とり柄えもなかった17歳さいなのである。

　おまけにここブラントラントはＭ16突とつ撃げき銃じゆうぶんまわしてドガガガファッキュー！　ずこーん、ばかーん、とやっても死人がでない世界でもない。

　殴なぐれば怪け我がするし、斬きれば血もでる。打ち所が悪ければ死ぬ。

　地球や日本と同様、なろうとおもえば17歳で立りつ派ぱな人殺しになれる世界なのである。

　それでも、敵てきが『悪』であればまだましだったろう。

　しかしランバルトはそうではない。一人倒たおせばインフレーション、最後はとうとう絶ぜつ対たい悪あくの宇う宙ちゆう意い志しがずごごごごご、よくきたな若わか者ものょ、わはははははは、な感じではないのだ。

　ランバルトは人間の国、それも剛士にはものすごくわかりやすい──弱い奴やつは叩たたけ、強い奴とは仲よくして隙すきをうかがえ、というメンタリティをもった連中の国なのであった。

　それがなにを意味しているかというと……万ばん人にんに共通の善ぜんだの悪だのが存そん在ざいしないってことである。

　何なん枚まい皮をめくっても悪い奴、悪あく逆ぎやく非ひ道どうのなんとやら。

　そんなもの、ブラントラントにはいやしない。

　人ひと族ぞくであれ魔ま族ぞくであれ、どこまでもナマの存在なのだ。だいたい、この世界のあちこちにある市し場じよう（いちば、じゃないよ）で戦せん時じ国こく債さいをさばくためにまず勝利が必要だなんて、ファンタジーの戦争ではない。ヴァンパイアやらトロルやらがうろついている世界に金きん融ゆう取とり引ひきが存在し、機き能のうしているなんて異い常じようもいいところだ。

　そんな世界で戦争を『戦う』のではなく『指し導どう』しなければならない。

　自分の命令をうけたものたちが傷きずつき苦しみ倒たおれているあいだも冷静さを保たもち、計算しつづけ、戦果を拡かく大だいするためであれば、さらに誰かが死ぬことになる命令をだす。

　勝利の日まで、それをつづける。

　ただの高校二年生が。

　戦争が怖こわくなって当然であった。

　彼にそのことを気づかせたのは、悪あく夢むや天てん啓けいではなかった。実はアーシュラとセシエの伝えたキツイ真実でもない。官かん僚りようたちが山と持ちこんだ書類であった。それが、戦争がどれほど多くのものを使い尽つくしてゆくのか、知らぬ間に教えてくれたのである。

　生命もその例外ではない、という事実も。

　たとえば……剛士の手元には第二次セントール会戦に参加した第１６７ドワーフ槍そう兵へい中ちゆう隊たいの記録がある。

　編へん制せいされたのは会戦の半年前。彼がブラントラントに飛ばされてくる前のことだ。

　兵士の大部分は若者……いや、15歳から18歳までの少年だった。

　彼らは全員、故ふる郷さとをまもるために志願して入隊したのである。

　比ひ較かく的てき新しい部隊であるというのに、その結束は固かたかった。

　なぜならば、ただの志願兵ではなかったからである。

　彼らは全員、おなじ学校の学生たちだった。

　ノルフ郡の郡立ロメディア高等学校から祖そ国こくの危き機きにはせさんじた少年たちだったのである。

　中隊の定数は２５８名。

　第二次セントール会戦の直前、部隊には定数を満たすだけのドワーフたちがいた。

　しかしいま、第１６７ドワーフ槍兵中隊の書類には『戦せん闘とう不ふ能のう』と赤いハンコがおされている。

　中隊に所しよ属ぞくする兵士の数が、24名にすぎないからである。

　10人に１人も生き残れなかったのだ。

　中隊は、クォルンが率ひきいたあの本ほん営えい突とつ撃げきに参加し、あまりにも大きな犠ぎ牲せいを払はらったのである。

　この事実をどう受けとればよいのだろう。

　小野寺剛士はたしかに自分が生き残るため、あらゆる手段を用いてきた人ではある。

　いや、そのためならばいまだって同じことはできる。

　問題が、自分だけですむのならば。

　しかしいまは違ちがう。『あらゆる手段』を用いた場合、危険にさらされるのはそれぞれ夢ゆめや希望を抱いだいたあらゆるものたちなのだ。

　彼らはこれから、小野寺剛士の名でくだされた命令によって死地におもむき──田中さんではなく、彼の名を叫さけんで戦場に倒れるのだ。自分の夢や希望を果たすことなく。

　恐おそろしくならないほうがどうかしている。

　剛士は戦せん国ごく武ぶ将しようの家に生まれたわけではない。自分が他人の命を左右できるという現実に、耐たえられない重みを感じる、栄光あふれる日本中流家庭のお子さんなのである。

　ただの人殺しならばこれほど苦労せずに済すんだかもしれない。

　新聞の社会面を一週間みていればわかるように、どんな17歳にでもそれはなれる。

　ただおさえきれない獣けものの怒いかりがあればいい。

　人間であることをやめてしまえばいい。

　しかし、戦せん争そう指し導どう者しや、ことにまともな戦争指導者は大違いである。

　本当の才能……いや、才能だけではなく、残ざん酷こくなまでの覚かく悟ごが必要なのだ。

　どれだけ冷酷な命令をくだしていても、同時に、自分が他人に過酷なまでの影えい響きよう力りよくをおよぼしていることだけは忘わすれてはならないのである。忘れてしまえば、アドルフ・ヒトラーやヨセフ・スターリンとかわらない、本当の怪かい物ぶつになってしまう。

　もちろん剛士はヒトラーやスターリンにはなれない。なれるわけがない。あの素す晴ばらしい魔ま族ぞくたちにかこまれていて、残ざん虐ぎやくな指導者になんか、なれるはずがない。

　だとするならば、まともな戦争指導者になるほかないが──

　まともな戦争指導者とは、冷酷でありながら人間味にあふれ、決けつ断だん力りよくに満ちつつ優やさしさを忘れてはならないものだ。

　完全に矛む盾じゆんした存在なのだ！

　……小野寺剛士も自分が人殺しぐらいにはなれるだろうとおもっている。

　場合によっては、兵士にも。

　だが、他人の命を消費しつつ、まっとうな人間でありつづけなければならない、まともな戦争指導者になれと求めている現実だけはどうにもうけいれきれないのだった。

　とんっ、という足音がきこえた。

　いつのまにか彼の顔をのぞきこんでいた狐きつねらしきものがけん、と鳴いた。心配してくれているらしい。

「あ……いや、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　剛士はこたえ、ふたたび撫なでてやろうと手をのばした。

　鈴すずの音ね。

　狐らしきものは驚おどろいてふりかえり、しばらくみつめていたあと、さっと部へ屋やからでていった。

　そっと、湯気の立つマネフ茶のカップがおかれる。

「あ、ありがと」

　狼ろう狽ばいをかくすため、剛士は下を向いたままいった。

　スフィアはお盆ぼんを抱くように立っている。いつ部屋にはいってきたか、剛士にはわからなかった。彼が他ほかの連中を相手にしていた時は、邪魔にならないよう、別室でひかえていたはずである。

「よく、おわかりになりましたね」

　スフィアは感心していた。

「……なにが」

「いまの御お方かたです」

「あ……やっぱし狐じゃなくて」

「いえ、狐は狐です」

「はい？」剛士は目を丸くした。

「玉たま藻もの前まえ様さま……昔、剛士様の御国の宮きゆう廷ていに住まわれていたとか。今日きようは他の八本の尾おは隠かくしておられましたね。人に化けると、ものすごくお美しいですよ」

「あー」剛士はうなずいた。本で読んだことがある。ほおっと安あん堵どの溜ため息いきがもれた。九尾の狐をおっぱらっていたら、あとでどうなったかわからないところだった。いや、もしかして撫なでたのもまずかったのか？

　剛士はマネフ茶を口に運びながら玉藻が乗っかっていた書類へ手をのばした。

　すると、

「すこし、休まれてはいかがですか」

　スフィアが叱しかるようにいった。いや、心配してくれているのだ。

「いや……うん」

　どうこたえたものか迷まよいながら剛士はうつむいた。自分が抱かかえこんでいるものを、勝てそうにもない戦争についての恐きよう怖ふを、口にしてよいかどうかわからなかった。

　本当ならば甘あまえたい。

　なんもかんもイヤだよぉ、とスフィアにすがりつきたい。

　もちろんダメである。そんなことはできないのであった。

　スフィアも魔王領の一人、自分を総そう帥すいとあがめてくれる一人であるからだ。

　いざという時、小野寺剛士の名を叫んで倒れる一人なのだ。

　であるなら、どうやってこの苦く境きようを切り抜ぬけてよいのか見当もつかない、と口にできるはずがない。彼女の信しん頼らいを裏うら切ぎることになってしまう。

　それだけはいやだった。

　そんな剛士の様子をもの問いたげにみつめていたスフィアだが、いま自分がなにをいってもだめだと考えたらしい──背はい後ごを振り返ると扉とびらに向けて手て招まねきした。

　はずむような足音が響ひびいた。

　剛士は顔をあげた。

　スフィアの後ろに、小さな人ひと影かげが隠れている。

「剛士様」

　スフィアはいった。

「リアちゃんが、お願いがあるそうです」

「あ……なに」

　剛士はリアに話しかけた。

　しかし彼女はこたえず、スフィアの陰かげに隠かくれたままだ。

「あの……」

　剛士はなにもいえなくなった。

　言葉がでない。理由はいうまでもなかった。

　いかに田中さんの望みとはいえ、彼は、リアから愛する人を奪うばってしまい……結果として、彼女を騙だましもしたのだ。以前のように話すには、勇気以外のなにかが必要だった。戦場でならどうにか耐たえられた自分の悪あく行ぎようが、日を追うごとに心を責せめたてるのだ。いやまあもう一人、アーシュラとも田中さんがらみで難むずかしいところはあるのだが、戦場の本ほん営えいで大おお騒さわぎを済すませているぶん、まだ接せつしやすい。

　リアとは──

　どう考えてよいかわからなかった。なにもいえなかった。彼女を目にした瞬しゆん間かん、剛士の心しん臓ぞうに締しめつけられるような感覚が生じ、舌したがしびれている。

　リアもなにもいわない。

　しばらく、沈ちん黙もくが続いた。

　それが耐えがたいほどの苦く痛つうにおもわれたとき──

「さ、リアちゃん、剛士様におっしゃい」スフィアがうながした。

　その声に勇気づけられたように、ちょこんと68歳さいの美び幼よう女じよが顔をのぞかせた。

　小さな声でたずねる。

「ね、お兄ちゃん、ペット飼かってもいい？」

「ペット？」唐とう突とつな申し出に剛士の呪じゆ縛ばくが解とける。

　スフィアがこくりとした。

「どんなペットなの」

「とりさんなの」

「鳥」

　はあー、という表ひよう情じようになる。ま、なんつーか、うちのバァちゃんより年上の68歳でも女の子らしいなぁ、という感想である。

「うん、いいよ。でも、そんなことわざわざ尋きかなくても」

　リアはぷうっと、ふくれた。下を向く。

　スフィアが眉まゆを寄よせ、首を横に振ふる。

「いいや、あの、ごめん」

　幼女に頭をさげる剛士。素すの反はん応のうである。いつのまにか、精せい霊れいさんたちが周囲に集まりはじめていた。ほんの少しではあるが、彼の心から重苦しいものが消えたのだ。でなければ精霊さんたちは寄よってこない。

「いいの」顔をあげたリアはいった。

「一いつ緒しよにみてくれる？」

「うん、もちろん」

「良かった」

　ぱあっ、と明るくなるリア。彼女の周囲にも精霊さんたちが舞まいはじめた。

「じゃ、いこっ」

　ちっちゃな手がのばされた。剛士は握にぎり返す。スフィアに見送られ、二人は一緒に歩き始めた。

「どこにいるの」

「おそと」

「外って、逃にげちゃわない」

「大だい丈じよう夫ぶ。ボクがちっちゃいころからお家で飼ってたとりさんだから」

　いま以上にちっちゃいって、いったいいつごろの話でしょうかとおもいながら剛士はあとに続いた。



　つれていかれたのは練れん兵ぺい場じようである。

「鳥って、どこに」

　剛士はみまわした。ここは兵隊さんたちが訓くん練れんするための運動場みたいなもので、ともかくだだっぴろい。しかしそのどこにも鳥の姿すがたなどみえない。

「いま、呼よぶから」

　そう応ずるなり手をのばしたリアは、空にむけてさけんだ。

「おいで、ズゥ！」

　直後、ぐぉぉぉぉっ、と風を切る轟ごう音おんがひびいた。ジェット機の飛び去る音にそっくりだった。

「あ、あのリア」

「すぐ来るから」

　にこりとするリア。

　ふたたび轟音がひびきわたった。

　巨きよ大だいな影かげが練兵場を暗くする。

「え……」

　剛士は絶ぜつ句くした。

　影はあまりにも巨大だった。

　そして……

　鳥形だった。

　あんぐりと口が開いた。ここ数ページほど剛士君にまとわりついていたシリアスなノリが跡あと形かたもなく消え去った。

「リ、リア、あああの、とととりさんって」

　リアが空にむけて命ずる。

「おりておいで！　お兄にいちゃんにご挨あい拶さつするの！」

　次の瞬しゆん間かん、甲かん高だかい鳴き声が降ふり注そそいでくる。

『しぎゃあ、しぎゃあ』

　続いてぶわあっ、と風が舞まう。ヘリコプターのダウンウォッシュなどくらべものにならない強きよう烈れつさで埃ほこりをまいあげ、なにもみえなくなる。

　げほげほいいながら剛士は目をぬぐった。涙なみだでくもった視し界かいに、それまで存そん在ざいしなかったものが出現していた。

　たしかに、鳥だ。

　たしかに……

　全長50メートルある巨大怪かい鳥ちようであることをのぞけば。

「だぁぁぁぁーっ、な、ななななな」

　剛士はのけぞり、しりもちをついた。

「ひ、うわっ、とととと、とり、とりとり」

「うん、だから鳥だよ！　ズゥっていうの」

『しぎゃあ、ぐわっ』

　怪鳥は甲かん高だかく鳴き、なまぐさい息を暴ぼう風ふうのように吹ふきつけた。

「ひっ」

　剛士の股こ間かんにあるシワシワ袋ぶくろが中身に痛いたみを感じるほど縮ちぢみあがる。

「いやあの、りりりりリア、ここここれこれ」

「かわいーでしょう」リアはご満まん悦えつである。なんか、剛士のいいたいことが全然伝わっていない。

「いや、だからああのあの、ひぃっ」

「トデスカイ山さん脈みやくの大だい魔ま峰ほうクルにあるムル大神しん殿でんを守る巨大怪かい鳥ちようなの！」

「きょ、きょだいかいちょう」

「うん！　怪鳥中の怪鳥、すべての魔ま族ぞくの悪あく夢むですら及およばない死と破は壊かいの申もうし子！　ブラントラントの空で最強のモンスター！　プルトンやロック鳥でさえ青くなって逃にげだすくらいなんだから！」

「ロック鳥って、シンドバッドの話にでてくる……」

「なぁに、それ？」

　リアはぽかんとした。そりゃそうである。ロック鳥はブラントラントでは実じつ在ざいの鳥なのだ。

「い、いや、いいんだけど」剛士はこたえた。それよりもいまはこのラ○ンやギ○オスですらとって喰くいそうな『とりさん』のことだ。



    

  
    
      「ともかく……す、凄すごいね。なんか、強そうだ」

「うん！」

『ぐわぎゃ』

　リアとズゥが同時にうなずいた。呼こ吸きゆうがぴったりだ。もしかしたら事前にネタ合わせをしていたのかもしれない。

「強い、強いんだよぉ」

　ズゥの頭を撫なでながらリアはいった。

「全ぜん長ちよう50魔法メートル、翼よく端たん長１２７魔法メートル。最高速力魔法マッハ。戦せん闘とう行動半径１６５００魔法キロ、固定武ぶ装そうは両目から放つ75口径（？）46魔法センチ（？？）ズゥ怪かい光こう線せん二門、口から放つズゥ音おん波ぱ砲ほう一門！　そのほか近きん接せつ技わざとして必殺ウィングカッターと両りよう脚あしのズゥ掴つかみ！　最大兵へい装そう搭とう載さい量りよう（？？？）は約62魔法トン、でもその場合、最高速力と航こう続ぞく距きよ離りは低下して……」

　説明しているうちにリアの瞳ひとみはアブナイ感じになっていた。田中さんの影えい響きようなのかもともとそうなのか、元気な美び幼よう女じよ（68）が架か空くうで戦記でシミュレーションな感じのデータを嬉うれしそうに語っているのを耳にすると、なにか根本で間ま違ちがっているという気がしてならない剛士君であった。

「いやあのさ、リア、あの」

　剛士は彼女を落ち着かせるためにもうひとつ気になったことをたずねた。

「その魔法メートルとか魔法トンとかってなに？　ブラントラントの単位って日本と……地球と同じだと思ったけど……」

「あ」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしたリアだったがこくんとうなずき、人目をはばかるかのように剛士をこっちこっちとページの隅すみに呼よんだ。ズゥもよたよたと歩き、ダンプ並なみの大きさがある頭を寄よせた。

「あのね、ボクもね……へーかに教えてもらったんだけど」

「うん」

『しぎゃ』

「……宇う宙ちゆうとか異い世せ界かいを舞ぶ台たいにした場合、普ふ通つうの単位の頭に“〝魔法とか”〟“〝宇宙”〟とかつけておくのは美しい伝でん統とうなんだって。それに……ごにょごにょ……単たん位い系けいの穴あなをみつけた設せつ定ていバカがさも人生最大の発見みたいに……」

「ああ、つまり気分の問題ね。大事なことだよ、それ」

『しぎゃぎゃ、んぎゃ』

　おもわず顔を見合わせてオタク小説家と実はオタクな担たん当とう編へん集しゆう者しやのように深くうなずきあう剛士とズゥ。どうも、友情が成立したらしい。二人と一羽わはすぐに練れん兵ぺい場じようへ戻もどった。

　どこかでカチンコが鳴り、アクション、と掛かけ声がかかった。

「……だからね、いいでしょ？」と、リア。にこっとしてつけくわえる。

「ほら、それに、魔ま女じよっ娘こにはマスコットがつきものなんでしょ？　ボクは悪魔っ娘だけど」

「いや、あははは、マスコットね、あはは、あは」かわききった笑いを剛士はもらした。いらんことを彼女に教育した田中さんが呪のろわしくなってくる。

「ほら、ズゥもお兄にいちゃんにお願いして！」

『しぎゃんぎゃが、ぐぎゃ』

「よろしくおねがいします、って」

「はは、んははは、あはは」

『んぎゃぎゃぎん』

「でね、おなか空すいたって」

「はは、あは……って、ななに食べるのかな」

「えーとね、ボクがおうちにいたころは牛を６頭食べてた」

『んぎゃむ』

「いまは一食ごとに12頭だって。もちろん、一日三食ね」

「あは、あはは、い、意外に小食だねぇ、はは、あはは」

「でしょぉ」

『ぎゃぎゃむ』

「でもさ」ようやく気分を落ち着けた剛士はたずねた。

「ズゥがいるだけで戦争に勝てそうな気がするなあ」

「だめだょお」リアは頭を横に振ふった。

「ズゥは優やさしいんだから。めったに怒おこらないの。でもって、怒ってない時はすんごくかわいいの」

「えーと、その場合、戦いには」

「うーん、怒らないと絶ぜつ対たいに戦わない」

「あー、で、どんな時に怒るのかな」

「知らない」

「つまりえーと」

「……かわいいの」

　そのなんですな、怒ったらブラントラント最強だけれども、おそらく生まれてこのかた怒ったことのないただのでかい鳥だというわけだ。要するに、戦争にはなーんの役も立たない、一日あたり牛36頭食べる気の優やさしい巨きよ大だい怪かい鳥ちようを飼かわなければならない、とそういうことらしい。

「だめなの、お兄にいちゃん？」

　リアはたずねた。心配そうな顔だ。

「ん……い、いや、そんなことないよ。いい、いいよ」

「やったぁ！　ズゥ、お兄ちゃんがいいって！」

『ぐるぅ、しぎゃ』

「ズゥがありがとう、だって！　それから、お兄ちゃんのことも好き、って」

「ああ……はは、よかったよかった……はは、あは、あはははは」

　剛士はもう汲くみ取り式トイレの焼やけ跡あとであった。

　そんな剛士の様子をみてにぱっ、としたリアはいった。

「ちょっと、ズゥと遊んでくるね」

　ぴょん、５メートル以上もとびあがり、ズゥの首にまたがる。

「ああ……気をつけてね、ズゥも」

「うん」

『しぎゃ』

　と、ハモってこたえる一人と一羽。

　ズゥが翼つばさをひろげた。

　剛士は手を振った。吹ふっ飛ばされないよう、後ずさりする。

「お兄ちゃーん」リアが呼よんだ。

「なに」

「……こないだのこと、ごめんね。ボク、もう大だい丈じよう夫ぶだから……いけっ、ズゥ！」

　わっさわっさと翼をふりながらズゥが練兵場をかけた。あっというまに風にのり、天高く飛ひ翔しようしてゆく。

　学生服が白くみえるほど埃ほこりまみれになりながら剛士はリアの言葉を噛かみしめていた。

　こないだのこと、とはセントールの戦場で、剛士のことを嫌きらいだといったことだろう。

　なんのことはない、彼女は剛士を励はげましてくれたのだ。

　自分だって、泣き暮くらしたいほど悲しいだろうに。

　いや、泣くのかもしれない。泣いているのかもしれない。空の上であれば、ズゥのほか誰だれにも泣いているところを見られないですむ。きっとそうなのだ。



　まったく、魔族といういきものは。



　剛士は奥おく歯ばをかみしめた。

　リアもあの玉たま藻もも、そしてスフィアも……こんなにも優しさにみちた連中がほかにいるだろうか。これまで生きてきたなかで、家族をのぞいて、僕ぼくのような人間をこれほどまで気づかってくれた誰かがいただろうか。

　リアは田中さんが大好きだった。だから悲しんでいる。なのに自分にも優しくなろうとしてくれている。

　しかし……



　同時に彼女は、戦場で何人ものランバルト兵を殺さつ戮りくした一いつ騎き当とう千せんの魔族、サタニアンでもあるのだ。



　そして僕は、彼らを戦いにおもむかせなければならない。



　魔ま王おう領りよう総そう帥すいとして。



　考えているうちにわけがわからなくなった。

　たしかに人殺しは悪いことだ。なぜ悪いかよくわからないが、いいことではないはずだ。

　だがリアはそれを田中さんのためにやった。

　田中さんを助けるため、あるいは、一いつ緒しよに死ぬために。

　そして、リアのように、大事な誰かのために人殺しに手を染そめる魔族や人族がいなければ、魔王領は滅ほろびてしまう。

　戦争をしているからだ。

（スフィアは）

　剛士は当然のようにそのことを考えた。

（スフィアは、どうなのだろう）

　もしかしたら……リアと同じなのかもしれない。

　なにものにもくらべようがないほど優しいと同時に、敵てきには容よう赦しやがないのかもしれない。まるで僕におもってもみない機会を与あたえてくれ、同時にとんでもない重荷を背せ負おわせてくれたこの世界ブラントラントのように。

　もし、彼女にとっての田中さんが僕なのだとしたら……

　とてもうれしい。

　同時に……



　たとえようもなく、おそろしい。



    

  
    
      
        ３　新たなる戦い？　王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズ出撃！
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　時はすでに10月初しよ旬じゆんである。秋晴れの魔ま王おう城じよう練れん兵ぺい場じようも冷たいトデスカイおろしの洗礼をあび始めていた。

「パイク構かまえーっ！　第18義ぎ勇ゆうマミー連れん隊たい、前へっ」

　気合のはいった号令が響ひびいた。

　同時に、先せん端たんに槍やりと鎌かまをあわせたような穂ほ先さきをそなえた重槍パイクが斜ななめ前に構えられ、ずらりと並ならんだミイラ男たちが第一歩をふみだした。とんでもなくカラフルな雰ふん囲い気きなのは、彼らの身を包む包帯が白黒赤黄抹まつ茶ちや色いろと、所しよ属ぞくする部ぶ隊たいごとに異ことなっているからだ。なんでミイラ男が……なんて文もん句くのある方もいらっしゃるかもしれないが、あんまし気にしてはいけない。ブラントラントのマミーはエジプトのミイラ男よりもよっぽどファッショナブルなのだ。

　ただし、足元がよたよたしている。いくら行進が得意じゃないから、といってもひどすぎる。

「あのさ」

　背はい後ごにスフィアを従したがえて感想を漏もらしたのは、練兵場の一角におかれた閲えつ兵ぺい台だいに立った小お野の寺でら剛ごう士しそのひとである。

「みんなきちんと御ご飯はんは食べてるよね？」

「閣かつ下かはそればかり」

　傍かたわらに立っていたアーシュラが溜ため息いきをついた。

　無理もない。兵隊さんたちを目にすると、彼がまずたずねるのがそれなのである。食事はとっているのか、その量はどうか、そして、寝ねているのか。寝ている時には寒かったり濡ぬれたりしていないか。ちゃんと自由時間は与あたえられているか。

　もちろんアーシュラもそれが重要な要素だとはわかっている。食べなければ力はでないし、気分の落ち着く場所で寝なければ疲ひ労ろうはとれない。気分転てん換かんも大事だ。つまり、軍隊の戦力をつくりあげる補ほ給きゆうと休養についての質問なのである。

　しかし、

（これでなかなか……）

　わかってるのね、とうなずけない気分が彼女にはある。剛士がそんな意味でたずねているのではないことを知っているからである。総そう帥すいにふさわしい軍事的な判はん断だんからではなく、軍隊で辛つらい訓くん練れんを受けている連中にできるだけのことはしてやりたい、というなまの感情から発せられた言葉なのだった。自分が苛いじめられっ子だったこともあり、剛士は誰かを苦労させることについて、異い常じようなほどに敏びん感かんなところがある。

「閣下、マミーというのは、ああした歩き方です」苦笑いを浮かべたクォルンが間あいだをとりもった。

「足元が定まらないようにみえるからといって、ゴブリンやトロール兵に劣おとるとはいえません」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶなんだ」剛士はうれしそうな声をもらした。

「まだ、わかりません」

　間まの抜ぬけた声でとぼけたことをいいやがって、といいたげにアーシュラがにらむ。

「でもさ、ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん」

「すこし黙だまっていてください」

　おもわず言葉が荒あらくなる。いけない、と彼女はおもった。どうしてこの男が相手だと簡かん単たんに頭へ血が昇のぼってしまうのだろう。田中陛下の時は、そんなこと、一度もなかったのに。

「アーシュラ殿どの、言葉がすぎる」

　クォルンが叱しかるようになだめた。

「それにだ、閣下の申されることにも一理はある。連隊の編成からわずか15日ばかりでここまでできれば、たいしたものだ」

「いまは歩いているだけです、ゴブリン族ぞく長ちよう殿どの」

　公おおやけの場であるため、親しん戚せきのおじさんみたいなものであるクォルンにさえアーシュラはあらたまった口をきいた。とりつくしまもない、って感じである。彼女の生き真ま面じ目めさを知るクォルンは苦く笑しようでそれにこたえた。

「この先どうなるか……」ことさらに顔をそむけながらアーシュラはいった。

　剛士は口をはさまなかった。紅あかいサングラスのむこうにのぞいたアーシュラの瞳ひとみに、かすかな感かん情じようを読み取ったからだ。

　なにかを祈いのるような表ひよう情じようだった。

　剛士のボケた感想を叱りつつ、現げん実じつがそうであることを願っているのだ。

「れんたぁーい、止まれ！　突とつ撃げき隊たい形けいつくれぇ！」

　覆おおいかぶさるように新たな号令がひびく。ミイラ男たちの前進が停止し、パイクがさらに低く構えられる。

　そして、新たな号令。

「連隊、突撃チヤージ！」

　マミーたちが奇き怪かいな声をあげて駆かけだした。そのおそろしさは格かく別べつで、閲兵台に立つ剛士まで背筋が寒くなったほどだった。

　これなら大丈夫……

　彼がそう思いかけたその時。

　第一列目中央あたりを駆けていたマミーが突とつ然ぜん、つまずいた。

　隣となりにいたマミーが足をとられて転び、さらに別のマミーも転ぶ。

　後ろから駆けてきたマミーたちも足をとられ、ばたばたと転びはじめた。

　スフィアの唇くちびるがかすかにひきつった。

「あ」

　剛士がつぶやいた。

「ああ」

　クォルンがうめき声とともに頭をおさえた。

「あああ」

　アーシュラが頭をかかえる。

　もう手て遅おくれだ。連れん隊たい規き模ぼのズッコケは果てしもなく拡かく大だいしてゆく。将しよう棋ぎ倒だおしだ。転んだマミーに別のマミーがけつまずき、新たに転んだマミーが別のマミーをこけさせ……すべてがメチャクチャになってゆく。

「ええい……中止！　中止！　訓くん練れんを中止せよ！」

　青あお筋すじを立てたアーシュラが怒ど鳴なった。

　命令はただちに伝達される。ところがすぐには行きとどかない。訓練とはいえ、ひとたび下された突とつ撃げき命令を取り消すのは不ふ可か能のうに近い。一度はじめてしまった小さいほうと同じで、やめなさいといわれてもやめられない。

「訓練中止！　突撃やめぇ！」

　ばたどたばたたた

「こらぁ、とまらんかぁぁ」

　どしゃばたどしゃばた

「やめろやめろやめろぉぉぉ！」

　どしゃばたどしゃばたどしゃ

　と、指し揮き官かんの制せい止しする声を無む視しして転び続けた。どうにか落ち着いた時にはすでに手て遅おくれ、第18義ぎ勇ゆうマミー連隊の大半は包帯でカラフルに彩いろどられた山をつくりあげていた。

「どうですか？　おわかりになりましたか？」

　30分後、スライム衛生兵メデイツクたちがぷにぷにふにゅふにゅと負ふ傷しよう者しやを運びだしている練兵場を指さしてアーシュラがたずねた。なんとか落ち着こうとしているが、唇の端はしがひくついている。

「これでは、使い物になりません」

「ああ……えと……」

　剛士はもごもごといいかける。

「問題だな、たしかに」

　彼の言葉をさえぎったのは珍めずらしくもクォルンだった。イノシシ顔に、深い憂ゆう慮りよの色が浮うかんでいた。

「集しゆう団だん行こう動どうにいくらかは慣なれているはずのマミーがこれでは、他ほかの、新たに編成した部隊は」

「第21イミール剣けん兵ぺい大だい隊たい、第33突とつ撃げきオーガ大隊、第27ノーム工兵大隊……」

　アーシュラが第二次セントール会戦後に予よ算さん操そう作さのマジックで新しん設せつされた部隊を並ならべたてた。

「だめです。使えません。先日も申しあげたとおり、どれもこれも最短で半年の訓練は必要です。いくらか使えそうなのは第５特とく殊しゆオーク戦隊、それに第１義勇人族猟兵フオルクス・イエーガー連れん隊たいだけです」

　彼女はそこまで口にして、剛士の態度に気づいた。

「閣かつ下か」

「あ……うん」

「おわかりですか？」

「いや、あの、うん」

　剛士はそう応おうずるのがやっとだ。表情は、青ざめている。

　それほど衝しよう撃げきが大きかったのだ。

　新設された部隊について、彼はそれなりの期待を抱いだいていたからである。持もち駒ごまが貧ひん弱じやくな総そう帥すい閣下としては当然といえるだろう。

　が、やはりムシが良すぎた。

　これほどひどいとはおもってもみなかった。

　魔族だからもともと強いんだし、なんとかなるんじゃないかと考えていたのだが、現げん実じつは甘あまいどころではなかった。

　それがじつは希望的観かん測そくもいいところ、窓から飛びこんできた宇う宙ちゆう人じんの美少女（女め神がみ様さま、魔女っ娘こ、血の繋つながらない妹、年上の従姉いとこ、男のはずなんだけどどう見ても女としかおもえない友人、都合のよすぎるメ○ドロボ等々なんでも可か）がいきなり好きっ、なんて抱だきついてきちゃったりして、さあはじまるぞうれし恥はずかしアレな生活、なんてあはは、な妄もう想そうと同じレベルだという現実に気づいていなかったのである。いやま、その辺をツッこむと、異い世せ界かいに飛ばされていきなり魔ま族ぞくの総そう帥すいってのもどうだろうか諸しよ君くん！　我われ々われはこの欺ぎ瞞まんを許ゆるしていてはいけなぁーい！……という危き険けんもあって、本当は気づきたくなかったわけですが。

　というわけで、マミーたちがみせてくれた連れん隊たい規き模ぼのズッコケは彼に否いや応おうなしに現げん実じつをみせつけてくれたのであった。ファンタジーな世界でもどうにもならんものはならん、という現実を、である。

　いい薬ね、アーシュラは意地悪くおもった。ならば、薬が効きいているうちに進言すべきことはしてしまわないと。

「以前にもうし上げたとおり、しばらくは戦せん略りやく守しゆ勢せいをとり──」

　彼女がそこまで口にしたところで閲えつ兵ぺい台だいに影かげがさした。見上げるまでもなく、わさわさと上から風が吹ふきつけ、すとん、とウィングドラゴンが着地した。

「ラッシュバーン殿どの？　訓練飛行中では？」クォルンが眉まゆを寄よせる。

「それどころではないのだ──閣下に御ご報ほう告こくすべきことがある」ラッシュバーンはちらりと練れん兵ぺい場じようの惨さん状じようをながめたが、冗じよう談だんひとつ口にするでもなく剛士へかがみこみ、なにごとか耳打ちした。

「えっ」

　剛士はウィングドラゴンをみあげた。ラッシュバーンが肩かたをすくめた。

「残念ですが、事実です」

　剛士の視し線せんは練兵場と周囲の者たちのあいだをさまよった。悪い知らせを伝えるには度ど胸きようがいる。

　しかし、黙だまっているわけにもいかない。剛士はみんなへ手て短みじかに伝えた。

　アーシュラが息をのみ、クォルンがうめいた。

　スフィアの顔から、一いつ切さいの表情が消えた。

　ラッシュバーンがいった。

「ともかく、中央作戦指揮セントラル・コマンドセンターで情じよう報ほうを分ぶん析せきされるべきだとおもいます、閣下」
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　兵士たちは攻こう撃げき命令を待っていた。

　彼らが潜ひそんでいたのは、中央を街かい道どうがくねりながら抜ぬけているセントール西部の小さな森だった。

　森を抜ける道の名はセントール街道。古代、なにものかによって建けん設せつされたゴルソン大陸西部を貫つらぬく大街道である。平和が保たもたれていた時代、ランバルトと魔ま王おう領りようの通商路として栄えた道だ。平野では道みち幅はばが30メートルにも達する。まさに中原セントールを貫つらぬくのにふさわしい規き模ぼである。近年になって、ランバルト側はこの道にアディスン街道という独どく自じの名前をつけた。

　だが、木々に邪じや魔まされるためか、あるいは精せい霊れいたちの棲すみ処かを必要以上にあらさないためか、森のなかでは５メートルほどの幅しかない。

　それが兵士たちを優ゆう位いに立たせていた。

　幅の狭せまい道では、どれほど大軍であっても、全力では戦えないのだ。

　兵力を展てん開かいするひろがりがないからである。

「隊長、あれを」

　森の端はしに伏ふせ、望遠鏡を構かまえて街道を探さぐっていた野や戦せん服ふくの上に革かわ鎧よろいを着た女じよ性せい……マヤ・ウラムが背はい後ごを振ふり返った。押おし殺した声である。

「ん」

　応おうじたのはゴローズ男だん爵しやくである。

　まったく物音をたてずに位置をかえると、射いるように鋭するどい視し線せんをマヤの教えたものへむけた。

　即そく座ざに目標をみつけだし、望遠鏡の焦しよう点てんをあわせた。

　トデスカイおろしを浴びながら、セントール街道を進む軍ぐん勢ぜいがあった。

　大軍と呼ぶほどではない。トロルや人ひと族ぞくその他もろもろをあわせて頭数は２００というところだ。むろん、魔王軍である。森にむけて進んでいた。20台ほどの馬車に、少数の護ご衛えいがつけられている。

「補ほ給きゆう隊たいだ」

　ゴローズはつぶやいた。

「やりますか」マヤの声は乾かわいていた。ゴローズの副官について２年目のマヤは上官の機き嫌げんを読むことになれている。

「もちろんだ」

　ゴローズはにやりとした。

「なにか、聞きたいことがありそうだな？」

「くだらないことです」マヤは恥はずかしそうにいった。

「魔ま物ものどもには」

「だめだ、騎き士しウラム」ゴローズがさえぎった。「魔ま族ぞくといえ。無意味な蔑べつ視しは、敵てきの能のう力りよくの過か小しよう評ひよう価かにつながる。過信は禁きん物もつなのだ、なにごとにつけてもね」

　ゴローズは魔王軍補給隊から視線を外していなかった。

「はい」マヤは下した唇くちびるを噛かんでいた。ゴローズの優やさしく諭さとす言葉は彼女にとってどんな罵ば声せいよりも辛つらかった。

「で、なんだ」

「……魔族にはあの、空飛ぶ絨毯フライング・カーペツトとかいうものがあるのに、なぜ、馬車など使うのでしょうか」

　ゴローズはうなずいた。初歩の質しつ問もんだが、マヤが知らないのも無理はないとおもった。ランバルトでは、魔法は魔ま導どう士したちだけの秘ひ術じゆつとして扱あつかわれ、基き礎そ原理すら門外不出とされている。

　しかしゴローズは魔術全ぜん般ぱんについてかなりの知ち識しきをもっている。個人的な必要があったからだった。公式には特とく殊しゆ部ぶ隊たい指し揮き官かんとして必要なため、ということにしてある。

「精せい霊れいの数と性せい格かくに関係がある。魔術の根本が精霊にあるというのは知っているな」ゴローズは教えた。

「ああいった魔術的な道具を使うためには、かなりの数の精霊と契けい約やくしなければならない。そして精霊と戦場のような気の乱みだれやすい場所で交わるには、かなりの素そ質しつが要求される」

「素質……魔力のですか」

　マヤの素す直なおな疑ぎ問もんにゴローズは失しつ笑しようをもらした。

「いや。気分だそうだよ、ランバルトではたしかに魔力と呼んでいるがね」

「気分」マヤは上官をにらんだ。バカにされたとおもったのだ。

　しかしゴローズにそんなつもりはなかった。

「精霊はそれを信じるものの心に宿る。惹ひかれる、といってもいい。素質というのはそういうことさ。精霊を信じるか……あるいは精霊が信じたい誰か。その気分こそが精霊たちにとって唯ゆい一いつの栄養なのだ。さらにさかのぼるなら、個々人の心こそが原動力ということだ。だから、同じ絨毯を用いても、人によって性能がかわってしまう。魔族にすらめったにいないが、精霊たちが信じたい誰かであり、彼か彼女が本当になにかを望んでいるなら、彼らは新たな世界さえつくりあげるだろうといわれている。魔王など、その最有力候こう補ほだな。いや、魔王にしても、いつでもつきあってもらえるというわけではない。精霊たちはまさに気分屋だ」

「では、我わが国や魔族の魔導士たちはどうやって」

「魔法には二種類ある。わたしは嫌きらいな呼び方だが、白魔法ホワイトと黒魔法ブラツクのふたつだ。ランバルトの場合」ゴローズは自分の国を名前で呼んだ。

「魔導士たちは白魔法ホワイト系けいだ。魂たましいをすりへらして精霊を呼びつけ、神の名の下に命令をくだし、魔術を用いる。いうなれば人にあらざるものを悪とみなす思想や宗しゆう教きようの産物なのだ、白魔法ホワイトは。支し配はいするのだから強力な力を導みちびけはするが、体力を消しよう耗もうするため、長時間はもたない。魔導士たちがほとんど男である理由もそこにある。筋きん骨こつたくましくなければ、身が保もたない」

「では、魔族は……」

「黒魔法ブラツクだけだよ、騎士ウラム。魔王領に住む人族も同じだ。彼らの魔導士たちは精霊たちに強きよう制せいはしない。なぜなら……」

「自分たちも同じだから？」

「そうだ。彼らはあくまでも同じ仲間として頼みこむ。そのうえで神の名をとなえる。神が実じつ在ざいするかどうか知らないがね。だからこそ、普ふ通つう、黒魔法ブラツクは白魔法ホワイトよりも弱い。そのかわり体力の消耗は数度の詠えい唱しようで立っていられなくなる白魔法ホワイトほど急きゆう激げきではないし、精霊たちが気にいったものが頼めば──最強の魔導士が誕たん生じようする。ランバルトの月つき並なみな童どう話わでもそうなっているだろう？　勇ゆう敢かんな剣けん士しとその親友の白魔導士は並なみの黒魔導士を剣と魔法で簡かん単たんに倒たおせる。しかし、最後の魔王は愛と勇気で倒すのだ。魔法では勝てないから。筋すじがとおっているではないか」

「はい。しかし、そうであるならば、我が国でも少数用いられているマジック・アイテム……たとえばスピリット・ビューワーなどは、黒魔法ブラツクを知らない普ふ通つう人じんが用いても効こう果かがないのでは」

　ゴローズはますます機嫌が良くなった。

「どうかな。誰にでも精霊を招まねく力はあるのだ。現実的にみえて、じつはロマンチックな者であれば、使えるはずだよ。少なくとも最さい低てい限げんの性能ではね……まあ、戦場では無理だろうが。それに、戦場での魔法には限げん界かいが多い。相手にも魔導士がいれば、精霊の動きを読まれるし、妨ぼう害がいもされる。遠えん距きよ離りの戦場通信ができるはずなのに誰もしないのは、そういうことだ」

「ですが……」

「今日きようはずいぶん質問が多いな」

「それが私の性せい格かくなので」頬ほおを染そめながらマヤは顔をうつむけた。爆ばく発はつ妄もう想そう娘むすめなだけあって、好こう奇き心しんは旺おう盛せいなのだ。

　それに、ゴローズと二人きりではなしているのがうれしくてたまらない。

　ゴローズは微笑ほほえみをうかべたが、マヤの希望は満たしてくれなかった。

「済すまない、マヤ。楽しい会話はあとにしなければならないようだ」

　声に、さきほどまでの余よ裕ゆうはない。顔に、異い様ようなほどの緊きん張ちよう感かんが満ちていた。

　魔ま王おう軍ぐん補ほ給きゆう隊たいとの距離が詰つまってきたのだ。

「隊長」うなずいたマヤの声も険けわしくなっている。ゴローズ様好き好きの爆発妄想娘は消え去り、戦いなれた騎き士しの顔になっていた。

　ゴローズは早口で命令をくだした。

「戦せん闘とう準じゆん備び。しっかりと頭を下げ、可能な限かぎり殺気を抑おさえろ。あまり張はり切りすぎると奴やつらに気け取どられる」

　伝令が森の中を駆かけ、命令を伝えた。あらかじめ襲しゆう撃げきに最さい適てきとおもわれる場所に布ふ陣じんしていた兵士たちは薄うす汚よごれ、傷きずだらけの手で剣けんを抜ぬき、弓ゆみをつがえた。

　部隊と合流し、部下たちが戦闘態たい勢せいを整ととのえたことを確かく認にんした隊長は無言のまま大木の陰かげに身を隠かくした。兵士たちのあいだに緊張が満ちる。

　魔王軍の隊列は彼らに気づくことなく進み、森へ進入した。軍ぐん靴かが路面を踏ふみしめ、鎧よろいと武ぶ具ぐのこすれあう耳みみ障ざわりな騒そう音おんが通りすぎてゆく。

　緊張に満ちた時間がのろのろと経けい過かしてゆく。

　兵士たちは深い呼こ吸きゆうで殺気をおさえながら命令を待った。陽ひに焼け、髭ひげと垢あかでおおわれた男たちの額ひたいや頬ほおに脂あぶら汗あせがにじみ、ゆっくりと滴したたり落ちてゆく……。

　補給隊は森に隠かくれたランバルト軍に気づかぬまま、その前をとおりすぎてゆく。やがて、隊列の中央あたりがゴローズの正面にさしかかったその瞬しゆん間かん、ゴローズは鋭するどい声で命令を発した。

「かかれぇっ」

　引き絞しぼられた弓が鳴った。何本もの矢が敵てきへ襲おそいかかる。放物線を描えがき、魔族たちの頭上から雨のように降ふり注そそいだ。

「～＝＆＊＊！」

「｝｛─＜∧。１＃＃！！」

　補給隊から奇き怪かいな叫さけびがあがり、混こん乱らんが生じた。

　ゴローズはすかさず新たな命令をさけぶ。

「総そう員いん突とつ撃げきっ！　一人も逃のがすな！」

『オオオオッ』

　伏ふせていた兵士たちが一いつ斉せいに応おうずる。街かい道どうの両りよう脇わきから飛びだし、魔王軍を挟はさみこみ、食いちぎるように突つっこんでゆく。

　魔王軍は、一瞬のうちに大混乱へ陥おちいった。

　護ご衛えいにつけられていたケンタウロスが矢をあびて倒れ、脇わき腹ばらを切り裂さかれたトロル兵が鮮せん血けつを吹ふきあげる。

　抵てい抗こうらしい抵抗は、ない。

　普ふ通つうの状態──互たがいにむき合って戦っていたならば、こんなことはありえない。強きよう靭じんな肉体、特とく異いな能力をもっている魔族が、これほど手もなくやられてしまうはずがない。

　しかし彼らは不意を衝つかれていた。完全な奇き襲しゆうを受けたのだ。

　それも、ただの奇襲ではない。よく計画され、手て抜ぬかりなく実行にうつされた奇襲だった。

　ゴローズの兵士たちの動きには一いち分ぶの無む駄だもなかった。

　第一撃で補ほ給きゆう隊たいの前後を遮しや断だんし、そこで護衛についていたケンタウロスたちを倒すと、挟はさみこむように中央へ攻せめのぼった。敵を撃げき破はするのではなく──殲せん滅めつするための行動だった。

　補給隊も懸けん命めいに抵抗はしていた。生き残った兵が寄より集つどい、隊列の中央あたりで防ふせごうとした。

　ゴローズとマヤの加わった主力が出現したのはその瞬間だった。

　彼らは、中央へ集まろうと急ぐ魔族たちの横合いから襲いかかり、その大半を瞬またたく間に殺さつ戮りくした。



    

  
    
      「隊長！」返り血で革かわ鎧よろいを汚よごしたマヤが叫さけんだ。

「なんだ」鑓やりで立ち向かってきたトロルを切り伏せたゴローズは穏おだやかに応じた。

「上空を」

「ああ」ゴローズはちらりと空を見上げた。

　ペガサスが旋せん回かいしていた。部隊につけられた専用の空中騎兵エア・キヤバルリー。偵てい察さつと連れん絡らくにあたっている（といっても、その数は10騎ほどでしかないが）。

　ペガサスは８の字型の旋回をおこなっていた。新たな敵……それも、危き険けんな敵を発見したという合図だった。

　ゴローズが手をふりかえすと、空中騎兵は即そく座ざに轡くつわをかえし、マリウクスの方向へ飛び去った。

　いや、逃にげだしたのだ。あのあわてぶりからして、敵は間ま近ぢかに迫せまっている。

「会戦での損そん害がいも大きいはずなのに手て駒ごまが多いな、魔王軍は。さすが、ということか」

　ゴローズはいった。あと一歩で敵を皆みな殺ごろしにできるというのに、別べつ段だん悔くやしそうではない。どこまでもクールだ。

「つづけますか」マヤがたずねた。上官の落ち着きはらった態度に、最初からこうなるとわかっていたみたい、とおもった。

「冗じよう談だんはやめておけ。撤てつ退たいだ。馬車に火を放て」

「了りよう解かい」

　即そく座ざに退たい却きやくラッパが吹き鳴らされる。別々の瓶びんに小分けされた二種類の樹じゆ液えき──ヨウムとカルムの樹きからとれるこの液えき体たいは、混こん合ごうさせたとたん、燃もえ上がる──が馬車に放りこまれる。瓶が割われる音が連続して響ひびいたあと、すぐに炎ほのおがあがった。

「退ひけ！　急げ！」

　ゴローズは急せかした。のんびりしている時間はない。ペガサスがあれほどあわてたということは、彼らにとってもっともやっかいな敵だということだ。

　ウィングドラゴン。そうに違ちがいない。

　ゴローズたちが森へ逃げこむまで５分もかからなかった。当然だろう。たとえ５メートルの道みち幅はばとはいえ、上空から見える場所にいれば、今度は自分たちがウィングドラゴンの炎に焼かれることになる。

　彼らは森の奥おく深ふかくへと逃とう走そうした。



　馬車を焼やき尽つくしただけで炎はおさまったが、周囲には、まだまだ焦こげ臭くささが充じゆう満まんしていた。

　上空から降おり立ったウィングドラゴンがひくひくと鼻をうごめかせ、つぶやく。

「ひどいものだな、ふん……たいした人数ではなかったようだが」

「ラッシュバーン大たい佐さ」

　負ふ傷しよう兵へいの救きゆう護ごにあたっていた部下のウィングドラゴンが呼んだ。

「どうした、リウルス」

「生存者に確かく認にんしましたが……完全な奇き襲しゆうだったようです」

「みればわかるさ」ラッシュバーンは葉巻をよだれかけ型軍服の胸むねポケットからとりだし、端はしをかみ切ると、鼻から軽く吹いた自前の炎で火をつけた。

「この補給隊は、どこにむかうやつだったんだ」

　彼がそうたずねたのはおかしなことではない。訓練飛行中、たまたまあやしげなペガサスを発見し、追いかけてきたら襲撃の現げん場ばにでくわしたからだった。補給隊の兵たちが皆みな殺ごろしにされなかったのは、まったくの幸運だったのである。

「近くの、小さな砦とりでです」

　ラッシュバーンはうなずいた。魔王軍はセントール全ぜん域いきに小さな砦による警けい戒かいネットワークをつくりあげている。砦といっても名ばかりで、せいぜいのところ２００名、１個中隊を配置しただけのものだ。

「どうしますか」まだ若わかいリウルスはどう扱あつかってよいかわからぬ様子だった。

「その砦まで、生存者を運んでやろう。負ふ傷しよう者しやは大きな病院のある街まちまで、だ」

「そのあとは？　訓くん練れんをつづけますか」

「バカいえ」ラッシュバーンは不ふ機き嫌げんそのものに応じた。

「総そう帥すい閣かつ下かへお知らせするため、ワルキュラへ戻もどる。どうも悪い予感がしてならん」

　いや、予感なんてものじゃないな、と内心でラッシュバーンは打ち消した。

　これは確かく信しんだ。
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　中央作戦指揮セントラル・コマンドセンターは田中さん時代と内ない装そうに大差はない。あいかわらずジ○ンの国章も下がったままだ。

　第二次セントール会戦出撃前とくらべてもっとも目立つ違ちがいは、センターの中央に巨きよ大だいな水すい槽そうが据すえられていること、ヒュドラのレルネーの姿すがたがみえないことだろう。

　といっても、指し揮きセンターが本日休業なわけではない。戦いがあろうがあるまいが、日々膨ぼう大だいな情じよう報ほうが流れこみ、分ぶん析せきする必要のあるここは年中無休24時間営えい業ぎようである。

　今日きようは当直が……担たん当とう者しやが違うだけなのだ。

　水槽から派は手でな水音があがった。そのなかで、黒々した影かげがうごめいたのだ。

　影の正体は……不気味というか恐こわいというか、ものすごい見かけの怪かい魚ぎよである。レルネーと12時間交代で指揮センターを切り回している百ヒヤク頭トウのカピラ・バラモン大佐だった。

　彼のもとへも、すでに補給隊壊かい滅めつの知らせはリウルスによってつたえられている。レルネーと同様、一匹ぴきだけで大おお騒さわぎになっていた。

「読めんな、目的はなんだ」とカピラ（鰯いわし頭あたま）。

「関連しそうな情報を探さぐるのが先決じゃろう」とシロナガスクジラ頭。

「いまやってるぶ……よし、これだぶ」と河か馬ば頭が水を吹きあげ、大水槽脇でひかえていたピクシーの婦ふ人じん兵へいを呼よぶ。魔王軍では特とく殊しゆ吸きゆう血けつ鬼き戦せん隊たいなどの例外をのぞき、戦せん闘とう部ぶ隊たいに女じよ性せい兵士を配はい属ぞくしていないが、そのかわり後方の血まみれにならずにすむ部ぶ署しよでは大量に女性兵士を採さい用ようしていた。魔王軍婦人軍団ウイメンズ・マジツク・コー……略りやく称しようＷＭＣと呼ばれる組そ織しきがそれである。

「五日前の報ほう告こく７９５号、三日前の１６２号、それと昨日きのうの３０１号をそろえるぶ」

　小野寺剛士が皆みなとセンターへはいったのはピクシー婦人兵がひらひらと舞まいながら命じられた三つの報告書を手て際ぎわよく選びだしたあとだった。

「総帥閣下、入室されます！」バシリスクの警けい備び兵が声を張はり上げる。

「もう知ってるよね、カピラ？」さすがに剛士の声もきびしい。

「閣下！」カピラの頭のうち、情報の分析にむけられていなかった40個ほどが同時に呼びかける。

「関連しそうな情報はすでに選んであります」

「追加の情報はありませんか」

「せめて、敵てき部ぶ隊たいについてもうすこしはっきりしないと」

　剛士はおさえるように手をあげ、伝えた。

「ラッシュバーンにきいて。僕ぼくにもまだよくわかってないんだ」

　カピラとはすでに何度か顔をあわせているので、大騒ぎになっていても驚おどろきはしない。

　１００個の頭が同時にラッシュバーンへ向いた。

「リウルスに伝えさせたように、襲おそわれたのはセントールに展てん開かいした砦とりでを担たん当とうする補ほ給きゆう部隊だ」ラッシュバーンは教えた。

「発見したのは、偶ぐう然ぜんだった。訓練飛行中に、あやしげなランバルトのペガサスと遭そう遇ぐうし、そのあとを追ってみつけた」

「敵の規き模ぼは？」とラッコ頭あたま。

「少なかったはずだ。せいぜい１個中隊、２００名というところだろう。それより多ければあれほど素す早ばやく撤てつ退たいできないし、少なければ……補給隊がもう少し頑がん張ばれている」

「部隊の種類、装そう備びは」今度はアシカ頭。

「正せい確かくなところはわからない。生存者の報告によると、騎き兵へいはいなかった。ただ森に潜ひそみ、突然のように出現したらしい。小部隊だが、訓練がいいのはまちがいない。こちらは、玉ぎよく砕さい寸すん前ぜんだった」

　うーん、とカピラは考えこむ。１００個の頭がすべてマジメな顔を浮かべている。バラモン、なんて名乗っているだけあって、レルネーよりは芸風のマジメな頭がそろっているのだ。いやま、ついつい水槽のなかを泳いでいるおやつ……小魚やプランクトンをおっかけているのもいますが。

　剛士が総帥用の席に腰こし掛かけ、スフィアがその傍かたわらに立った時、カピラは敵についてのあたりをつけおえていた。ピクシーへさらにいくつかの報告書をそろえるように命じ、水槽のガラス越ごしにすばやく目をとおすと、剛士へ報告した。

「敵は五日前から活動を開始していたようですじゃ」リーダー格かく（？）のシロナガスクジラ頭がいった。

「五日前？」

「五日前に、敵ペガサスによる偵てい察さつ活動がやや活発になったと報告がありました」ざばぁ、と水面から頭をだしながらプレシオサウルス頭が伝える。

「それに、現在行動中の15の補給隊のうち、三つが目的地へ到とう着ちやくしてないぜ」とホオジロザメ頭。

「ランバルト王おう都ととマリウクス城じよう塞さいのあいだで、早馬の量がやや増ぞう加かして──」

　最後に伝えたのがどの頭なのか、剛士は気づかなかった。

　それどころではない気分になっていたのである。

　ここのところマトモに動くことのなかったあの危き険けんな高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが、ほんの一いつ瞬しゆんで運転を開始していた。自分でも驚おどろいてしまうほどの勢いきおいで頭に血がのぼっていた。

　原げん因いんは自分でもわかっている。

　ストレス。ストレスなのだ。

　誰だれかを死なせる命令をくだすことを僕ぼくに求めているなら──

　せめて、必要な情じよう報ほうはすべて教えてもらわなければ。

　でなければ、また失わなくてもいい命を失うことになってしまうじゃないか！

　彼が瞬しゆん時じにして暴あばれださなかった理由はひとつだけだ。

　かすかに生き残った理り性せいが、なぜ教えてくれなかったのか、と怒おこるべきかどうか迷まよわせていたのである。

　情報があって、なぜいまのいままで気づかなかったのか、不思議でならなかった。

　それだけ兆ちよう候こうがあれば、気づいていて当然だ。

　いや、すくなくとも、兆候の段だん階かいで僕に知らせてくれてもいいじゃないか。

　やはり、いっておくべきだろう。そう決めた時──鈴すずの音ねが彼をおしとどめた。

「剛士様……ペガサスの行動はいつものことですし、補給隊の到着がおくれることはよくあることです。早馬の量は……冬をむかえる準じゆん備びとも考えられます」

　耳をくすぐったスフィアの言葉は魔法より強力な効こう果かを発はつ揮きした。ゆがみかけていた剛士の顔が、しゅん、ともとに戻もどっていた。高速増殖炉が、彼女のひとことで緊きん急きゆう停てい止ししたのだ。

　剛士は理り解かいした。

　たしかにそのとおりだ。

　どれも、個別の情報としてはたいしたものではないのだ。

　いま剛士は、ラッシュバーンの知らせを耳にしたからこそ、そこに連れん関かんをみいだせる。

　いや、カピラにしたところで、ラッシュバーンの報告が教えているものを想そう像ぞうできたからこそ、三つの情報を選びだせたのだ。

　ウィングドラゴン指揮官が知らせてくれなければ、みすごしてしまったに違いない。いや、実際、いまのいままでみすごしていたのだ。そしてそれは彼の責せき任にんではない。ワンマン参さん謀ぼう本ほん部ぶとはいえ、万ばん能のうではない。

　頬ほおが熱くなった。スフィアが顔を寄せているからではない。子こ供どものように腹はらを立てかけていたことについてだ。

　もし、気分のままにカピラへ怒ど鳴なっていたら──ずいぶん気まずいことになっただろう。

　感かん謝しやの念がわきおこる。

「ありがとう」剛士はスフィアにささやいた。

　そっと首を横に振ふるスフィア。

　剛士が彼女をまじまじとみつめてしまったのは、その可か憐れんさに惹ひかれたからばかりではなかった。

　どこかに、気になるものがあったのだ。

　いったいなんだろう……

「あー、おほん」

　ラッシュバーンの白しら々じらしい咳せき払ばらいがきこえた。気づけば、マミーたちの後始末をしていたためやってくるのが遅おくれたクォルンとアーシュラがあきれ顔で彼をみていた。妙みようにまじめな顔をして指揮センターにとんでいったかとおもえば、いったいなにをしておるのか、というところである。

「いや、うん、あの」

　剛士はしどろもどろになりつつ言葉を探さがし、いった。

「ランバルトがなぜ補給隊を襲おそったかについて、意見のある人」

　って、あんた、ホームルームで司会してるんじゃないんだから。

「よろしいですかの」とカピラ（シロナガスクジラ頭あたま）。

「うん、教えて」

「ランバルトがとりうる行動についてはいくつかの推すい測そくがなりたちます……」

「ひとつは総そう攻こう撃げきの準じゆん備びきゅ」（バンドウクジラ頭）

「あるいは総撤てつ退たいの準備かもしれませぬ」（シャチ頭）

「または……」

「嫌いやがらせ、ですな」ラッシュバーンがいった。

「ただ我われ々われを混こん乱らんさせようとしているのかも」ごにょごにょとカピラのフグ頭から話をきいていたクォルンが推測した。

「どうであれ、効果はあります」と、アーシュラ。疑うたがわしげな目つきになってたずねる。

「おわかりでしょうね、閣下？　たしか、ご説明したことがあるとおもいますが」

「ああ……えと、うん」

　剛士は自信なさげにうなずいた。

　魔ま王おう軍ぐんの防ぼう衛えい体たい制せいは、セントール平野に点在する小さな砦とりでによってつくりあげられたネットワークが大きな役やく割わりを果たしている。

　それぞれは小さな砦で、戦力と呼よべるほどのものではない。

　しかし、その機き能のうは重要である。

　要するに火か災さい報ほう知ち器きなのだ。ランバルトが動けば警けい告こくを発し、敵の奇き襲しゆうを受ける可か能のう性せいを減へらす。砦はセシエの中央セントラル・魔法局マジツク・エージエンシー工作員エージエントたちの拠きよ点てんにもなっているから、なおさらである。

　たしかに第二次セントール会戦では不意を衝つかれかけたが、それはランバルトが移い動どうに手間のかかるバリスタなどの重じゆう装そう備びをともなわず、補給部隊さえ最低限にとどめ、夜間、軍を急行軍させたからだった。つかむべき前ぜん兆ちようが存そん在ざいしなかったのだ。

　いや、そうであってすら、砦のネットワークはぎりぎりのところで敵の行動を察さつ知ちし、ワルキュラに報告をもたらしたのである。であるならば、その有効性は疑うたがう余よ地ちがない。

　だからこそ、砦に対する補給部隊が襲われたという報告には注目せざるをえなかった。

　砦を……警報装置のネットワークを弱らせようとする行動だからである。

　──とまあ、それっぽい筋すじ道みちをたてて剛士が理解していたわけではもちろんない。いまのいままで、アーシュラからそんな説明を受けていたことも忘わすれていたのだ。ならばなぜ問題を理り解かいできていたかというと……

　過か去この経けい験けんからである。

　学校で苛いじめグループから狙ねらわれた時に自分がどうしていたかをおもいだしていたのだ。あの時、剛士に味方はいなかった。敵と、利用できるかもしれないものが存在しているだけだった。

　そんな条じよう件けんの下もとで、生き残らねばならなかった。

　決意を固めてしまえば、最初になすべきことは決まっている。

　敵の弱点を探さぐり、利用できるかもしれないものをどうしたら『使える』かを探ることだった。

　つまりは情じよう報ほう収しゆう集しゆうである。

　キリンの首は長く、ウサギの耳は長い。首は短く、諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいのように化ばけ物じみた耳も持っていない剛士は、そのかわりに頭を働かせただけのことである。その気になれば誰にだってできることだ。

　そして、生き残った。いやま、異世界への転移なんて大おお番ばん狂くるわせによって魔王領で総帥なんぞおしつけられるハメに陥おちいってますが、ともかく、そういうことである。困こまったものではあるけれど、根こん拠きよのないプライドという鎧よろいだけを身につけて世間の荒あら波なみにのりだし、あえなく轟ごう沈ちんしているオタク兄ちゃんや大おお勘かん違ちがい姉ちゃんよりはよほどましであろう。なんか書いてて自分でイタくなってきたが、本当なんだからしかたがない。

　そういうわけで、彼には補ほ給きゆう部ぶ隊たいが襲おそわれた意味が体感的に理り解かいできたのだ。

「全部の砦と……それに補給隊にも連れん絡らくをつけて。大だい丈じよう夫ぶかどうか確たしかめないと」

　剛士は命じた。アーシュラにたずねる。

「これでいいかな、軍ぐん事じ顧こ問もん？」

「……」

　アーシュラはこたえない。剛士のことをみつめているのだが、言葉がきこえていない感じだ。紅あかいサングラスの下で、どんな目をしているのだろう。ともかく剛士の的てき確かくな命令に驚おどろきをおぼえているのはたしかだった。

「アーシュラ」スフィアがうながした。どうしたわけか、声がかすかに険けわしい。

「え……あ、はい。おっしゃるとおりです」

　ヴァンピレラ・ビューティはわれにかえった。

「伝令を飛ばし、安全を確かく認にんする必要があります。補給を断たって警けい戒かい網もうの弱体化をはかっているとなれば……次は砦自体を狙ねらうはずですから」

「なるほど、そうなんだ」と、剛士。

「いや、あの……」アーシュラは絶ぜつ句くした。心の内側に湧わきでた、やはりこの男はただものではないのかも、という気分が勢いきおいよく蒸じよう発はつしてゆく。その隙すき間まを埋うめるように、怒いかりがわきあがってきた。

「まさか、そんなこともわからずに」

「いや、あは、あの」

　あっというまに立場がいつもどおりになってしまったことに気づいた剛士は懸けん命めいにごまかし、情じよう報ほうの記された巨きよ大だい地図に目をおとした。

　アーシュラのいうとおりかもしれなかった。

　ことに、ネットワークの節ふし目めになっている砦を陥おとされでもしたら大変なことになる。

　魔王軍は、砦に配置した伝令がリレーをしつつ魔ま都とワルキュラに情報を届とどけるというシステムを採さい用ようしているからだ。魔法、精せい霊れい通信、ウィングドラゴンやペガサスを用いる手もあるが、敵に気づかれたり、戦場では使えなかったり、目立ちすぎたりで、一長一短があり、情報収集には適していない。

『情報を集めている』

　という事実を知られることだけでも問題になるからである。国家規き模ぼの情報活動とは警けい察さつの内ない偵ていや麻ま薬やく取とり締しまり官かんの潜せん入にゆう捜そう査さのようなもので、調べている、ということがわかっただけで意味がなくなることも多いのだ。

　となれば、どこかポイントになる砦をおとされただけで、大騒ぎなってしまう。詰つまった下水管のように、セシエ・ハイムの中央魔法局ＣＭＡエージェントたちがどれほど出先で頑がん張ばっても、情報がうまく流れこまなくなるのだ。

　ランバルトはその点を衝ついてきたのである。

　面めん倒どうくさくてたまらないが、対たい応おうせざるをえない。

「どうしたらいいのかな」剛士はつぶやいた。いや、なんとなくなにをすべきかはみえているのだが、奇き妙みような不安があった。

　アーシュラの意見は、彼が即そく座ざにおもいついたものと同じだった。

「補給隊の護ご衛えいを増ふやし、偵察を頻ひん繁ぱんにおこなうべきです。幸い──航空戦力にはいくらかの余よ裕ゆうがあります。なお、可能ならば囮おとりの補給隊をだして罠わなをしかけ、捕ほ捉そく撃げき滅めつすべきことを軍事顧問として進言いたします、閣かつ下か」

　彼女のいうとおりだった。敵が小部隊で補給を邪じや魔ましてくるのならば、小部隊では手をだせないほど強力な護衛をつけること、敵の位置をつかんで先手を打つことぐらいしか手だてが浮うかばない。というより、他ほかになにができるというのだろう？

「じゃ、準備して」

　さきほどの失敗をゴマかすためことさらぶっきらぼうに命じた剛士はたちあがった。

　皆みなはすでに動き始めている。剛士が関かかわるべきではない、現げん場ばレベルでの命令が矢や継つぎ早ばやにくだされていた。

　これでいいはずだ、とおもった。

　しかし、なぜか不安は消えない。それはなぜだろうかと考えた。なにもおもいつけなかった。

　ひどく嫌いやな気分になった。



　　　　４



「じゃあなに？　なーんもしてこなかったてゆーの？　よくもまあおめおめと帰ってこれたもんね！」

　シレイラ王女の怒ど声せいがひびいた。場所はもちろんランバルト首しゆ都とウルリスの王城内。王女様の私室から秘ひ密みつの通路でつながっているお部へ屋やである。あの、あれ、秘密の花園つーやつですか。

　ところが……いやまあ、普ふ通つう、お姫ひめ様さまの秘密の小部屋とかいうといかにもなものであるはずなのだが、そのお姫様が規格外な人であるためおもいっきり夢ゆめを打ち壊こわしてくれているのであった。壁かべは敵てき味み方かたの兵力配置をしめす赤と青の矢印を書きこんだ地図が貼はられているし、部屋の真ん中にはでーん、と報告書を積み上げた地図テーブルがおかれている。装そう飾しよくらしきものは壁にかけられている額がくひとつだけ。それだけでもイメージ壊してることおびただしいというのに、その額におさめられている書は、ランバルト語で、

『天てん下か布ふ武ぶ』

　……とまあ、トドメをドスドスと刺さしてくれているのであった。雄ゆう渾こんなる筆ふで遣づかいの書はもちろん、シレイラちゃん御ぎよ製せいである。

「警けい戒かいが厳げん重じゆうでした。配下の者に引き続き監かん視しとゴローズ男だん爵しやくへの協力を命じましたが、わたくしはまず、殿でん下かに直ちよく接せつ御報告すべきだと。一応、殿下が行動を命じられた特とく殊しゆ部ぶ隊たいと連れん絡らくが可能なように手配はいたしましたが」

　ハスキーな声で応じたのはミランだ。王おう城じように戻もどったため、忍しのび装しよう束ぞくではなく、かちっとしたスーツを身にまとっている。といっても、胸むねや腰こしの女らしいふくらみを隠かくしきれているわけではなかった。

「ふーん」シレイラはすねた声でミランにいった。「着き替がえるヒマはあったのに、オノデラゴウシを暗殺するヒマはなかったわけ？　ふーん、そーなんだ」

「成功の可能性はありませんでした」顔を伏ふせたままミランはこたえた。

「オノデラゴウシの側そばにはべっている者、あれは、かなりの使い手です」

「つまりあっちも疲つかれているから宴えん会かいをしてた、しばらく積極的に動く気け配はいはない、というのがもっとも大きな成果なのね？」

　シレイラはミランがまさにそう予想したとおりの理り屈くつを彼女の報告からくみ上げた。

「御ぎよ意い」

「それだけで暗殺をあっさりあきらめた埋うめ合わせになるとおもってるワケ」

「失敗した場合、この御報告もかないませんでした。ワルキュラに残した者たち、技ぎ量りよう未み熟じゆくな１名はゴローズ男爵との連絡要員としましたので合計で16名ですが……機会があれば暗殺せよとは命じてはあります」

「報告の価か値ちは認みとめるけど、そこをなんとかするのが……」

　なおもぶちぶちといいかけたシレイラに、ミランは封ふう筒とうをさしだした。おさめられていたのは念ねん写しや器きで撮とられた念写である。

　最初の念写は、ぼけらあっと空を見上げているちんちくりんの姿すがたを写していた。

　一いち瞥べつしたシレイラの顔色がかわる。

「……まさか、これが……？」

「はい。オノデラゴウシにございます」

「なによ……」

　シレイラは歯をむきだした。

「なによなによなによこれぇ！」

　ほっそりした指で写真をつんつんする。

「これのどこが巨きよ漢かんで、怪かい力りき無む双そうなのよぉ！　どうみたってただのちんちくりんの、へちゃむくれの、おとぼけ野や郎ろうじゃない！　ファッションセンスもさいってぇー！　きっといいトシしていまだに母親が近所のスーパーで買ってきた服しか着たことないのよ！」

「はぁ」

「それともなに？　月の光を浴びると変身するとか？　夜になると身長が三倍にのびるとか？　ちんちくりんだけど本当は精せい力りよく絶ぜつ倫りんだとか？」

「最後のはどうか知りませんが、そんなことはありませんでした。どこからどうみても普ふ通つうの──」

「魔ま族ぞく」

「いえ、まぎれもなく人ひと族ぞくです。ランバルト人とはみためはだいぶ違ちがいますが。グラッサー男爵の……ええ、前線からの報告には、かなり、憶おく測そくがふくまれていたようです」

「憶測……お・く・そ・くですってぇ！」シレイラは完全にブチきれた。

「そんなわけないでしょ！　負けたのが恥はずかしいから口くち裏うらあわせてゴマカしたに決まってンじゃない！　ったく、これだから軍人ってのは……きぃぃぃぃぃ！」

　そのまま暴あばれだそうとしたが寸すん前ぜんでおもいとどまった。この秘密の花園（というより極ごく秘ひ戦せん略りやく司し令れい部ぶという感じですが）で暴れた場合、後あと片かた付づけをする人手が限かぎられていることに気づいたのだ。

「ここしばらく、勝ち戦いくさつづきでしたから」ミランは懸けん命めいになだめた。ここでシレイラが暴れでもしたなら、後片付けを押おしつけられるのは確実なのだ。

「負けた、と報告しにくかったのだとおもいます」

「それがいけないのそれが！」シレイラはぶすぅ、とふくれた。

「一度ウソの報告したら、次にまずいことがあった時もウソをかさねることになるのよ！　そのうち届とどけられるのはウソばかりになるわ！　そんなことになったら、亡ぼう国こくの危き機きじゃない！」

　ミランは素す直なおにうなずいた。シレイラの言葉は真実をついていたし、だからこそ彼女は諜ちよう報ほう局きよくを自分の“〝化け粧しよう料りよう”〟……えー、まあ、シレイラちゃんの場合、お小こ遣づかいにあたるお金で極秘に運うん営えいしてきたのだ。事実、ミランもこれまでは大だい臣じん、将しよう軍ぐんたちの行動を探さぐる仕事がほとんどだったのである。

「なによ」シレイラがにらんでいた。

「いえ、別に」

「あー、なによなによそのハイハイしだした孫まごをみつめるおばあちゃんのような顔は！　さいってぇー！」

　などど騒さわぎつつも、彼女が本気で怒おこっているわけではないことをミランは知っている。

　フェラール兄ちゃんと同様、シレイラちゃんも孤こ独どくといっていい身の上なのだ。立場上、やはり心からの友達という存そん在ざいを持ちにくいのである。普ふ段だんは猫ねこを１個軍団ばかりかぶっているとあってはなおさら。正しよう味みのハナシ、シレイラが素すの態たい度どをとれるのは、兄王とミランの前だけ、といっていいのである。だものだから、同じ女同士、それもミランのほうが年上とくれば、どうしても甘あまえているような態度になってしまう。

　もちろんミランはシレイラに文もん句くをつけるつもりはなかった。ある意味でたいへんにかわいらしかったし、彼女に対する義ぎ理りもある。10年前、ちょっとした事じ情じようで不始末をしでかしたミランを救ってくれたのは芳ほう紀きまさに５歳さいにして天才を開花させつつあった彼女なのだ。

　だからシレイラがどれほどわめこうが慣なれたもの、怒ど濤とうのごとく荒あれ狂くるう罵ば倒とうの嵐あらしから、必要な部分だけを抜ぬきだして耳を傾かたむけていた。

　ミランのみるところ、シレイラが荒れている理由はただひとつだった。

　衝しよう撃げきをうけているのだ。

　シレイラは戦争の天才である。

　そのことは誰だれよりも本人が信じているし、ミランも認みとめている。

　ところが、である。あのオノデラゴウシはいとも簡かん単たんにシレイラの策さくを打ち破やぶってしまった。

　つまり、シレイラよりも戦争の天才かもしれないのだ。

　だからこそ罵ば詈り雑ぞう言ごんをわめきちらしている。そうすることで、精神のバランスを取り戻そうとしている。

　たしかにそのとおりかもしれない。実際、シレイラもそうおもってはいる。

　が、それだけではない。

　なんでアタシが一番じゃないのよー、というのが怒いかりの最大の理由ではないのである。プライドは静せい止し衛えい星せい軌き道どうよりも高いお姫様ではあるが、世の中にはすごい奴やつがいるもんだ、という事実を認められないようなおバカではない（この点は不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵てき、オノデラゴウシと同じだ）。

　むしろこの先の面めん倒どうをおもっていたのだ。

　たしかにシレイラは戦争が大好きである。好きで好きで好きで好きでんもーっ、あっ、だめっ、ていうぐらい大好きだ。

　しかしそれは流血と破は壊かいが好きだということを必ずしも意味しない（いえ、あの、ブチ切れると周囲のものを手当たり次し第だいに破壊しまくる癖くせはありますが）。

　むしろ、大だい嫌きらいなのである。

　流血と破壊が果てしもなく増ぞう大だいする戦争は、彼女が理想とする戦争からは遥はるかに遠いからである。

　シレイラの理想は、大軍が縦じゆう横おうに動き回りながら、ほとんど刃やいばを交えることがないような戦争だ。

　事前の準じゆん備びと、部隊をどこに移い動どうさせるかだけで勝負が決まってしまい、実じつ際さいに戦うことが無意味になってしまう、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしのごとき戦い方である。偉い大だいな将しよう軍ぐんが祖そ国こくに勝利をもたらす者であるならば、その勝利を破壊や流血を伴ともなわずに達成した者こそがもっとも偉大ではないか、そう信じているのだ。

　というわけで、捕ほ虜りよにしたタナカ魔ま王おうを相手にしていた時はじつに楽しかった。戦うたび、だんだんと彼女の理想に近づいていったからである。

　それが……

　オノデラゴウシがあやしげな光とともに出現したとたん、メチャクチャになった。最低限の損そん害がいですむはずだった戦いが天下分け目の大決戦といった様よう相そうを呈ていした。

　現げん在ざいのシレイラちゃんがもっとも重じゆう視ししているのはその点である。

　でもって、念ねん写しやでオノデラゴウシの姿すがたを目にしたとたん、不安が妙みような確かく信しんに置き換かわってしまった。

　危き険けんな存在だと認にん識しきしたのである。

　彼女の理想とする戦争を実現するためには、相手の裏うらをかかねばならない。

　しかし念写で目にしたオノデラゴウシの実像は、それがエラク難むずかしいものになるだろうと彼女に感じさせた。

　見た目が悪いからである。

　シレイラは男ほど単たん純じゆんな生物はいないと信じている。たとえばみかけのいい男はそのイメージを守ろうとして墓ぼ穴けつを掘ほるし、頭のいい男は自分がバカだとおもい知りたくないために無理をしてドジを踏ふむ。

　ところが、オノデラゴウシはみかけがよいわけでなく、頭がよさそうにもみえない。

　日にち常じようのなかで受けた印象であれば、それきりである。取とり柄えのない男として、自動的に記き憶おくからデリートされるか、あるいは軽けい蔑べつのフォルダにいれられるか。

　しかしシレイラは自分がなにをしているか知っていた。キレやすくはあっても、下しもネタで男を罵ば倒とうして喜ぶほど幼おさなくないし、都合が悪くなりゃ泣いてごまかせというタイプでもない。自分のやっていることのなかで、オノデラゴウシがどんな意味をもっているかを冷静に考えることができた。

（わたしは戦争をしている……）

　そう、他ほかでもない戦争である。そしてその戦争、大好きな大好きな戦争で、彼女はこの取とり柄えのなさそうなちんちくりんによって一いつ敗ぱい地ちにまみれた。

（ということは、ただの能のう無なしと考えるべきじゃない）

　オノデラゴウシはなんの取り柄もないわけではなく──

　信じるべきなにものも自分の中に持っていない男なのだ。

　シレイラは決めつけた。こういう男が敵てきにまわすと一番やっかいなのよ。

　戦争の天才である彼女は、人を率ひきいるために必要とされるのは三つの要素だと割わり切っている。

　人じん格かく、知ち識しき、行動だ。

　その点、オノデラゴウシは……みかけがいいわけではないから変に格かつ好こうをつけて失敗などしないだろうし、頭がいいとおもってもいないだろうから、周囲の言葉によく耳を貸かすだろう。

（つまり、人格と知識には問題がないわけよね）

　となると残るのは行動……彼の立場からいえば、決けつ断だん力りよくと呼よばれるものがあるかどうかだが──第二次セントール会戦の顛てん末まつからして、

（ある、と判断したほうがいいわ）

　いやま、シレイラちゃん、それはどうかなとおもいますが……いや、どうだろう。

「……よりにもよってこんなぽんぽこぴーなやつが敵だなんて……」

　辛しん抱ぼう強づよく待ち続けているミランを忘わすれ、彼女は罵ののしりつづけていた。ナメてはいけない相手だ、と脊せき髄ずい反はん応のうに近い素す早ばやさで断だん定ていできたものの、できてうれしいわけではないのだ。

「まったく、男といっても色々ね。兄にい様さまのようなのがいるとおもえば」

　ぶつぶついいながら、彼女はもう一人、オノデラゴウシと似にた印象を抱だいた男のことをおもいだしていた。第二次セントール会戦の敗報が届とどいた直後に開かれた国議でのことである。



　フェラール三世名みよう代だいとしてシレイラ王おう女じよの臨りん席せきを賜たまわって開かい催さいされた国議だったが、議ぎ論ろんは全然はずまなかった。事実上の敗北という現げん実じつが全員の脳のうと舌したをおしつぶしていたのである。

　開会されてから一時間たっても、議論はカラまわりしつづけていた。さまざまな言葉が語られたが、まとめてしまえば、

『次の報告がくるまで待とう』

　でしかない。大臣将軍を問わず、なにかはっきりしたことを口にして、あとあとさらにまずくなったときに責せき任にんを問われたくないのだった。

　目にはみえない猫ねこの軍団を総そう動どう員いんして上かみ座ざにおっとりと腰こし掛かけられているシレイラ王女もさすがに限界である。

「早急に打だ開かい策さくをみいださねばならないが……しかし、いまは情じよう報ほうが足りない」

　なんて議ぎ事じ録ろくに記録としてのこすためだけに発言する大臣に、

（この、ハゲ、しょもない言い逃のがれしてないでちゃっちゃっと死ね）

　などと密ひそかに中指を立てたり、

「迅じん速そくな反はん撃げきこそが必要とおもわれるが、陛へい下かの御ご帰き還かんを待たねば……」

　などといいかげんなことをのたまう将軍に、

（無む能のう、ボケ、カス、敗はい北ぼく主しゆ義ぎ者しや、死ね）

　とかアブナイことを考えてどうにか耐たえている。

　いやま、シレイラちゃんもいけないといえばいけないのです。みえない猫の力を借かりて美び貌ぼうを憂うれいでたぷたぷに満たしたり、視し線せんのあった連中へさびしげに微笑ほほえんでみせたりするものだから、居い並ならぶ大臣将軍どもも、ちょっと殿下にサービスしちゃおうかなぁーなんて余よ計けいに言い逃れに力がはいっているのであった。

　シレイラ自身もそのことに気づいている。いやもういっそのこと、気分が悪くなったとか、突とつ然ぜんウソ泣きするとかして会議をパスしちゃおうか、などど彼女がおもいかけたころ……それまで耳にすることのなかった男の声が彼女の鼓こ膜まくを打った。

「このままでは戦争が長引くだけであります」

　いまいちもりあがらない会議の空気を破ったのは軍部の末まつ席せき近くに座すわっていた細ほそ身みの男である。

「……ゴローズ男だん爵しやくか」

　王おう国こく戦せん争そう総そう監かんをつとめるヴェルニ公爵の顔が曇くもった。よりによってこいつか、という表ひよう情じようである。

「貴き公こうならばどうする」

「恐おそれ多いことではありますが、陛下おんみずから立案された侵しん攻こう計画は新しん魔ま王おうの出現という異い常じよう事じにより、みなおしを迫せまられております」ゴローズの声は大きくも激はげしくもないが、よく響ひびいた。シレイラは脇わきにひかえている侍じ女じよ（実は諜ちよう報ほう局きよく員いん）を呼よび、あれはだれ、とたずねた。侍女はなにかふくむような視し線せんでゴローズをみたが、すぐに教える。

（ゴローズ男爵です……先王陛下、殿でん下かの父ちち君ぎみの御み世よに軍ぐん主しゆ流りゆう派はの反対を押おし切って設もうけられた特とく殊しゆ部ぶ隊たい、王立特務遊撃隊ＲＳＩの指し揮き官かんにさきごろ任にんじられました。今日きようは、軍部の頭数をそろえるために出席しているはずです）

　そのあとで侍女は、いかにもバカにしたように、出しゆつ自じがはっきりしないにもかかわらず、いつのまにか男爵になりおおせました、とつけくわえた。

　シレイラの瞳どう孔こうがきゅっ、とすぼまった。

　そのあいだに、会議の方は大おお騒さわぎになっている。

「ゴローズ！　貴き公こう、不ふ敬けいだぞ」ヴェルニが怒ど鳴なった。

「不敬ではありません」

　ゴローズは平然と応おうじる。王国軍部をカディウス大だい将しよう軍ぐんとともに支し配はいする男の怒いかりなど、まったく無視していた。それどころか、水に水すい酸さん化かナトリウムの塊かたまりを放りこむような言葉で応じた。

「失しつ策さくを失策といわずして、王国無む窮きゆうの栄えい華がが得えられましょうか？」

「き、貴様」ヴェルニはおもわず腰こしを浮うかせた。顔が、ひきつっている。

　そのとき、横よこ槍やりがはいった。

「なるほど、興きよう味み深ぶかい」

　伯はく爵しやくサンバーノ宰さい相しようである。軍上じよう層そう部ぶの反対を押し切ってはじめられた対たい魔ま族ぞく戦せん争そうの、表おもて向むきの主しゆ導どう者しやという立場だ。

「その若わか者ものの述のべたとおり、勝利のためであれば、従じゆう来らいの方ほう針しんを再さい検けん討とうすることも無む駄だではなかろう」

「だから、さらに情じよう報ほうが必要だと……」

　ヴェルニ公爵が話を蒸むし返し、会議はふたたび堂々めぐりにはいった。

　しかし、シレイラの気分はさきほどまでと一変していた。

　ゴローズという男に興味を抱いだいていたのである。



　いま、秘密の小こ部べ屋やにいらっしゃるシレイラ王女の手元にはゴローズに関するすべての資し料りようがある。もちろん諜報局に集めさせたのだ。

　ゴローズは名門の出ではない。孤こ児じだった。セントールの生まれだが、子こ供どものころ、孤児になった。生まれ育った村が何者かに襲おそわれたのだ。

　その後の人生は、根ね暗くらな主人公が鉛なまりより比ひ重じゆうのおもい荷物を背負い、陰いん鬱うつさでは彼に負けていない悪あくの大だい王おうと凄せい惨さんな戦いをくりひろげる（でも女じよ性せいアンド少年キャラだけはなぜか無自覚なまでに能のう天てん気きな）シャレなしファンタジーを読むかのようだ。

　少年時代のほとんどを、村を襲った者たちを探さがしだすことに費やしたのである。

　復ふく讐しゆうが成功したかどうかはよくわからない。なんの記録もなかった。

　ゴローズがランバルト……というより王都ウルリスにあらわれたのは彼が18歳さいの秋である。

　そのあとはとんとん拍びよう子しだ。まず、よくわからない事情からサンバーノ伯爵の従じゆう士しとして採さい用ようされ、しばらく教育を与あたえられたあとで軍に入隊……いくつもの戦場で軍ぐん功こうを掲かかげた結果、騎き士しや準じゆん男だん爵しやくをすっとばして、いきなり男爵位を与あたえられた。国こく議ぎでみせたとおり、人を人ともおもわない男であるため、あちこちから恨うらみを買っていたが、授じゆ爵しやくについての反対はすくなかった。サンバーノ伯爵の運動と、なによりだれも文もん句くをつけられないだけの実じつ績せきがあったのだ。

　そうなのだ。実力ですべてをもぎとった男なのである。

　現在29歳という年ねん齢れいからしても、並なみの男でないことは察せられる。なお、いまだに独どく身しん。

「特務遊撃隊のほうはどうなの」

　念ねん写しやをめくりながらシレイラはたずねた。いつのまにやら怒いかりは失うせ、クールな戦せん略りやく家かの顔に戻もどっている。ちんちくりんの、へちゃむくれの、ぽんぽこぴーのオノデラゴウシから、ゴローズを連想してしまった理由はわかっているつもりだった。

　ゴローズは似ているのだ。

　たしかに彼はサンバーノの爺じいと近い。しかし、だからといって子こ飼がいというわけではないわ。あの男、あの目。数あわせに出席させられた会議だというのに、なんの遠えん慮りよもなかった。サンバーノの政せい治じ的てき立場すら、気にしていなかった。

　むしろ、サンバーノの方が気をつかっているようにみえた。

　詳くわしいことはわからない。けれど、必要なことはわかった。

　ゴローズはオノデラゴウシと同じ。ことに、信じるものをもっていないところが。自分の王を囮おとりに使ったちんちくりんにそっくり。

　──いえ、ゴローズの場合はなにも信じることができない、というべきかしら。おそらく、孤児になった悲惨な体たい験けんが影えい響きようしているに違ちがいないわ。

　どんな気分かしら！　自分を信じることができない気分は。すべてを奪うばわれ、なにも信じられなくなった気分は。

　危き険けんなのは確実。絶対に。ゴローズもあのぽんぽこぴーと同じぐらい、わたしにとって危険。まちがいない。

　だから利用するのよ。

　信じるなにものも持たない男と、なにも信じられない男。いい勝負じゃない。

　ミランが話していた。

「ゴローズ隊はすでに活発に行動中です」

「サンバーノの爺はいらない口出ししてないでしょうね」

「殿でん下かが、陛へい下かの御名でもって命令をつたえられてからは。部下の報告ではそうなっております」

　諜ちよう報ほう局きよくは、セントールで遊撃戦を開始したゴローズのために情報面での支し援えんをおこなっている。むろん、シレイラちゃんの指示のもとに、であった。

「ですが……よろしいのですか、殿下？　ゴローズはあのとおり、腹はらの読めない男ですし……サンバーノ宰相とも近すぎます」

「兄様も好きじゃないみたい、あの男。ホモにも好みがあるのね。ま、あたりまえか」

　シレイラの声は冷たかった。

「サンバーノたちがどれだけ権けん力りよく闘とう争そうをやらかそうが、気にすることないわ。幼よう稚ち園えんの砂すな場ばでケンカしてるようなものだから。ゴローズは……戦場で遊んでくれているかぎり、大だい丈じよう夫ぶよ。敵を翻ほん弄ろうして、この冬のあいだじゅう疲つかれさせていてくれたら、充じゆう分ぶん。うまくいったら、なにかご褒ほう美びをあげてもいいぐらい。どこかいい家の次女とでも見合いさせてやろうかしら」

「殿下、しかし」

「ずいぶんゴローズが気になるみたいね、ミラン」

「い、いえ、そのようなことは……」

「もしかして、好きなの？」

「違います。顔をみたこともありません」

　ミランはこたえた。いつもどおりの声……いや、ほんの少し、強すぎた。

「ふーん」

　シレイラは疑わしげだ。

「殿下……」

「私をだれだとおもってるの、ミラン」

　シレイラは彼女をみすえた。その碧へき眼がんにたたえられた冷れい酷こくな光に、刃やいばの下を数限りなくくぐったくのいち……

「諜報局破は壊かい班はん員いん！　何度いわせんのよ！」

「ということです」

　あ、すいません。でもそんな、二人がかりでいわなくても……

「ただでさえこの手の話とはおもえないぐらい長くなってんだからとっととすすめる！　ほれ！」

「ということです」

　はあ。じゃ、ともかく仕切り直して……

　……シレイラの碧眼にたたえられた冷酷な光に、現げん場ば慣なれした諜報局破壊班員であるミランの背せ筋すじがふるえた。

（やはりこの御方は、タダモノではない……）

　などと彼女がシリアスにおもったとき、念写の最後の一いち枚まいを目にしたシレイラちゃんの眉まゆがぴーんとハネた。

「ね、魔王とかそのたぐいの連中って、みんなちいさな女の子が好きなの？　たしかあのタナカもそうだという話よね」

「は？」

　突とつ然ぜん話題がかわったことに安あん堵どしつつ、ミランはシレイラの示しめした念写に目をおとした。

　オノデラゴウシが幼よう女じよに手をひっぱられ、のたのた廊ろう下かを歩いている。

「いえ、これは……タナカ魔王の、その、アレのはずですが」

「じゃ、なんでオノデラゴウシと仲良さそうにしてるのよ。こいつには……」

　別の念写に写されているスフィアを指さした。

「この、なんかナニな野や郎ろうどもの妄もう想そうそのものみたいなアレがいるんでしょ」

「英えい雄ゆう、色を好むとか申しますが」あんたのみかけも他人のこといえんがな、とツッコミたい気持ちを抑おさえてミランはこたえた。いやまあよく考えてみればミラン自身もそーですが。

「はーん、ふーん」

　シレイラは顎あごをもんだ。しばらくなにか考えているようだったが、突然、なんかいゃあーな笑えみが浮うかぶ。

「腐れオタ野郎……そうか！　使えるわね、これ。うふ。ねえ、口のカタイ念ねん写しや師しを一人都合してちょうだい。うふ、うふふ」

「殿でん下か、あの」

「うふ、うふ、うふふふふふふふふふふ」
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「大だい丈じよう夫ぶですか、剛士様」スフィアが心配そうにのぞきこむ。

「いや、ん……たぶん」

　いつもの学生服によだれかけのようなエプロンをつけ、鏡台の前に座すわらされている剛士の顔はすこし青ざめていた。ぺたぺたとドーランなんか塗ぬりたくられているのだが、顔色の悪さを隠かくしきれてはいない。

「はい、結構です」

　ホビットのメイクさんがうなずき、エプロンをはずした。

　なおも案ずる様子のスフィアは、剛士がめったにしめない学生服の一番上の校章入りボタンと襟えりホックを整ととのえた。

「人目がありますから」

　と、すまなそうにいう。

「うん」

　襟と首のあいだに指をいれてひっぱり、無理に隙すき間まをつくりながら彼はうなずいた。ホックをかけなかったりボタンをしめなかったりするのは格かつ好こうをつけているわけではない。首がかっちりしたものに触ふれていると、それだけで窒ちつ息そくしてしまいそうな気分になるからだ。

「こちらへどうぞ、総そう帥すい閣かつ下か」アシスタント・ディレクターが剛士を導みちびき、ブラントラントすべてを描えがいた巨きよ大だいな壁へき画がの前に仮か設せつされたセットの椅い子すを示しめした。

　赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれ、二つの椅子がやや斜ななめに向かい合わされたセットの左側には、すでにびしりとスーツでキメた女性インタビュアーが腰こし掛かけている。

「いまからでも、中止はできます」

　近寄ってきたアーシュラがささやいた。

「でも、インタビューうけたほうがいいんでしょ？」

「うまくいけば……特に経けい済ざい面めんでの効こう果かはありますが」

　それが最大の問題なのよ、とでもいいたげなアーシュラ。喉のどから内ない臓ぞうすべてが飛びだしそうなほどアガっている剛士を目にしては、その心配も当然である。剛士が失敗した場合……戦せん時じ国こく債さいの売れ行きは地に落ちかねないのだ。

「お兄ちゃん、ガンバガンバ！　ぶいぶいっ、大丈夫だいじょーぶ！」

　ぴょこたんぴょこたんとハネながらリアがなーんの根こん拠きよもない励はげましをおくっている。剛士君、苦笑いするしかありません。

　インタビュアーは目を奪うばわれそうなほどの美女だった。瞳ひとみは薄うすいブルー。肩かたでそろえたプラチナの髪かみが、銀ストライプのはいったダークな生き地じをもちいた服に似に合あっている。



    

  
    
      　台本から顔をあげた彼女は剛士をみつめ、くすり、と笑った。

　歩いているうちにおかしなことになっていたからだ。同じ側の手と足が同時にでていたのである。うわっ、はずかしい。

「小野寺総帥閣下、はじめまして。マジック・ニューズ・ネットワークの中島ワティアです」

　立ち上がった彼女は剛士へ手をさしだした。握にぎった手はとけそうなほど柔やわらかかった。

「あ、もうはじまってるんですか？」

「いいえ」ワティアは微笑ほほえんだ。うかがうようではあるが、バカにしている感じではない。

「収しゆう録ろくのあいだは公正を保たもたなければいけませんので……本当の御ご挨あい拶さつはいまのうちに、と」

「ああ、えと、どうも」

　剛士は頬ほおをあからめる。

「どうか、おかけください」

　二人は腰こしを降おろした。精せい霊れい光こうライトがぶん、ぶん、と音をたてて点てん灯とうされる。スタッフの声がとびかい、収録をひかえた最後のテストがはじまった。

「精霊数安定しました」

「カメラいいです」

「ＯＫ……あ、すいません閣下、もうすこし身体からだを左へむけてくださいませんか」

　ちょこんと座った椅子の上で尻しりをずらせながら、剛士は息を吸すいこんだ。あまり吸いこめなかった。心臓がいやになるくらいどくどく音をたてている。

　ワティアがいった。

「まさか、いまのような時期にインタビューをお受けくださるとはおもいませんでした」

「いや……その……」まともにこたえられない。それどころか、目もあわせられなかった。スタジオが仮か設せつされた魔ま王おう城じよう内ないのこの部へ屋やにはいるまではああもしようこうもしようと話すべき内ない容ようを考えていたのだが、すべてブッとんでしまった。

「ＭＮＮは魔王領りよう系けいですが、全ブラントラントに放送していますので……必ずしも魔王領寄りの放送内容にはなりません。その点はよろしいですね？」

「あ……ええ、はい」

「ありがとうごさいます。放送は明後日あさつてになります。楽しみであると同時に、責任も感じています。どんな結果をもたらすか……わたしも魔王領民の一人なのですけれど、報道の公正さだけは保たねばならないと信じておりますので」

「え、そうなんですか」

　剛士のボケた言葉にワティアは親切にうなずいた。

「名前でおわかりになりますでしょう？　わたしの父は２００年ほど昔、魔ま王おうだったのです。わたしは今年２３７歳さいになります……父と母はいま、大魔海沿えん岸がんのアサムの町で静かに暮くらしております。二人で調べ物をしたり本を書いたり。母がセイレーンなので、海のそばがいいのです」

「ああ、それは、ええ、お元気でなによりです」

　魔王の娘むすめ、普ふ通つうの王制であれば王女様という立場の人がインタビュアーだと知って、剛士は驚おどろき、納なつ得とくした。なんかムチャクチャだなあ、といういつものヤツと、はあ、セイレーンがお母さんなら美人なのも当然だなあ、という健康なる日本男児としての感想である。

「僕ぼくも本当なら、歴代の魔王陛へい下かに御ご挨あい拶さつしなければいけないはずなんですけど……」

「事じ情じようは承しよう知ちしております。ブラントラントに降こう臨りんされてから、閣かつ下かがどれほどお忙いそがしいおもいをされているか、知らぬものはおりません。インタビュー時間が15分に限かぎられていても、文句どころか……よくうけていただけたものだと」

「……ありがとう」剛士はにこりとした。ようやく、気分に余よ裕ゆうがでてきた。

　声がかかる。

「はい、それでは本番、よろしいですか」

　ワティアが最後にほほえみ、背せ筋すじをのばした。剛士はなるべく楽な気分を保とうと、椅子の背に背中をあずける。そうしていれば少しはエラそうにみえるんじゃないか、と考えたのだ。ま、実じつ際さいは人相の悪いテディベアが座ってるような感じになっただけですが。

　精せい霊れい光こうライトがすべて点てん灯とうする。

「では本番いきます！　５……」

　あとの四つは声をださずに指だけ折ってカウントされ、ゼロと同時に収しゆう録ろくが開始された。



　ワティアはカメラに美び貌ぼうをむけ、語りだした。

「みなさんこんばんは、中島ワティアです。今夜のＭＮＮスペシャル・リポートは、現げん在ざい、全ブラントラントでもっとも注目されている人物から話をうかがいます。さきごろ魔王領総そう帥すいに就しゆう任にんした小野寺剛士さんです……総帥、はじめまして」

「どうも」剛士はうなずいた。

「総帥、あなたはこの９月10日にブラントラントへ出現されたわけですが、やはり、過か去この魔王すべてと同様、異い世せ界かいチキュウのニッポンと呼ばれる国からおいでになったのですか？」

「ええ、そうです」

　剛士は短く応じた。必要最低限の言葉だけを、アーシュラたちからそういわれていたからだ。だいいち、格かつ好こうをつけたことをしゃべろうとしても緊きん張ちようで舌したが動かない。

「出現したのは第一次セントール会戦のさなかで……あなたの出現によって魔王軍は苦く境きようを脱だつすることになりました。自分がこのように重要な局面でブラントラントにあらわれたことについて、感想を」

「いえ……特には……それに、ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もんとクォルン族ぞく長ちように助けてもらわなければあぶなかったですし」

「そこに運命を感じませんか？　ブラントラントにあらわれた瞬しゆん間かんから、世に名高い黒こく陽ようのアーシュラや迫はく撃げきのクォルンとかかわったことが」

「ありがたいとおもってます。僕ぼくを助けるために、二人とも、かなりの危き険けんをおかしてくれたみたいですから。あ、あと、もちろん田中さん、もとい、田中陛下にも。僕を助けるようにいってくれたのは田中陛下です」

「その田中魔王から魔王領の伝でん統とうにしたがい、新魔王即そく位いを要よう請せいされたわけですね」

「はい」

「なぜすぐに即位されなかったのですか？　新魔王は出現してからすぐに即位、というのがこれまで魔王領で守られてきた伝でん統とうですが」

「いや、なんだかよくわかんなかったんで」

　剛士の素す直なおすぎる返答にワティアはうなずいた。それらしい表ひよう情じようを保たもってはいるが、哀あわれみに近い感情が湧わいている。この少年は本当にそうおもっている、とわかったからだ。おそらく、優やさしい親に育てられた素直な子だったのだろう……いまはともかくとして、本当はそうであるに違ちがいない。

　しかし彼女はジャーナリストとして矛ほこ先さきを鈍にぶらせるわけにはいかなかった。いや、本格的な攻こう撃げきはこれからなのだ。だからこそ、事前に自分がもと魔王の娘むすめだと明かした。個人的な背はい景けいを知るものからのきびしい言葉はいつも人を驚おどろかせるからだった。

「なんだかよくわかんなかった、とは……異世界出身者に代々魔王の位をゆだねてきた魔王領の制せい度どに対する批ひ判はんですね？」

「批判って、そんな……僕、神社の境けい内だいからいきなりここにやってきたんですよ。おまけに、グラッサー男だん爵しやくっていうランバルトの人にいきなり殺されそうになったし。わけがわからなくなってあたりまえだとおもいます」

　剛士君、あいかわらずホームルーム風ふうに率そつ直ちよくである。そんなところで見栄を張はってもしょうがないとおもっているからだ。

　しかしワティアは舌したを巻まいていた。彼女は小野寺剛士について一部で語られている不信感（というより得え体たいのしれなさ）が根こん拠きよのあるものかどうか確たしかめようとしてかなりキツイことをたずねたのだが、彼はそれを個人的な問題──びっくりしてたので、というレベルでまとめてしまった。

　あざやかだった。ワティアの長いジャーナリストとしての経けい験けんでも、ここまできれいに切り返したものはいない。

　意い識しきしてのことかしら、ワティアは疑うたがった。いまの答えで少なくとも魔王領のものたちはそりゃそうだよねぇ、とうなずくことになるはずだ。もし意識したものであれば、この少年は魔王領を支し配はいするのにふさわしいだけの根こん性じようの悪さをもっていることになる。どちらに取られても損そんにはならない。

　だが、もし、ただ素直にそうおもっているのであれば……彼女はさらに鋭するどくたずねることにした。

「しかし、わけがわからないとおっしゃるあなたは、出現からわずか八日後……９月18日に戦われた第二次セントール会戦で魔王軍を勝利に導みちびきました。今度は偶ぐう然ぜんではなく、田中魔王の失しつ策さくをあなたの作さく戦せん指し導どうで補おぎなって、です。仮かりに、驚いていたのだとしたならば、そんなことは不可能だったのではありませんか？」

「自分でもよくわかりません。そうしなければいけないとおもっただけで」

　また見事な返答。魔王領は彼の言葉を率直な責せき任にん感かんのあらわれとしてうけとるだろう。でも、逃にがさないわ、とワティアはさらにたずねる。

「田中魔王を囮おとりにもちいたこともですか？」

「ええ、そうです」

　そのさりげなさすぎる返答にワティアは鼻はな白じろんだ。彼女は剛士がほんのわずかにでもためらうことを期待していた。そこから彼の人間的な隙すきをさらけだし、さらに言葉の剣けんを突つきいれてゆくつもりだったのだ。

　しかし、小野寺剛士は一いつ瞬しゆんの迷まよいもみせずに、それを認みとめてしまった。

　自分が勝つためには手しゆ段だんを選ばない指し導どう者しやであるといってしまった。

　そのことに気づいているのだろうか……目の前にあいかわらずガチガチになっている少年はまったく気づいていないようにみえる。

「……つまりそれは、これからも同じような手段を用いるつもりがある、ということでしょうか？」

「そんなことにならなければいいとおもいます。でも、いざという時は……僕も田中さんに、いえ、田中陛下に教わったとおりにできたらいいと考えています」

「あなた自身も囮おとりになる覚かく悟ごがある、と？」

「あたらしい魔王の人がきて、もしそれが必要なら……恐こわいですけど」

　なにを立りつ派ぱなことばかり、そう罵ののしりたくなってくる。

　しかしワティアは口にできない。収録されているから、ジャーナリストとしての立場があるから、ではなかった。

　小野寺剛士を目にしているかぎり、本当にそう考えているとしかおもえないのだ。

　みかけはぱっとせず。言葉も朗ろう々ろうと、というわけでもない。緊きん張ちようもいまだにとけない。蔑さげすみたくなるほど小さくなっている。

　なのに……ワティアは心の奥おく底そこからわきあがってくるものを自覚し、そのことに驚いていた。

　昨日きのう、久しぶりに実家へ顔をだし、父と話した。小野寺剛士についてどうおもうか、とたずねた。

　違いすぎてわからないかしら、とは思った。中島もと魔王はブラントラントに漁ぎよ業ぎようを伝えた人である。天あま抜ぬけではもりそばよりカツ丼どんのほうがマシなことで知られた蕎そ麦ば屋やのオヤジだったが、遠えん洋よう漁業にでた父親が台風の海から帰ってこなかったその日までは、静しず岡おかの小さな漁港で一生を送るつもりだった人である。状じよう況きようから考えて、戦争に勝つために降こう臨りんしたとしかおもえない小野寺剛士とは立場が違いすぎる。

　しかし父の返答は明めい快かいだった。探さぐるような表ひよう情じようの娘むすめに彼はこういいきった。

「疑うたがう必要はないよ。小野寺さんは自分の仕事をするさ。ここに呼よばれるというのはそういうことだ」

「でも、文もん句くをつけている者たちもいるわ、父さん」

「いずれ納なつ得とくするよ。わたしのときも同じだったんだよ。心配無用だ。その証しよう拠こに、すでに彼は成功をおさめているじゃないか。たった17歳で、はじめて軍隊を率ひきいたにもかかわらず負けなかった……いや、勝った。父さんも徴ちよう兵へいで軍隊に二年だけいったが、前に話したことがあっただろう、清しんという国と父さんの故ふる郷さとが戦ったあとのことだ。しかし、あれは辛つらかったよ。最初のうちは、毎日便所で泣いていた。ただ軍隊というだけでもそうなのに、戦争だなんて……だから、才さい能のうだよ。やってきた時、みんなが驚おどろいた田中さんだって、目を見張るほど外交の才能があって、人気も高かったじゃないか。だから小野寺さんも同じさ。みんな、彼を頼たよるようになる。魔王領に住んでいるかぎりはおまえもね……娘や」

　いま、父の言葉にその場でうなずけなかったことをワティアは後こう悔かいしている。

　彼女は自分が目の前のちんちくりんな少年におぼえているものがなにか、理り解かいしていた。

　敬けい意いだ。

　小野寺剛士はいま、人気を得るための甘かん言げんを弄ろうしているのではない。

　みていて気の毒になるほど緊張している彼に、そんなことはできない。

　自分が本当にそうおもっていることだけを語っているのだ。

　彼は時に怯おびえ、時に恐おそれ、とまどいもするだろう。

　しかし、自分の言葉どおりに行動しようと努力は傾かたむけるに違いない。

　そのために必要であれば、たとえ泣き叫さけびながらではあっても、自分の命すら犠ぎ牲せいにする……小野寺剛士には、他人にそう感じさせるところがある。

　まさに魔族がのぞむ魔王の器うつわ。

「ええ、では……時間も残り少なくなってきましたので」

　ワティアはともすれば顔へあらわれそうになる尊そん敬けいの念をプロ意識で懸けん命めいにおさえつけ、最後の質しつ問もんを発した。

「魔王領とランバルト王国の戦争についての印象をうかがいます。この戦争は25年前の共同入植地襲しゆう撃げき事じ件けんが関係悪化の発ほつ端たんとなり、引き起こされたといわれていますが……」

　ワティアは即そく座ざに短い返事があるものと予想していた。

　しかし、期待は裏うら切ぎられた。

　小野寺剛士は驚いたような表情を浮かべ、それをあわてて消し、もごもごと、

「ああ、そうですね」

　とだけこたえたのである。

　その言葉に彼女はまったく混こん乱らんし、インタビューは尻しり切きれとんぼな印象をぬぐえないまま終わることになった。



　　　　６



　同じ日の夜。われらがモーホー兄ちゃん、フェラール三世陛へい下かは今日も戦場での骨ほね休やすめを存ぞん分ぶんにお楽しみあそばされた。

　国王陛下であるから一日の半分以上は仕事でつぶれる。これは剛士と同じだ。

　しかし夜は別であった。マリウクスにいるころよりさらに時間がとれるのだ。お耽たん美びなる道をさらに探たん求きゆうできるのである。フェラール兄ちゃん、その道に関しては宮みや本もと武む蔵さしなみに熱心な求道者なので、まことに充じゆう実じつしたナイトライフを過すごせて御ご機き嫌げんであった。

　……って、毎回そういう場面を書いてなんか妙みような誤ご解かいされたり18禁きん指定されたりしても困こまるので、フェラール兄ちゃんが一人ゆったりとアドニスのごとき裸ら身しんを横たえられ、満足げに息を吐はかれたところから──じゃ早すぎるから、それからもう20分ばかしあと、というところから。



　二つの月……〈藍あいノ月〉と〈血ノ月〉からの月光がつくりあげる二つの影かげを寝しん台だいにおとしつつ、フェラールの胸むねが上下する。寝しん室しつには、さきほどまでの激はげしさをしのばせる残のこり香がが漂ただよっていた。

　いい気分であった。いやま、下がらせた美形騎き士しとのナニがよろしかったっつーのはともかく、じつにゆるやかな気分なのである。

　緊きん張ちようから解とき放たれているからであった。

　マリウクスではこうはいかない。夜をどれほど楽しく過ごしても、軍ぐん勢ぜいを率ひきいて最前線へやってきたランバルト軍総そう司し令れい官かんという立場を忘わすれられはしないからである。

「戦争、か……」

　フェラールはつぶやいた。

　やはり、好きになれなかった。

　対たい魔ま王おう領りよう戦せんに手をつける以前から、ランバルトと魔王領のあいだにはさまざまな確かく執しつがあったのは事実である。

　ことに、フェラールの祖そ父ふマナフ二世、魔王領は田中魔王の前ぜん任にん者しや、斉さい藤とう魔王の時代に手がつけられたセントール共同開発の失敗の影えい響きようが大きい。

　本来は恒こう久きゆう的てき平和のとっかかりとなるはずのランバルト─魔王領共同入植地が戦争の直接的原げん因いんとなったのは皮肉ですらある。

　フェラールも戦いが必然の結けつ論ろんであることは理り解かいしていた。お互たがいに煮に詰つまり、ほかに手がなくなっていたのだ。両国の関係を決定的に悪化させたのは斉藤─マナフ時代に何度も試みられた緊デ張タ緩ン和トの産物である共同入植地が何者かによって襲おそわれ、入植者が皆みな殺ごろしの憂うき目をみたことだった。田中さん治下となっていた25年前のことである。

　誰だれが手をくだしたのか、どれほど調べてもわからなかったが、ランバルト、魔王領ともに、相手がやったのだと信じた。

　それでも即そく座ざに戦せん端たんが開かれなかった理由は、田中魔王が見かけと大おお違ちがいの大外交家であったからだった。

　彼はランバルト内部の魔王領に詳くわしい有力者たち（親しん魔ま派は、とでもいうんでしょうか）へ精力的に働きかけると同時に、周辺諸しよ国こくとの友好関係の維い持じに努力した。ランバルトの怒いかりをそらせ、同時に、戦せん略りやく的てき包ほう囲いをはかったのである。

　田中魔王の戦略は図にあたった。

　周辺諸国との小こ競ぜり合いを抱かかえていたアディスン五世は内外の圧あつ力りよくをうけ、とりあえず冷静な対たい処しよをなすべきであると決定した。

　彼に開戦を断だん念ねんさせるにあたってもっとも功こうのあったのは、美しく、健けな気げで、どんなものにも優やさしく接せつする寛かん大だいな心を持つことで知られたロティア王おう妃ひだった。

　なお、ロティア王妃が開戦反対の姿し勢せいを明らかにするにあたっては、密ひそかに届とどけられた田中魔王の密みつ書しよが大きな影えい響きようを与あたえている。

　密書は字は汚きたないわ誤ご字じだらけだわ時じ候こうの挨あい拶さつは間ま違ちがってるわの三さん拍びよう子しそろった小学生レベルのランバルト語で書かれたものだったが、少なくとも本ほん音ねが記されていたのだ。

　本物の戦争なんかイヤです、と。

　要するにオタク兄ちゃんの魂たましいの言葉がいとうるわしき王妃様の御み心こころを動かしたのである。

　それから両国の関係は段だん々だんと修しゆう復ふくされていった。

　すべてが水すい泡ほうに帰したのは10年前、アディスン五世とロティア王妃の突とつ然ぜんの事じ故こ死しだった。地方巡じゆん幸こう中ちゆう、前夜の豪ごう雨うでゆるんでいた崖がけが、彼らの馬車に崩くずれ落ちたのである。

　ランバルト側はそれがまず魔王領の陰いん謀ぼうではないかと疑うたがった。

　証しよう拠こはみつからなかった。が、歴史に名を残すほどの名君とはいえなかったものの、気立てのよい王ではあったアディスン五世、そしてまぎれもなくすばらしいロティア王妃の死は対立を再さい燃ねんさせるに充じゆう分ぶんなものだった。

　緊張緩和後、名目的な警けい備び隊たいが置かれていただけのランバルト─魔王領国こつ境きよう付ふ近きんへ徐じよ々じよに兵力が集まり、小競り合いが毎日のようにおこるようになった。

　田中さんの努力も限げん界かいに達した。

　ランバルトの外交と軍事をシレイラがきりまわすようになったからである。

　いや、外交力からいえば田中さんのほうが上だったが、軍を縦じゆう横おう無む尽じんにひきずりまわす力も兼かね備そなえていたシレイラが全体としてのリードをえた。

　かくして魔王領を優ゆう位いに立たせていた外交的な地位は急速に崩れさった。

　あとはほとんど自動的に事態が悪化した。魔王領側はセントールを当然のように固有の領土とみなしていたし、ランバルト側は戦略的な緩かん衝しよう地ち帯たいと考えていたから、お互たがいに段々と引き下がれなくなり……ついにはシレイラちゃんの大だい英えい断だん、という事態に至いたったのである。

　戦争がはじまったのだ。

　理由のある戦争。避さけられない戦争。

　そうはおもうものの、フェラールはイヤでたまらない。

　シレイラの天才を信じ、またそれが勝利をもたらしてきたこともわかっているが、やはり、刃やいばを交える前になにかやるべきことがあったのではないかとおもえてならないのだ。

　いつのまにか満足感は消え失せてしまった。素す肌はだに夜よ着ぎを引っかけた彼は窓まどをあけて空気を入れ換かえ、湯ゆ浴あみでもしようと歩きだした。

　ノックもなしに扉とびらが開いたのはその時である。

　フェラールはああ、と観念した。この世で、ランバルト王の寝しん室しつにこうもずかずかと乗りこんでくる者はただ一人しかいない。

「ったくもう」

　予想通りの声だった。シレイラ王女は夜着にも着き替がえていなかった。鼻をくんかくんかさせながら海のような色をたたえた瞳ひとみで兄王をにらみつけている。

「なんだね、シレイラ」

「命令書にサインして。15枚ばかし」

　居きよ室しつへ歩いたフェラールはまったく白紙の命令書の下に名を記した。いつものことだった。シレイラは、急場の必要に備えて、必ず数枚は兄のサインだけがはいった命令書を手元においておくのだ。

　だが、いつもより数が多かった。

「15枚とは多いね」

「大軍を動かしているわけではないからよ」とんとんと命令書をそろえながらシレイラは応じた。

「事じ態たいは変わるものだし、命令は常つねに間ま違ちがっている可能性があるんだから」

　またまたシレイラちゃん、至し言げんであった。

　戦争はどんなにうまくいってもドジと間ま抜ぬけの大だい宴えん会かいだ。やればやるほどおかしくなってゆくのが宿命である。どんなに一方的な戦争でも、わけがわからなくなることは避さけられない。

　まず手始めに、どれだけ準備しても、物事は自然に混こん乱らんしている。完かん璧ぺきな人間などこの世にいるわけがないからである。

　だから、戦っているうちに予想もしない事態が一束10円で発生し、本当の混乱がおこる。

　でもって終しまいには、手のつけようもないほどの大混乱のなかで右う往おう左さ往おうするハメになる。

　混乱はエントロピーのごとく増ぞう大だいしつづける……どんなに優すぐれた将しよう軍ぐんにとっても避けがたい、運命のような現げん実じつである。というより、その大混乱のなかですら冷静で、なおかつぴしりとキマッた判はん断だんをくだせるものこそが名将なのだ。

「あのオノデラゴウシが動いたのかと思ったよ……そうならば、わたしも、マリウクスにもどらねばならない」

「奴やつの動向は諜ちよう報ほう局きよくに監かん視しさせつづけているわ。腕うで利ききが18人……といっても、ミランがもどってきて、もう一人はあの特とく殊しゆ部ぶ隊たいやマリウクスとの連れん絡らく役やくにまわしたから、実際は16人だけど。それだけいれば見み逃のがすことはないわ。このところ城しろから一歩もでていないからつかむのがむずかしいけれど……外にでたら、すぐよ」

　フェラールは肩かたをすくめた。

「特とく務む遊ゆう撃げき隊のほうは……いまのところはうまくいっているようだが。昼、報ほう告こくを受けた」

「だから心配なの。あのゴローズという男、どうにも心配だから。オノデラゴウシをあわてさせるにはいいコマなのは確たしかだけれど」

「……」

　フェラールはひとことも発しない。

　シレイラは兄王の沈ちん黙もくの意味を見み逃のがさなかった。

「やはり兄様も心当たりがあるみたいね。ゴローズについて」

「いや……うん……しかし……」

　ゴローズには彼も何度か声をかけたことがある。流る浪ろうの身から実力だけで男だん爵しやく位いを得たところが、フェラールに興きよう味みを抱いだかせたのだ。まるで伝説の英えい雄ゆうのようだ、と感じさせたのである。

　しかし本人に会った瞬しゆん間かんに、そんな気分は吹ふき飛んでしまった。

　ゴローズは人前で感情をあらわにしない男だった。

　フェラールの与あたえた言葉にもこのうえなく慇いん懃ぎんに応おうじるだけ。

　といっても無礼なわけではない。

　なんというか、国王と会うことにたいした価か値ちを認みとめていないように思われたのだ。

　フェラールが確かく信しんを抱いたのは三度目の──最後の謁えつ見けんの場だった。

　戦場での活かつ躍やくにたいして彼の与えた言葉に、ゴローズはいつもどおりの態度で応じたのである。

　その時、彼は重じゆう傷しようの身をおして謁見場へ顔をだしていた。

　苦く痛つうの脂あぶら汗あせを浮うかべながらこれまでと変わらない態度をとり続けるゴローズ。

　その瞬間、フェラールは理り解かいした。

　価値を認めていないどころではない。

　ゴローズにとって、すべてはどうでもいいことであるのだ、と。

　少なくとも、ランバルト王国に関かかわることのすべてがそうであるはずだった。

　もちろん男爵位にも意味など認めない。それどころか、自分が傷きずを負ったことにすらたいした興味を抱いていないのだ。

　なにかほかに目的があるからだ。フェラールはそう直感した。

　ゴローズはランバルトのために生きているわけではない。自分の命にも価値を認めていない。

　ただ、彼が求めるなにかのためだけに生きている。

　その夜、フェラールはおそろしさに震ふるえた。ゴローズは彼の価値観の外に生きている。魔ま族ぞくよりも理解のむずかしい相手だった。

　罷ひ免めんしようかとも思った。

　もちろん、考えただけだ。

　態度はともかく、ゴローズの功こう績せきは大きかった。そんな男を、あっさりとクビにはできない。たしかに国王は国の全ぜん権けんを握にぎっているが、そこには、優すぐれた臣しん下かを認みとめる責せき任にんもふくまれているからだ。

　もし、気にいらないから……という理由だけで功臣をのぞいた場合、人々は王に失望するだろう。王とは国であるランバルトにとってそれはすなわち国の弱体化につながる。不可能だった。

　それにゴローズには、サンバーノの後ろ楯だてもあった。あのサンバーノがなぜあのような男を……という疑ぎ問もんはあるが、ともかく事実としてそうだ。

　となれば辺へん境きようの駐ちゆう屯とん地ちにトバすことすらむずかしい。

　結局、ただ自分から遠ざけておくしかなかった。彼と顔をあわせる機会をつくらないようにしたのである。王立特務遊撃隊ＲＳＩを与あたえた理由のひとつはそれだ。

「……扱あつかいがむずかしいのだろうね、特殊部隊は。そのぶん活かつ躍やくしてくれているようだけれど」

　フェラールは小さな声でいった。

　シレイラは兄王の真意にすぐ気づいた。フェラールは、個人に対する見解をあえて毒にも薬にもならない一いつ般ぱん論ろんのように表現しているのだ。

「そうなりうるわ。そして……ええ、たしかに活躍していてよ、兄様」シレイラは兄の意を汲くんだ表現でこたえた。

「危き険けんはないのかね？　なにか問題がおきたなら……」

「そのための命令書よ」兄のサインした紙をしめしながらシレイラはいいきった。

　美人で性せい格かくが悪い妹のまっすぐな表情に場ば違ちがいなほどのいとおしさをフェラールは抱いた。こうだからシレイラは憎にくめないのだった。

　同時に、果たして彼女の希望は満たされるだろうかとおもった。

　世の中はシレイラほど純じゆん粋すいな人々が動かしているわけではないのだ。

　ゴローズはまちがいなくその一人のはずだ……



　用よう件けんを済すませるとシレイラはやってきた時と同じ勢いきおいで秘ひ密みつの花園へもどっていった。

　人ひと影かげのない廊ろう下かで彼女はつぶやいた。コツコツと、ヒールが磨みがき上げられた床ゆかを叩たたく音だけがひびいている。

「ここまでうまくやってくれるとはおもわなかったわね……たしかに」

　シレイラはつぶやいた。ゴローズのことだ。

　王立特務遊撃隊は期待していたよりはるかに大きな戦果をあげているのは事実である。魔王軍に捕ほ捉そくされることなく、一方的に補ほ給きゆう隊たいを潰つぶしつづけている。オノデラゴウシも頭が痛いことだろう。

　それどころか、ゴローズの活躍はより大きなものにも影えい響きようを与あたえていた。ここのところ、魔王領の戦時国こく債さいの取り扱い量が伸のび悩なやんでいるのにたいして、ランバルトの戦時国債はコレバーンやパライソの市し場じようで好調である。有効な手がうてない魔王領への評価がさがり、反対にランバルトは好意的にみられているのだ。

　大戦果だった。任にん務むを終えたゴローズがウルリスにもどれば、なにか栄えい誉よを与えてやらねばならないだろう。爵しやく位い、領りよう地ち、あるいはその両方。

　もちろん、もどってきた場合の話だ。

　ふっくらとした唇くちびるがゆがんだ。

「……でも、やりすぎ」

　かわいい呟つぶやき。コワイ。恐こわすぎる。しかし本ほん音ねなのであった。

　シレイラちゃんはたしかに本物のお姫ひめ様さまで、自分の目的には直球勝負な人である。

　そのことを知るフェラール兄ちゃんは、だからこそ妹姫にはゴローズを扱あつかいかねるのではないかと案じた。

　しかし、しかしだ。

　直球勝負なだけあって、シレイラちゃんには迷まよいというものがなかった。必要と判断した（感じた、では絶ぜつ対たいにない）のであれば、ただちに行動をおこす御お方かたなのである。直球というよりは剛ごう速そつ球きゆう、スピードガンの測そく定てい、時速１６８キロ。剛士君ほど考えこむ習しゆう慣かんがないぶん、ある意味、優ゆう位いにたっているのだった。

　いまもおなじだった。彼女は、兄王の感じた純じゆん粋すいさのまま、最大の利益を求めようとしていた。

　シレイラはゴローズの能のう力りよくと功こう績せきを認めている。

　だからこそ、彼が危険な男であると断定した。さきほど兄王に彼の印象について再さい確かく認にんしたのはそれが理由だ。

　そして、あの優やさしいヤオイ兄ちゃんも同意見だとわかった。

　つまり、誰だれにも遠えん慮りよする必要はないということ。

　シレイラちゃんはぶっちぎれているようにみえつつ、根元ではきちんとした王おう族ぞくである。王族にとって有能で危険な家か臣しんほどやっかいなものはない。その家臣が、誰だれか有力者のバックアップを受けているとなればなおさらだ。

　秘密の小部屋にもどったシレイラは15枚のうちの１枚をさっそく使って、セントールで戦っている特殊部隊……王立特務遊撃隊に与える新たな命令を書き記した。

　受け取ったゴローズはどんな顔をするだろう……

　その場面を想そう像ぞうした彼女の顔には、シャレのない笑いが浮かんでいた。
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　これで20回目の襲しゆう撃げきだった。

　結果はいつもどおり、完かん璧ぺきである。

　魔王軍補給隊はほんの数分間で全ぜん滅めつに近い損そん害がいを受けた。玉ぎよく砕さいせずにすんだのは、増強された護ご衛えい隊たいがせめて命だけでも守ろうと奮ふん闘とうしたからだった。とはいっても……その結果、護衛隊もかなりの損害を被こうむることになったのだが。

「損害は軽けい微びです」

　マヤ・ウラムが森の奥おくへ無事ひきあげた部隊の状じよう態たいを確かく認にんし、報ほう告こくした。

「軽けい傷しよう者しやが３名、いずれも応急手て当あてだけで戦いつづけられます」

「わかった」

　地図をみていたゴローズは素直にうなずいた。

「負傷者の名前を教えろ」

　マヤは三人の名を告つげた。上官がどんな理由でたずねたかについては、疑ぎ問もんを抱いだかない。あとでねぎらってやるためだとわかっていた。ゴローズ男爵は自分にも他人にもきびしい男だが、責任を果たした者には優しくもあるのだ。だからこそ、正せい規き軍ぐんの誇ほこりだのなんだのといいたがる連中から冷たい扱あつかいを受けているにもかかわらず、王立特務遊撃隊は強い団だん結けつ力りよくを維い持じしている。マヤは部下をそこまで信しん頼らいさせられるゴローズの力を尊そん敬けいしていたが、同時に不満も抱いていた。

　──なぜわたしには優しくしてくださらないのかしら。

　マヤ・ウラムはゴローズを愛していた。理由は本人にもよくわからない。いつのまにか離はなれたくないと思うようになっていたのだ。

　最初は感かん謝しやだけだった。落ちぶれた騎き士しの家を女の身で継ついだマヤをひろいあげ、副官として扱ってくれた。そののち、驚おどろき、恐おそれ、憎にくみかけたこともあった。ゴローズはマヤの失敗を容よう赦しやなく叱しかったからである。

　しかし、暇ひまなときのゴローズはこのうえなく優しかった。貧まずしいマヤのために、女として必要なこまごまとしたものを買ってくれたし、軍人として必要な教育も与あたえてくれた。

　それでいて、色目ひとつ使わない。軍務についているあいだはあくまでも上官として、それ以外の時間はまるで優しい兄のようにふるまうのだ。

　それがどういうことかわからぬまま、マヤは苦しみつづけていた。どうしたらよいのか、見当もつかない。傾かたむいたウラム家を立て直そうと懸けん命めいに努力してきた彼女は異い性せいと深く交わった経けい験けんがなかった。おまけに性格は妄もう想そう爆ばく発はつの天然パートをのぞけばドがつくほど真ま面じ目めだ。いまのところ男の気持ちをどう理解してよいかわからないのである。

　だから、苦しみ続けている。

「騎き士しウラム」彼女の気持ちに気づいているのかいないのかわからない上官が命じた。「ペガサスによれば、南方の街かい道どう上じように補ほ給きゆう隊たいがいるらしい。しかし……」

　突とつ然ぜんゴローズが笑った。

「隊長？」

「いや、どうも都合が良すぎてな」

「そうなのですか？」マヤは面食らった。

「いいさ。どのみち確たしかめる必要がある」

　マヤはうなずいた。

「すぐに移い動どうするぞ」

「攻こう撃げきですか」

「先走るな」ゴローズはあくまでもきびしかった。「まず、状じよう況きようを確認する。いいな」

「はい、隊長」



　補給隊はセントール街道を東進している。馬車は17台。護ご衛えいは50名。まったく通つう常じようの規き模ぼである。時じ刻こくは10月12日の午後２時。

「だめだなぁ」

　補給隊の西側にある丘おかの西にし斜しや面めんに身を伏ふせ、意い識しきを集中していたジョス・グレナム大たい佐さはあきらめの声を漏もらし、仰あお向むけになった。精せい神しんを集中して精せい霊れいたちへ懸けん命めいにお願いしていたのだが、敵てきの気け配はいを感じ取ることができなかったのだ。

「他ほかの娘むすめたちもだめだっていってるわ、ジョス」

　なんというかその、うわぁ、とフェロモン全開のおねえさんがよりそうような姿し勢せいで報告した。種族はダークエルフである。

「メイム、ま、あきらめずに続けて、といっといて」

「ええ、いいけど。それよりあなた疲つかれてるみたい。すこし休んでいて」

　メイム・カスターリャ少佐。ジョスの率ひきいる第11魔ま導どう連れん隊たいの第１大隊長である彼女は、おもいっきり上官と部下の関係ではありえない態たい度どで彼の額ひたいを撫なでた。異性とくればなんでもこいの、いや、断ことわられてもこちらからまいります、のジョス・グレナムは驚おどろくべくことに素直にうなずいた。

「どうも人ひと族ぞくってのはいけないよ。お願いするだけでも疲れる」

「まだ前の戦いでの疲れがとれていないのよ。あの時のあなた、すごかったから。あれだけ魔法を使ったら、ハイエルフだって二度と魔法を使えなくなるわ」

「先生がよかったおかげかね」ジョスはにやりとする。

「ばか」つん、とメイムが額をはじいた。

　いやまあ、そういう関係なのである。というかさらに特別な関係なのであった。

　ジョスは弱じやつ冠かん13歳さいにしてあまりの腕わん白ぱく小こ僧ぞうぶり（特に下半身）を発はつ揮きしていた息子むすこに困こまり果てた両親によって、いまは亡なき大だい魔ま導どう士しアルトラ・ブロッテに預あずけられた。家族の友人であるグールのブロッテは、ジョスが生まれる前に魔導士としてのその才さい能のうを予言していたからであった。ちなみにグールってのは屍し食しよく鬼き、なんて訳やく語ごがありますが、ブラントラントのそれはだいぶんノリが違う。初代魔王出現以前は訳語どおりのことをしていたのかもしれないが、いまではおもいきり舌したが肥こえてしまい、魔王領では料理人だのなんだのという仕事につくことが多くなってます。もちろん、ブロッテのように才能があれば別の道に進む者も少なくありません。

　設せつ定ていはともかく、現げん物ぶつを目にしたブロッテは一目で自分の予言が正しかったことを確信した。自分の跡あとを継つぎ、魔王領筆ひつ頭とうの魔導士になるべき人材だとその場で決めてしまったのである。

　同時に、こりゃ儂わしではどうにもならんわい、ともおもった。長年の美食でずいぶんゆるんだ体つきになってしまった彼は、とてものことではないがジョスの修しゆ行ぎようにつきあうことなどできそうになかった。

　しかしさすが大人おとな、狡こう知ちに長たけている。抑おさえこもうとするからいけないのだとすぐに気づいた。魔導の道もあっちの道も同時に鍛きたえ上げてやれる世よ慣なれた相手をみつけてやりゃいいだけのハナシではないかとおもいついたのだった。

　そうしてジョスはメイムに預あずけられた。当時すでに６００歳を超こえており、若わか々わかしさこそ失われていたが、その妖よう艶えんさは魔王領に並ならぶ者がなく、術じゆつ力りよくはブロッテに次ぐ、といわれるほどの優すぐれた魔導士だった。

　それから10年あまり……ブロッテの狙ねらいは図に当たった。ジョスは彼をしのぐほどの魔導士として成長した。天命を迎むかえたブロッテは安心してこの世に別れを告つげることができたのである。

　自分のおもいつきが図に当たりすぎた、と知ったら彼は苦笑いしたかもしれない。

　ブロッテのもくろみでは、自分の亡なきあと、まずメイムが10年ほど第11魔導連隊を率ひきい、そのあとで年をとっていくらか人間の練ねれているはずのジョスにすべてを任まかせることになっていた。

　しかし、メイムが断ことわったのである。彼女は創そう業ぎよう６００年の経けい験けんでもってあれやこれやと手取り足取りあははははでジョスに教えこみ、彼をブラントラントでも一、二を争う魔導士に成長させたのだが、同時にその、自分の方も教育されちゃったりしていたのだった。母のように、姉のように、教きよう師しのように、だけではなく……ヤキモチ焼きの恋こい人びとだったり心のひろい愛人だったりもしなければ生きていられない感じになっていたのだ。まさにジョス・グレナム、いろいろな意味で天才である。

　メイムは自分の代わりにジョスが連隊長になるべきだと主しゆ張ちようし、そののち、みずから望んで彼の部下となった。

　いまも、そのことを後こう悔かいしていない。敵てきの特とく殊しゆ部ぶ隊たいを待まち伏ぶせるという任にん務むを忘れたわけではないが、ジョスの身体からだも心配だった。第二次セントール会戦でジョスがただ一人クォルンの総そう突とつ撃げきに続いた時は、あの人が死んだらわたしも生きてはいない、とのおもいをひた隠かくしつつ、部下を救うため、後こう退たい命令に従したがった。

「ともかく、待つしかないよ」

　ジョスは甘あまえた声だった。態度はともかく、たしかにそれしかないだろう。付近に隠れさせた兵力は魔導連隊の一部、さらに第21特殊人狼戦隊ＳＷＳやウィングドラゴンなどをくわえて約２０００である。ランバルトの特殊部隊がどれほど優すぐれていても負けることはありえない。補ほ給きゆう隊たいもまったくの囮おとりで、実態は補給物資のかわりに兵を詰つめこんでいるのである。

「そううまくいくかしら」メイムがそっといった。

「総そう帥すい閣かつ下かの計画ではないのでしょう？」

「ずいぶんあの人の肩かたを持つね」

「わかるの、なんとなく。10年前に生意気な坊ぼうやと初めて会った時のように。あなたは彼を信じていないの？」

「わからないな」

　ジョスは寝ねころんだまま秋空をみあげた。一段と澄すんだ青さだとおもえるのは、冬が近づいているせいだ。

「でも、バカじゃこないだの戦いくさを逆転させることなんかできないしなぁ……だけど……スフィアちゃんがそばについてながらどーもね、なんもしてないってのが引っかかる」

「誰だれでも自分と一いつ緒しよにしないの」

　メイムはめっ、とにらんだ。

「気持ちはわかるけれど……この世には心を開くのが大変な男の子もいるのよ」

「そんな連中、知ってるのか？」

「知っていたわ……あなたと会う前はね」

「そうかよ」

　ジョスはふん、と横を向いた。メイムは抱だきしめたいほどの思いで拗すねた彼の後ろ姿すがたをみつめた。

　自分はとんでもなく自由に生きているというのにジョス・グレナムは、メイムの過去が話題になるたび、まるで子こ供どものようになってしまう。共に過ごした10年の間に離はなれられなくなってしまったのはメイムだけではなかったのである。



　ゴローズは補給隊に望遠鏡をむけ、たっぷり２分ほど観察し続けたあとでいった。

「罠わなだ。間ま違ちがいない」

「しかし、敵の姿は……もしかして、隊長は気づかれているのですか」と、マヤ。

「まさか、私にそんな力はない」

　ゴローズはほんの一いつ瞬しゆんだけ笑え顔がおを浮うかべた。マヤの心はそれだけでとろけそうになる。ゴローズの笑顔には、彼が絶ぜつ対たい口にしないなにかがあらわれているのだ。

「あの馬車をみろ。道に、車輪がどれだけめりこんでいるか」

　教えられたマヤは注目した。

「普ふ段だんと同じに……」

「違う、騎き士しウラム、部分ではなく全体に気を配れ。あれは轍わだちをつくっているのではない。轍にそって動いているのだ。道が乾かわいているのに、あれだけの轍ができる原げん因いんはふたつだ。最近、よほど大だい規き模ぼな補給部隊が通つう過かしたか……」

「そんな情じよう報ほうはありません。あれば、我われ々われがつかんでいるはずです」

「そうだ。だからもうひとつの可か能のう性せいが真実ということになる」ゴローズは望遠鏡をしまった。

「我々を待ち伏せるため、何度もこのあたりを往おう復ふくしているのだ。おそらく物資など積んでいない。兵を隠している。おそらくこの周囲にも。私が魔王軍ならばそうする」

「あ……」マヤは目を見開き、ゴローズに熱ささえ感じる視し線せんをむけた。

　ゴローズは魔王軍に気づかれる前に、部隊を即そく座ざに撤てつ退たいさせた。王立特務遊撃隊に対する魔王軍の反撃はまったくの空から振ぶりに終わったのである。

　マヤをはじめとする部下一同は、隊長への尊そん敬けいをますます深めることとなった。ま、マヤちゃん個人に関してはそれだけじゃないのはもちろんですが。
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　恥はずかしい。



　インタビュー翌よく日じつの小野寺剛士君が抱いだいていた気分はまさにそれである。

　いまも、執しつ務む室しつにこもっちゃったりして、靴くつを脱ぬいで椅い子すの上で丸くなっている。

　しかたないことであろう。

　まさに大ボケ。これ以上もないボケをさらしてしまったのだ。

　なにがってそりゃ、あのインタビューの場で教えられるまで、戦せん争そうの原げん因いんを知らなかったこと。

　んなことも知らずに、まともな戦争指し導どう者しやになることについて考えていたんだから、恥はじさらしもいいところ。知能指数が高いわけではないのに予習復習カンニングもせずに試し験けんでいい点をとろうとし、それができずに悩なやんでいたようなものである。

　あー、僕ぼくはどうしてこーなんだろ、剛士は丸くなったまま歯は噛がみした。

　本当に、まったく考えもしなかったのだ。

　そんなワケあるかい、なんておもわずツッコミいれたくなるが、どうだろう。

　たとえば日にち常じようを過すごし、自分がこなさなければいけないもの……それも自分にとって重要なものについて、その原因──というか本当の理由に興きよう味みを持つことがあるかと問われたら、常つねにうなずけるだろうか？　ちょっと疑ぎ問もんである。

　大事なのは目先の問題を片かた付づけることであり、そうしなければならない理由などはどうでもいいことのほうが多いからだ。

　むしろ、理由などわかってしまったら、バカバカしくてやっていられなくなる。世間になじんで暮くらしてゆくには、わからないほうが都合のよい場合も多いのだ。

　小野寺剛士にとってのはそれは、ブラントラントでの戦争だったのかもしれない。

　17歳。わずかに17歳。たしか、最近の国際条約では戦争させてはイカン年ねん齢れいのはずである。

　おまけに、兵隊になった人たちとは立場が違ちがう。彼らは故ふる郷さとや家族について納なつ得とくできればいい。後こう悔かいもし、苦労もするが、彼らはそれだけで戦える。戦う動機になる。

　しかし剛士が目にしたのは大戦争。

　おまけにその指し導どう者しや。

　原因を考える余よ裕ゆうなどなかった。

　目の前でおこることだけでもう大おお塚つか権ごん現げん二丁目の中ちゆう華か『天てん宝ぽう』の大おお盛もり五目炒飯チヤーハンである。ゲップどころか、動いただけでアンコがでそう。どうでもいいとおもったわけではないが、考えもしなかったのもしかたのないことなのである。

　しかしワティアは彼に気づかせてくれた。

　手順をひとつひとつ踏ふんで理解しなければ納なつ得とくできない性格の彼にとっては、戦争の原因はじつに大きな意味を持つということを。

　もしそれが正しければ、この戦争のなにもかもをうけいれられるかもしれないからだ。

　なぜそんなに大事かといえば……あいかわらず、外見に似に合あわないぐらい深いトコロで悩なやんでいるからである。

（なんで僕が……）

　戦わなければいけないんだろう、と。

　この世界は美しい、わけてもスフィアちゃんは最高、グレート、マーベラスだと思ってはいるが、だからといって、自分が戦争をしなければならない、と納得しきれないのである。

　采さい配はいひとつで、何百、何千の人族や魔族が命を散らしかねないのが現げん実じつだなんて、どうにも信じられない。事実上、彼がこの戦争につきあっている理由は、スフィアがアレだからであり、おまえがちゃんとしてないと魔族がばたばた死ぬことになるんだ、というムチャクチャな現実に脅おどされたからであった。こういう表現はどうかとおもうが、要するに、律りち儀ぎで難なん儀ぎでありながら身を守ることの他ほかはちょっとどころではなく優ゆう柔じゆう不ふ断だん、という性せい格かくにつけこまれているのだ。

　ひどい主人公もあったものだ。さすが出現するなり小便もらしただけのことはある。彼にとって、放りこまれたのがブラントラントで幸運だった。これが、あ、君、今日きようから聖せいなる騎き士し、選ばれたる戦士だから、とかいわれて、その日から敵てき兵へいやモンスターをどかどか殺したあげく、

「僕が……殺したのか……これが……戦争……」

　なんてウチにこもったり、敵の殺人には、

「戦いを終わらせるために貴き様さまの妄もう執しゆうを断たち切ってやるっ」

　とか罵ののしるくせに自分の殺人には寛かん容ようすぎる人になったりしなければならない世界だったとしたら、五分と生きてはいられなかったであろう。本当に全然そういうタイプではないからである。

　学校で、もしかしたらこいつ独どく裁さい国家の秘ひ密みつ警けい察さつにでも勤つとめた方がいいんじゃないか、とおもわれるような生徒指導担たん任にんの教きよう師しからごじゃごじゃ因いん縁ねんつけられている時と同じで、

「それがさだめだ」

　とかいわれるだけでは頭も身体からだも動かない。人として、そういう造つくりになっていない。

　とはいっても、髪かみの毛なびかせつつ見下すような態たい度どで、



　わたしは、あなたたちとは違うのだ



　などと根こん拠きよもなく悦えつにいり、大人おとなぶって他人を説教しつつ逆説的に自分の弱さをバクロしてしまうタイプでもない。つーかイヤである。やはり親おや御ごさんの教育がよかったおかげか、そんな下品な、恥はずかしいマネは大だい嫌きらいなのだ。

　じゃあいまはどうするべきなんだろうか。

　アニメや小説なんかでは、無む理り矢や理り戦わせられそうになった主人公が丸くなり、嫌いやだよう、なんてダダをこねる場面もあるが、彼にはそれもできない（いえ、いま丸くなってはいますけど、これは意味が違う）。やっぱし恥ずかしいからである。

　世間並なみのみかけをもっている人には決して理り解かいできないだろうが、ちんちくりんにはちんちんくりんなりの見み栄えがあるのだ。

　人として納なつ得とくしたいし、男として恥はじをかきたくないし、スフィアは好きだし魔ま王おう領りようはいいとこだけど、やはり納得できんものはできん。

　とまぁ、そういうことなのであった。

　だから、本当ならばあのワティアに感かん謝しやしなければならないのである。

　彼女が気づかせてくれなければ、戦争というものに圧あつ倒とうされて、原げん因いんについて考えもしないまま悩みつづけていただろうからだ。

　戦争の原因。

　皮肉なことに、それが、いまの小野寺剛士にとって最大の救いになっていた……といっても自分が気づいていなかったのは恥ずかしくてたまらない。だから、寸すん暇かを惜おしんで丸くなったりしていたのだった。



　ノックの音。剛士はあわてて姿し勢せいをただし、はい、とこたえた。

「失礼します」

「すっごい、すっごいのよ」

　はいってきたのはスフィアとセシエだった。

「すごいって」

「あのインタビューよ！　昨夜放送された結果がね、荒あらっぽい数字だけどもうでたの」

「あ」カァッと血がのぼる。どう反はん応のうすべきかわからない。自分のボケぶりをさらしてしまったことだけがぐるぐるとダンスする。

　しかし、二人の言葉は彼にとって意外なものだった。

「ものすごい視し聴ちよう率りつだったそうです」スフィアは微笑ほほえんでいた。

「それに、反はん響きようもいいの！　魔ま王おう城じようとＭＮＮへ山のように投書が届とどいてるって。それに……国こく債さいの注文も右みぎ肩かたあがり！　なにより凄すごいのは、全土の募ぼ兵へい事じ務む所しよに朝から行列ができてるってこと！　魔族、人族の別なくみんな志願してるわ」

　説明をきいているうちに、ようやくのみこめてきた。

　剛士が恥ずかしぃー、とのたうちまわっていた大ボケ以前の受け答えがよかったらしいのだ。

　なんだかよくわかんなかった、という言葉は、

　──それなのに魔王領のために戦ってくれる

　と、とられ、

　田中さんを囮おとりにしたことは、

　──戦争の才能があるに違いない

　と、受け止められ、

　前任者、つまり田中さんがそうしたからそうするものなんだろうとおもって口にした、自分も囮になりうる、という発言は、

　──なんたる御お覚かく悟ご、これぞ総帥閣下！

　と、熱ねつ狂きよう的てきな反はん応のうを引き起こしてしまったのである。

　困ったものであった。本人にしてみれば嘘うそをつかず、まあ、自分ができそうなことはそれぐらいですからお願いします、というつもりだったのである。執しゆう念ねんと怨おん念ねんの高速増ぞう殖しよく炉ろがうなりをあげていない時の剛士は、それなりに正直で率直なのだ（態度は情なさけないけど）。

　いまも疑ぎ問もんが素直にでた。

「……よかったけど、なんでだろう」

「前にももうしあげたはずです」スフィアがすかさずこたえた。

「剛士様はみんなに未来をみせられたのです。このあいだは指し揮き官かんや兵士たちだけでしたけれど……今度は魔王領のすべてに。いえ、ブラントラント全土かもしれません」

　頭を抱かかえたくなった。

　そりゃそうであろう。スフィアの言葉はつまり、剛士以外の全員がこの戦争を戦うべき理由について納なつ得とくしてしまった、といっているからだ。

　頼たのむよ、おい、であった。僕がわかってないのにみんながわかっちゃった。じゃ、どうしたらいいの、である。魔王領の上から下まで剛士という存そん在ざいをキィにして戦争を理解してしまったということは……剛士自身は、戦争の理由について誰だれにもたずねられないということであった。悪あく夢むみたいな現実だが、ここまでくるとギャグ以外のなにものでもない。

　困った。大いに困った。

　なんとかして、誰にも気づかれずに戦争の理由を知らなければならないことには引っこみがつかなくなってしまった。

　喜ぶ二人を前に、小野寺剛士は頭を抱えたいという欲よつ求きゆうと必死に戦いつづけていた。

　しかも、彼はまだ自分がいくらか幸せであることに気づいていない。

　彼の命令で準じゆん備びされたランバルト特殊部隊待ち伏ぶせ計画が、完全な失敗に終わったことを知らなかったからである。
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　ひとつのことをおもいこんでワケがわからなくなってしまった時、とるべき方法はあまりない。

　さらに考えつづけるか、寝ねてしまうか、だ。

　小野寺剛士はもちろん前者のタイプである。というより、気が小さいため、とても寝てなどいられなくなる。ただ日にち常じようを過すごすなかでは損そんな、まあそのじつにおバカなことなのだが、身を守る場合には逆ぎやくだ。恐きよう怖ふと怒いかりが疲つかれ切った脳のうのなかで果てしもなくふくれあがり、彼に内蔵された危険高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろを臨りん界かい点てんに到とう達たつさせてくれるからである。

　それでも、限界はある。イヤな考えばかりがぐるぐるめぐり、自分でもこりゃいけないとわかるような時だ。

　そんな時、彼は本に逃にげてきた。なるべく当面の問題に関係ないような本。

　ぶっちゃけていえばつまらない本である。辛つらくてもその字面に意い識しきを集中しつづけ、頭を冷やすのに役立てるのだ。

　そうする理由はひとつだけ、自分がどこまで本気であるかを確たしかめることだ。天あま抜ぬけ高校で救いのない毎日を過ごし、なにもかもがイヤになりかけた時につくりあげた習しゆう慣かん……いや、現げん実じつへの対たい抗こう策さくだった。本を読んでるあいだに迷まよいがでてくるようなアイデアであれば、それはどこかがおかしい、実は本気ではない、ということにある時気づいたのだ。

　飯田たち苛いじめグループにたいして最終的な反はん撃げきを決意する何ヶ月か前──学生服のポケットに忍しのばせたカッターナイフをカチカチいわせていたころのことである（本当はコンバットナイフにしたかったが、小こ遣づかいが足りなくて無理だった）。

　もしあのころ剛士が頭を冷やさずに行動を起こしていたなら、彼はいまごろブラントラントにはおらず、警けい察さつを利用するどころか、自分が警察の御ご厄やつ介かいになっていただろう。血まみれのカッターナイフを手にして。

　それはどう考えてもバカバカしいことだった。追おいつめられていたあのころの剛士にもそれはわかった。

　だから、行動をおこす前に本を読み、自分がどこまで本気なのか、冷静に考えているかを確かめた。

　そして、自分が手を汚よごさない方法を思いついたのである。

　確かく認にんし、行動を開始したあとは……恐れもし、怯おびえもするが、後こう悔かいはしなかった。

　絶ぜつ望ぼうしたくなかったからだ。

　いま、彼はこの異い世せ界かいでも同じ手法に頼たよっている。

　ヤバいなと密ひそかにおもっていたことが本当にヤバそうになり、気分が再さい突とつ入にゆう角度の深すぎたスペースシャトルだったのである。

　ランバルトの特とく殊しゆ部ぶ隊たいが暴あばれまわっているというのに、打つ手がない。

　戦せん争そうの理由を誰だれにもたずねられない。

　まともな戦争指し導どう者しやにならねばならない彼にとって、胃が痛いたい、どころではない状じよう況きようであった。



　10月15日の陽ひが傾かたむこうとする時間だった。小野寺剛士は待ち伏せが失敗した理由と今後どうすべきかについて検けん討とうする会議をパスし、魔ま王おう城じようの地下へ一人で降りていった。インタビューの予想もしない成功でふくらみかけた気分は作戦失敗を知ったいま、あとかたもない。天国から地じ獄ごくへの直行便だ。今日きようはもう難むずかしい話に耐たえられそうもない。だから、スフィアを代理として出席させ、自分は地下へ逃げこんだのである。

　精せい霊れい式しきエレベーターで降おり立った先は城内最深部である。

　……ここにやってくるのはこれで何回目だったっけ。剛士は書しよ架かがいっぱいに並ならんだ広大な地下空間をみわたした。

　魔王城図書館。城の地下にある大だい洞どう窟くつに設もうけられた魔王領御ご自じ慢まんの施し設せつである。蔵書は少なく見積もっても一億おく冊さつに達し、毎日数千冊の割わり合あいで増ふえ続けている。ブラントラントだけではなく、さまざまな世界で発行された本が毎日届とどくから……いや、出現するからだ。人の気け配はいはない。普ふ段だんは一いつ般ぱんの利用も許ゆるされているのだが、いまは戦時であり、完全な許きよ可か制せいがとられているからだ。

「閣かつ下か、ここのところ毎日ですね」

　乾かん燥そうした空気に満たされた地下大洞窟に親しげな声がこだました。

「いや……うん」

　剛士は声の主ぬしへあいまいに応おうじた。本当は他人の姿すがたを目にするのもイヤな気分なのだが、魔王城図書館大だい館かん長ちようであるエアさん（男・妻さい子しあり）はしかたがなかった。日々増ふえ続ける蔵書の全ぜん貌ぼうをつかんでいるのは、ここを独どく力りよくできりまわしている彼しかいない。というよりも、さまざまな世界から集まってくる蔵書はすべて、エアさんを慕したって勝手に湧わいてくるのである。理由は……理り屈くつじゃないらしい。さすが、地球は古代メソポタミアからリクルートされた元もと知ち恵えの神様だけのことはある。

「なんか読もうとおもったんですけど」

　剛士は張りつめた気分のなかで可か能のうなかぎりていねいにいった。信しん仰こうしていた人々はとうの昔に土へとかえってしまったが、腐くさっても神様だからである。ま、前の巻かんでさんざん使ったフレーズだが、これまたご両親の教育のなせるわざであろう。

　エアさんは楽しげな笑いをもらし、座すわりこんでいた貸かし出しカウンターから立ち上がった。元神様だけあって若わか々わかしい外見、おお、な美形なのだが、ファッションは……折り目のないズボンによれよれのネルシャツ、へなへなのカーディガンに丸まる眼鏡めがねといういかにもな地方公立図書館司書風のアレであった。

「いやいや、本とはそれでよろしいのですよ。それで……」

　エアさんははるか彼方かなたで消失点すらみせているほど広大で奥おく行ゆきのある本の並ならびを示しめしながらたずねた。

「私にお手伝いできることがありますかな？　なにか、戦いの技ぎ術じゆつに関係する本でもお探さがしですか？」

「いや……あのね」

　剛士は口ごもった。本当はまあ、この戦争の原げん因いんなんか知りたいなー、とおもっている。しかし口にだすのはためらわれた。なんか立りつ派ぱな理由すぎてイヤだったし、たとえすけべー本ではなくても、他人に自分の読みたい本、読んでいる本を教えることに恥はずかしさをおぼえるタチなのだ。

　エアさんはにこりとし、胸むねを張はりながら低い声でささやいた。

「田中陛へい下かはいつも私に堂々と新入荷のすけべー本についておたずねでした。自じ慢まんではありませんが、私は無数の世界のなかでもっともすけべー本に理解のある図書館かん長ちようだと自負しております。さきほどもリア殿どののご要望にこたえたばかりです」

「よく、わからないんだ」

　エアさんの気き遣づかいに、いやあ、本ほん音ねって、心に染しみいる水の音だなあ、とありがたさと恥はずかしさをおぼえながら剛士はこたえた。

「でも、ともかく本を読みたい」

「なるほど。とくにジャンルを指定せずにですか」

　エアさんはずりおちた眼鏡を指先で押おし上げた。ぶつぶつとなにかとなえる。カート替がわりに使われているフライング・カーペットがあらわれた。

「これにお乗りください。きっと、閣下がお読みになりたい本の前に連れていってくれるはずです」

「ありが……ひぇぇぇぇぇっ」

　剛士の声は悲鳴に変化した。乗りこんだとたん、絨じゆう毯たんがＦ１マシンのように加速したのである。

「はあー」元メソポタミアの神様はぐんぐんと加速し、精せい霊れい光こうを火花のようにまき散らしながらコーナーを曲がる絨毯を感心したように見送った。

「うーん、あんなにスピードでる絨毯じゃないはずなんだけどなあ……閣下もよっぽど本が読みたかったんだなー……ま、いっか」

　エアさんは肩かたをすくめ（元神様だけあってちょっとやそっとじゃ動じないのだ）、仕事に戻もどった。仕事は山のようにあった。現げんにいまも、剛士とはなしているあいだに数冊の本がカウンターに出現していた。

「ひぇ、ひぇぇ、ちょ、ちょょょ」

　書しよ架かが猛もう烈れつな勢いで流れさる。コーナーに達すると絶ぜつ妙みようなブレーキングで最低限の減げん速そくをおこない、アウトにふくらみながらテール（？）を振ふり突とつ進しんをつづける。風圧は精霊さんたちが大部分をさえぎってくれるため吹ふき飛ばされることだけはないものの、剛士の気分は未体験のレッドゾーンでコースアウトであった。

　ますます速度をあげながら絨毯は突っ走る。しかし、事じ故こで死んだ伝説のドライバー……とかいわれているアイルトン・セナのようにただ無意味にスピードだけを求める走りではない。イヤミで臍へそ曲まがりで気き障ざで、とうとうＦ１レーシングの世界から追いだされてしまったナイジェル・マンセルのようなテクニカルな走り、目的地にもっともはやく到とう達たつしようとする勝利を目指す頭ず脳のう的てきな走りだ（すんません、ここちょっと趣しゆ味みはいってます）。

　いやま、そうでなければいけない、という面もある。

　収おさめられている本の数が数である。いちいち立ち止まって、あ、あれどうかななんて考えていたら何年かかるかわからない。仮かりに蔵書一億冊として、毎日ほかになんにもせずに１００冊しらべても１００万日＝アバウト２７４０年ばかりかかってしまい、そりゃどうやって年をとるのかよくわからないブラントラントですら生なま半はん可かな時間ではない。

　まあ、

『東クラウド平野部におけるオルファ麦の育成と野の良らユニコーンの駆く除じよ』

　とか、

『心に余よ裕ゆうのないバカと付きあう方法１００』

　なんてのは読む必要がないから少しは減へる。オルファ麦は魔ま術じゆつ遺い伝でん子し操そう作さで開発された新種のフルスカ麦に変わってしまったと誰かから教えられたし、心に余裕のないバカと付きあうつもりはあまりないからである。あとそれから、田中さんが向こうの世界……つまり日本から通つう販はん（？）で取り寄せた20万冊を超こえる特殊な本（主に商業出版物ではない18禁きんの貴き重ちような本）の大コレクションもパスできる。以前にいらした、何人かの女性魔ま王おう陛へい下かが取り寄せられたハーレでクインでシルエットでロマンスな本の洪こう水ずいとか、美中年とか美青年とか美少年が漢字とか熟じゆく語ごの多い会話を交わしながら俺おれ、アイツという人にん称しようとともに肉にく弾だん戦せんを展てん開かいする某ぼうフ○ンスと実はおんなじ会社のプ○ンタンな本の怒ど濤とうとかはもちろんである。

　しかし、そうしてあれこれ省はぶいたとしても多すぎる。剛士君には目下のお仕事もあるから、うーん今日きようは日本語完かん訳やく版ばんの『死海文書完全版』と『ネクロノミコン』のどっちにしようか、ところで夜のオカズは黒いカバーの『女教きよう師し麗美・屈くつ辱じよくの魔ま悦えつ授じゆ業ぎよう』とあにめーな顔のおねーちゃんが裸はだかで鎖くさりにつながれている表紙の『ケルスキアの姫ひめ将しよう軍ぐん─凌りよう辱じよくの大戦略─』のどっちかな、なんて悩なやんではいられないのである。

「うわわっ」

　絨じゆう毯たんが唐とう突とつに減げん速そくし、ぴたりと停てい止しし、ふいふいと左右にゆれた。ようやく剛士の望んでいる本のある場所に到とう着ちやくしたのだ。

　ほっとしながら絨毯をおりた。精せい霊れいさんたちが舞まっているのは右側の書しよ架か、その下から三段だん目だ。そこにあるのが、彼の願望が求めているものだということだ。

　エロ本だったらシャレにならないな、心密ひそかに恐おそれながら剛士はそこをみた──

「なんだこれ」

　喉のど奥おくから失望のうめきが漏もれた。無理もない。精霊さんたちが示しめしていた本のタイトルは、

『希望と開かい拓たくの御み世よ──斉藤陛下と60年』著ちよ　斉藤・アリュナ・マカダム・京子

　だったのである。

　どうやら、昔の魔王陛下の側そばにいた者……というかこっちに来てからの奥さんが書いた回かい顧こ録ろくらしい。がっくりはきていたものの、剛士はそれを手にとった。何年……どころか、何十年も手を触ふれるものがいなかった本はほこりまみれだった。ありがたいのはエアさんの魔力……というより神の御力により、本自体は新品そのものの状じよう態たいを維い持じしていた。

　椅い子すがないので通路に座すわりこんだ剛士は行ぎよう儀ぎ悪わるくその場で読み始めた。日本語だが、漢字は多いわ活字はかすれているわで読みにくいことおびただしい。それでも我が慢まんしてページをめくった。暗いなあとおもったとたん、精霊さんたちが集まってきて本を照らしてくれた。

「ありがと」

　剛士は礼を口にしながら新たなページに目をとおした。

　そして、喉奥から首をしめられた鶏にわとりのようなうめきを漏らした。

　ページに没ぼつ入にゆうする。

　そうか、という声がもれる。

　自分の内部で、感情の量が臨りん界かいを越こえ、どろどろとした危き険けんなものが熱を発しはじめていることに本人はまだ気づいていなかった。
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　翌よく日じつ。

　魔ま王おう城じよう内ないの会議室では、主おも立だった者たちが遠えん慮りよなく頭をかかえていた。

「見事にハズされたねぇ」

　ちょーだりぃーって感じで腰こし掛かけた第11魔ま導どう連れん隊たい長ちよう、ジョス・グレナム大たい佐さが報ほう告こく書しよをテーブルに放りだした。

「ちょっと大がかりな準じゆん備びしすぎたかなあ」

「かといって、あれより兵力が少なくては包囲できなかったぞ」げふっ、とげっぷをもらしながらブーラーンが酒さか瓶びんを引き寄せる。

　とまあ、会話の内容でおわかりのとおり、失敗したランバルト王おう国こく特とく務む遊ゆう撃げき隊たいへの待ち伏せ攻撃についての検けん討とう会かいである。いや、反省会かもしれない。

　なんでこんな会議を開いているかっていえば、そりゃもうこれ以上ないほどの大失敗に終わってしまったからだ。アタマが痛いたいが事実なのである。

　なにしろカスリもしなかったのだ。逃にげられた……いや、「追う」ところまでいってもいないから、それ以前の段階でコケている。ジョスやブーラーンの言葉に要約されているように、入念な準備を心がけたあまり罠わなに気づかれ、雲くも隠がくれされてしまった。

　補ほ給きゆう隊たいへの破は壊かい活動に悩なやんでいる魔王軍にとっては大問題である。どこぞの星条旗掲かかげた国ならば信しん賞しよう必ひつ罰ばついいとこ饅まん頭じゆうというコトで、軽く20人や30人は首をトバされるってぐらいの大失敗。そこまで厳きびしくない日の丸おっ立てた国でさえ、エリートコースから外されてしまうことは確かく実じつ、とおもうがちょっと不安だ。天下りなんぞシャレにならない規き模ぼの汚お職しよくして競きよう走そう馬ばや愛人のマンション買っても退たい職しよく金きんくれるいい国だし……

　えー、それはともかく。大変なのである。

「わたしの責せき任にんです」アーシュラが発言した。当然、沈ちん痛つうな面おも持もちである。根がまじめな人なので、なんつーか、首でもくくりかねない様子だった（いやま、吸きゆう血けつ鬼きは首くくっても死ねませんが）。

「一いち撃げきで敵てきをとらえようとして、ことを大げさにしすぎました。閣かつ下かにはわたくしから御ご報ほう告こくして進しん退たいを……」

「アーシュラ」

　剛士の代理兼けんオブザーバーとして出席していたスフィアが抑おさえた。

「いまは、責任よりも……この先どうするかでしょう。剛士様もそれをお悩なやみです」

「しかしだな、スフィア」アーシュラはむきになった。

「スフィアちゃんのいう通りだぜ、アーシュラちゃん」ジョスがへらへらとたしなめた。

「現げん場ばの指し揮き官かんは俺おれだったんだから、責任は俺がとるよ。あんたは次の手を閣下と相談してくれりゃあいい」

　なんつーか、アレですな。ランバルトの国こく議ぎとは大おち違ちがい。自分に責任をとらせろ、といい争っている。これが魔族の……いや、人族のジョスも加わっているから、魔王領全体の、気分というやつなのだ。剛士君がリアちゃんや玉たま藻もの態度から実感したものは、誤ご解かいでもなんでもないのである。

　となれば、これだけいい連中がそろっているのになんで戦争に負けかけてんの、というのは当然の疑ぎ問もんではある。が……この場にシレイラちゃんがいたなら、即そく座ざに教えてくれるであろう。

　いい奴やつらばかりだからよ、と。

「すくなくとも敵の能のう力りよくはわかった。それだけでも成果ではないかな」その“〝いい奴”〟の代表格であるクォルンが生き残った目を皆みなにめぐらせた。はじっこにちょこんと座すわっているセシエ・ハイムにたずねる。

「遊撃戦をおこなっている敵について、情じよう報ほうはあるのかね、セシエ殿どの」

「んーとね」セシエは報告書をめくった。

「推すい測そくもあるんだけど……たしかなところは、部隊の名前がＲＳＩ、王おう立りつ特とく務む遊ゆう撃げき隊たいってこと。アディスン五世の時に設せつ立りつされた部隊ね。任にん務むは……もちろん、特とく殊しゆ作戦。破は壊かい活動、誘ゆう拐かいから、今回みたいな補ほ給きゆうの妨ぼう害がいまでなんでもござれ。それに、暗殺もね。ここ一年は、ランバルト南部国こつ境きよう……都市国家や小部族を相手にしていたみたい。わかってるだけで、10人以上の要人を暗殺してる」

「ならずものの集まりか」

　アーシュラが吐はき捨すてた。彼女もまっとうな軍人の常つねとして、どうにも特殊部隊とその作戦が好きになれないのだ。

「そうでもないのよ、アーシュラちゃん」セシエはひらひらと手をふった。

「前はたしかにそうだった。ランバルト全軍からよりすぐったクズを集めた部隊として知られてた。死し傷しよう率りつも一回の作戦で三割わり四割なんてあたりまえ。でも、二年前に指し揮き官かんが代わってから……半年ほどでエリート部隊に変身したのよ。いまでは、ランバルト軍のなかでもっとも軍ぐん規きが厳げん正せいで死傷率の低い部隊と呼よばれてる。ま、だからほかの将しよう軍ぐんたちからはよけーに嫌きらわれてるみたいだけど」

「指揮官は女？」興きよう味み津しん々しんという顔でジョスがたずねた。

「ぶー」セシエは指でバツをつくった。

「残念でした。もうすぐ30になろうかって男よ。門もん閥ばつ貴き族ぞくの出じゃないのに、その年で男だん爵しやくで隊長ってのはランバルトじゃ異い例れいの出世だけど」

「名は？」ブーラーンが赤ら顔に似に合あわないクールな声でたずねた。

「ゴローズ」

　その瞬しゆん間かん、スフィアの顔色がかわった。

「どうしたんだい、スフィアちゃん」女性の気分を察さつ知ちすることについてはアメリカ宇う宙ちゆう軍ぐんＫ─11戦せん略りやく偵てい察さつ衛えい星せいをはるかに上回る能のう力りよくを持つジョスがたずねた。

「いえ」スフィアは力なく微笑ほほえみ、なにかをおさえつけるように息をのみこんだあと、セシエにたずねた。

「セシエ、フルネームはわかるかしら？」

「フルネーム……うーんと、あ、これ」セシエは読み上げた。

「ナサニア。王国男爵ナサニア・トルガ・ゴローズ。もっとも、ミドルネームは普ふ段だん、使っていないみたい」

「ナサニア・トルガ・ゴローズ……」

　スフィアはつぶやいた。この世界の人にこんなたとえを用いるのはなんだが、幽ゆう霊れいを目にしたような顔をしていた。

「知り合いか、スフィアちゃん？　もしかして昔のナニとか」

「いいえ」スフィアは弱々しく首を振った。

「聞き覚えのある名前だったから……でも違うわ、きっと」

「どうして」

「わたしの知っている人であれば、生きているはずがないから」

　静かな言葉に秘ひめられた強いなにかに気け圧おされたジョスはそりゃまあ、とかなんとかフェミニストとしては大失格のいいかげんな相あい槌づちをうてただけだった。

「……ふむ、さて、本題にもどろうか」場をとりもつようにクォルンがいった。

「ええ、ですから……」アーシュラが打つべき手を並ならべだす。

　結局のところ名案は出ず、ともかく、雪で特殊部隊の移い動どうが難むずかしくなる冬まで、なんとかやり過すごすしかない、ということになった。

「閣かつ下かは執しつ務む室しつか、スフィア」立ち上がりながらアーシュラがたずねた。

「ええ、図書館をのぞくとおっしゃっておられましたが……もうもどられたと思います。リアちゃんが一いつ緒しよのはずです」スフィアの声はまだ硬かたかった。

「リアが？」

「あの子なりに、剛士様のことを気づかっているのです」

「閣下はお忙いそがしいのだ。お邪じや魔まではないか」

　アーシュラの質しつ問もんにスフィアは唇くちびるのかたちを変えた。微び笑しようだとするなら、あまりにも冷たい微笑だった。

「剛士様は優やさしいおかたですから」

「……まあいい、御ご報ほう告こくにあがる。承しよう認にんされるだろう。ほかに、妙みよう手しゆはないのだから」
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　学校からお父さんとお母さんのいる畑へたどりつくまでに、ナサは地じ獄ごくを目にした。



　裏うら山やまぞいに逃にげていてさえ、空気は焦こげた臭においでいっぱいだった。



　気分が悪くなるほど生々しい血の臭いもした。

　母親が人ではありえないものに取りすがっていた。

「お願いです、どうか、どうか、子こ供どもだけは！」

「うるせぇっ！　死ねぇ、娼しよう婦ふめっ」

　鼓こ膜まくを裂さくような絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

「かあちゃん！」

　幼おさない声が母を呼び、小さな手で取りすがる。

「かあちゃん、かあちゃん、どうしたの？　おそとでおねんねしちゃだめなの、おうちでおねんねしよ。ね、かあちゃん、かあちゃん、どうして、どうしておめめあけてくれないの、かあちゃん、かあちゃん」

「黙だまれ、この血の汚けがれたガキめえっ」

　あらたな、そしてちいさな悲鳴。

　村に突とつ然ぜん襲おそいかかったものたちは血も涙なみだもなかった。人ひと族ぞく、魔ま族ぞくの区別なく住民を狩かりたて、死体の山を築きずいた。もちろんいま繰くり広げられたように、女や子供にも容よう赦しやはない。つい数時間前まで、眠ねむったような時を過ごしていたセントール東とう端たんの村は、いまやブラントラント史上もっとも凄せい惨さんなキリング・フィールドと化していた。

「き、貴き様さまぁぁぁッ」

　家族を失った父親が鋤すきを振ふり上げ、仇かたきをとろうとした。ナサには彼が誰だれだかわかった。きれいなハーフエルフの奥おくさんを迎むかえたばかりの、酒屋のリナンさんだ。しかしリナンさんは間ま近ぢかから浴びせられたウィングドラゴンの炎ほのおによって、一歩ふみだしたところで松明たいまつのように燃もえ上がってしまう。

　村の広場には死体が累るい々るいと転がっている。人族の剣けん士しに首をはねられたヴァンパイアの老人。亜あ竜りゆう人じんに頭をかみ砕くだかれたゴブリンの中年男。日光をあびつつも力を弱めることのないヴァンパイアに血けつ液えきを吸すい尽つくされた人族の若わか者もの。グールに胎たい児じごとハラワタをむさぼり食われているエルフの妊にん婦ぷ。はかなげな少女の姿すがたをしたモーラに心しん臓ぞうから血を吸い上げられ、青ざめながら死をむかえるさまざまな種族の子供たち。

　信じられなかった。

　あたりまえだ。襲しゆう撃げき者しやどもは、彼がこの村で共に暮くらしてきた人族、魔族たちのように、ひとつのチームとして虐ぎやく殺さつをはたらいていたのだ。

　この村で生まれ育ったナサには魔族を人族と区別する習しゆう慣かんがなかった。両親からそう教えられた。彼も抵てい抗こう感かんなくそれをうけいれた。時に、意志を通じ合わせるのがむずかしいものもいたが、たいていの場合は努力がそれを補おぎなった。魔族たちもまた、人族と共に暮らすことを望んでいるからだった。

　しかしこれは──

「ナサにいちゃん」

「恐こわいよ」

　姉妹が口々にうったえる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ぼくについていれば大丈夫だよ」

　ナサは励はげました。おそろしくてたまらないのは彼もおなじだったけれど、そうおもわせてはいけないとわかっていた。

　マウサ先生は、下級生の面めん倒どうをみてあげなさい、といった。

　それにお父さんとお母さんから、女の子には優やさしくしてあげなくちゃいけない、と教えられている。

　ナサはともすれば力が抜ぬけそうになる足を懸けん命めいに動かし、逃にげ続けた。

　男の子としての意地を張はり続けた。

　そして襲撃者どもについておもった。

　人族と魔族が一いつ緒しよにいるなんて、まるで僕の村みたいだ。

　そして──



　魔ま王おう軍ぐんのようだ。

　なにもかもがあやふやになってゆく。

　突とつ然ぜん、いままで覚えたことがないほどの強さに恐きよう怖ふがふくれあがる。

（とうさん）

　歯を食いしばりながらナサは父をおもった。

（かあさん）

　恐怖にふるえる心をムチうつようにナサは母に祈いのった。

　もうすぐ、畑がみえる──

　林が開け、明るい空と豊かな大地がひろがった。

　人ひと影かげ。

　ナサは大声でお父さんとお母さんを呼んだ。

　二人が振ふり向きかけたその時……

　すべてが断たち切られ、暗転した。



　夜や気きが肌はだに冷たい。

　右の頬ほおだけが温かかった。

　はねおきたゴローズ男だん爵しやくは腕うでを一いつ閃せんさせ、頬にあたっていたものをつかんだ。

　柔やわらかい。

「あっ」

　苦く痛つうの声があがった。

　周囲は暗い。ぼんやりとした光がなにかの隙すき間まから射さしこんでいる。

　ゴローズは自分がどこにいるのか、なにをつかんでいるのか、突然、理り解かいした。

　休息のため、森のなかに張られたテントの中である。射しこんでいるのは月光だ。そして彼がつかんでいるのはマヤ・ウラムのほっそりした手だった。

　青白い光に、整ととのった顔が浮うかび上がっている。

　苦痛にゆがんではいたが、戸と惑まどってもいた。

　手をつかんだ状態でゴローズが跳はね起きたため、抱だき寄よせられたように身体からだを接せつしてしまったからである。

　ゴローズの鼻が不思議なものをかぎとった。

　ひどく懐なつかしい香かおりだった。

　土にまみれた女の香りだ。

　いや、実じつ際さいには戦場の泥どろに汚よごれた女の香りなのだが、懐かしくおもったことはたしかだった。

「あの……」

　体たい臭しゆうよりもさらに複ふく雑ざつな息の香りが鼻をくすぐった。

　甘あまい。何日もまともに身体を洗っていないだろうに、どんな香こう水すいよりもすばらしく香りたっている。

「……隊長？」



    

  
    
      　ふたたび呼びかけられたことで、ようやく我われにかえったゴローズはマヤの手をはなした。

「すまない。寝ねぼけていた」

　毛もう布ふをはぎ、立ち上がったところで彼女にたずねる。

「ところで……？」

「いえ、あの」

　わずかな月明かりのもとでさえマヤが真まっ赤かになっているのがわかった。

「あの、御ご報ほう告こくすることがあって来たら……その、あの、うなされているような声がきこえて……それで、悪いとはおもったんですけれど、その、それではいってみたら、あの、あなた……た、隊長が苦しそうだったからついあの手を……やだ、なにいってんだろわたし」

　恥はじいるマヤを彼は叱しからなかった。これまでにも覚えのあることだからだ。あの夢ゆめをみた時は必ずうなされてしまう。

「いや、いい。ありがとう。助かったよ」

　彼はいった。息が白くなっていることに初めて気づいた。もう、夜は冬なのだ。じきに昼も冬になるだろう。

「あ……あの……はい」

　マヤ・ウラムは騎き士しとはおもえない羞はじらいぶりだ。

　ゴローズはそんな彼女をしばらくみつめていたが、やがて、ぽつりとたずねた。

「私は……なにかいっていたか？」

「え、寝ね言ごとですか？　いえ」

　ついついちょっとばかり行動にでてしまった爆ばく発はつ妄もう想そう娘むすめからなんとか副官の顔に立ち戻もどったマヤはこたえた。

　もちろん嘘うそだ。彼女はゴローズが父母を呼ぶ声を耳にしていた。

　しかし、口にしてはいけない、とおもっている。

　どんな男にも、女には知られたくない弱すぎる部分があるのだ。マヤ・ウラムはそこを衝ついて男を操あやつれるほどただの女ではないし、怒おこらせたりするほど愚おろかな娘でもない。貧まずしかったとはいえ、騎き士しの血は彼女に人としての誇ほこりを与あたえている。

　いや、どんな家で育っても同じだったろう。彼女自身がそういう行こう為いを嫌きらう節せつ度どを備そなえた人間だからである。ただの爆発妄想娘ではないのだ。

　ゴローズはマヤの嘘と気き遣づかいを即そく座ざに見み破やぶった。

　どうでもいい、とおもう。

　たぶん自分は母を呼んでいたのだろう。夢ゆめで覚えているのはそこまでだ。つまり……そのあとの、最悪の部分まで夢はつづかなかったに違ちがいない。

　安あん堵どのおもいが湧わいた。

「報告があるといったな」

「ウルリスからの直ちよく接せつ命令です。さきほど空中騎き兵へいが届とどけました」

　ランプに火をともし、ゴローズは命令書を開いた。

　ざっとながめただけでマヤへ読んでみろ、と手て渡わたした。

　一読したマヤから女らしさが消え失せた。命令書からあげた顔は軍人いがいのなにものでもなかった。

「無茶です……これは」

　彼女の言葉は当然のものである。

　ウルリスからの命令は、ワルキュラからの潜せん入にゆうチームから派は遣けんされた諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いんと合流、そのガイドを受けて王立特務遊撃隊ＲＳＩがさらに敵てき領りよう奥おく深ふかく侵しん入にゆうし、魔王領中ちゆう核かく部ぶで破壊活動をおこなえといっていた。たしかに無茶である。いかに隠おん密みつ行動になれた王立特務遊撃隊とはいえ、敵の領内深くもぐりこんで長期にわたる作戦などできはしない。支し援えんがまったく得られないからだ。一度か二度、小さな成功を得たあとで、全ぜつ滅めつすることになるだろう。

「いったい誰がこんな命令を」

「フェラール三世だ。そう署しよ名めいしてある」ゴローズは嫌いやな顔でわらった。

「ともかく、我われ々われが邪じや魔まなのさ。いや、正せい確かくには私だろう」

「しかし隊長は大きな戦果をあげておられます！」

「だからこそ、だよ。王族は功績のありすぎる家か臣しんを嫌きらうのだ。自分たちの足元をおびやかす可か能のう性せいを想そう像ぞうしてね。騎士ウラム、気づいたことはないか。王立特務遊撃隊と私がどんな扱あつかいを受けているかを。また、君の配はい属ぞくがすんなりと認みとめられた理由を」

「え、いえ……」

　マヤは首を横に振った。

　しかし、その表ひよう情じようは爆発妄想娘には似に合あわないほど暗い。

　彼女は父のことをおもいだしていた。

　戦場で恐怖にかられて敵に背せをむけ、雑ぞう兵ひように取り囲まれ、泣いて命いのち乞ごいをしながらなます斬ぎりにされた父のことを。



　卑ひ怯きよう者ものの娘！

　彼女はそう呼ばれて育ってきた。

　ただ蔑さげすまれた。厭いとわれた。嫌きらわれた。罵ののしられた。

　卑怯者の娘！

　妄想をもてあそぶ習慣がついた理由は、じつはそこにある。

　現げん実じつが、あまりにも辛つらすぎたのだ。騎士の身分だけはどうにか保たもったが、領地をほとんど奪うばわれた家計は苦しかった。弟が病気になったとき、医者に診みてもらうこともできず……彼は四日間も高熱にうなされたあとで死んだ。まだ５歳さいだった。

　母もうしなった。お嬢じよう様さま育そだちの身で貴き族ぞくの子し弟ていの家庭教きよう師しや内ない職しよくなど、騎士身分の家でできる仕事すべてをこなしてただ一人残されたマヤに教育を与あたえ……彼女が正式に騎士へ叙じよ任にんされた姿すがたを見み届とどけたあとで倒たおれ、すぐに世を去った。

　跡あと継つぎに男がいなければ女が継ぐ、という鎌かま倉くら幕ばく府ふのような制せい度どをとっているランバルトでは女の騎士も珍めずらしくはない。しかし、財ざい産さんも後ろ楯だてもないマヤにとって現実はきびしかった。

　彼女は王おう城じようの騎き士し所どころに日参した。しかし役目が与えられることはなかった。たまに話があれば……愛人になることを受け入れろという条じよう件けんがついていた。かなりの美女である彼女には、そうした口だけは無数にあった。

　むろんそんな条件を受け入れられるはずはない。弟が貧まずしさのなかで死に、母が力ちから尽つきて倒れたのは、彼女を誰かの愛人にするためなどではないのだ。マヤ・ウラムは自分から望んだ男のほか、決して心も身体も開くつもりはない。

　そうして先の見えない日を過ごしていた時……マヤ・ウラムはゴローズに出会ったのである。

　彼とはじめて出会った時を、マヤは忘わすれたことがない。

　王立特務遊撃隊ＲＳＩが副官を募ぼ集しゆうしている──そのことを知ったマヤは痩やせ馬でゴローズの屋や敷しきにかけつけた。そこで面談がおこなわれていたからである。

　大きくも立りつ派ぱでもないゴローズの屋敷には、すでに何人ものあぶれ者の騎士たちが顔をみせ、自分を売りこんでいた。順番がくるまで、彼女は調度品のほとんどない客間で待たされた。

　周囲で同じように待たされている騎士たちが自分をちらちらとみて、蔑さげすみの視し線せんを浴びせてくるのがわかった。

　マヤはいつものように妄もう想そうへ逃げこむことでそれに耐えた。

　どんな人なのだろう。

　ナサニア・ゴローズの噂うわさは知っていた。なにしろ出しゆつ自じがさだかではないにもかかわらず、たちどころに男だん爵しやく位いを得た男である。

　やはり、ものすごい美形なのかしら。それとも、魔ま物ものみたいに恐こわい人なのかしら。わたしをみてどうおもうだろう。女がこれほどまでに役目をほしがることを鼻でわらうのだろうか。

　それとも、他ほかの有力者たちのように、身体を与えるなら、という条件を持ちだしてくるのだろうか。

　……

　はっ、とした。客間に人の姿すがたはない。外は暗くなっていた。

　居い眠ねむりしていたらしい。まともに食べていないため、体力が落ちていたのだ。

　男の手が肩かたに触ふれていた。

　美形でも、恐おそろしくもない顔立ちの男である。

「目が覚めたかね」

　男はたずね、手を戻もどした。

　それが誰であるか、マヤは即そく座ざに気づいた。あわてて立ち上がり、詫わびの言葉を口にしようとした──これじゃあ、愛人になれともいってこないわ、と自じ嘲ちようしながら。

　しかし彼女をさえぎった男が口にしたのは意外な言葉だった。

「もう遅おそい。騎き士しとはいえ、女性が一人で出歩くべき時間でもない。送ろう」

「い、いえ、結けつ構こうです」

　羞はじらいに顔を染そめながらマヤはいった。

　しかしゴローズは着古された上着に袖そでをとおしながらつづけた。

「ここにはなにもない。だから、食事につきあってくれ、騎士ウラム。堂々と居眠りしていたのだ。それぐらい、いいだろう」

　ゴローズが連れていったのはウルリス南部の臣しん民みん街がいにある、一流とはいえないまでもかなり品のよいレストランだった。彼の真意を疑うたがい続けているマヤを貴き婦ふ人じんのように扱あつかいながら、ゴローズはウェイターを呼び、マヤにいちいち確たしかめながら料理を注文した。

　会話はゴローズの現げん在ざいとマヤの日にち常じようについてだった。子こ供どものころ以来はじめてといっていい美び味みに圧あつ倒とうされながら、彼女はゴローズにたずね、そしてこたえていった。自分がのぞむまで、ゴローズがワインをすすめなかったことに彼女は気づいていた。妙みような下心がないことをそうやって示しめしているのだ、と彼女はおもった。

　マヤは自分の部へ屋やから少し離はなれた場所で馬車をおりようとした。

　惨みじめだったのだ。屋や敷しきはとうに人手にわたっている。いま彼女が住んでいるのは貧ひん民みん街にあるのが似に合あいそうな部屋だった。その部屋ですら、何ヶ月も払はらいがたまっている。

　しかしゴローズは恥はずかしがり……ついには怒いかりすらおぼえた彼女を無む視しして部屋の前まで送り、なんでもないような顔をしていった。

「部屋に、大事なものはあるのかね」

「それがなにか……」疑いをはっきりと怒りに変えてマヤはたずねた。最低の男だわ、と思っていた。愛人どころか、これじゃ娼しよう婦ふの扱あつかいじゃない。

　ゴローズの返答は彼女の予想をこえていた。

「いや……ここはわたしの副官が住まうべき場所ではない、とおもったのだ」

　マヤは目を丸くした。いまのいままで、彼は、マヤの能のう力りよくをはかるような質しつ問もんはひとつもしていなかった。気づいた時には、彼女は声を荒あらげていた。

「男爵、もしあなたのお言葉がなにか他ほかの意味をふくんでいるのであれば」

「他の意味？」ゴローズは眉まゆをよせた。

「他に意味などないよ、騎士ウラム。君を副官に採さい用ようする。正式には許きよ可かを得てからだが。まあ、国王にとっては毎日署しよ名めいをもとめられる書類のひとつにすぎない。ともかくだ、副官は私の家からあまり離れた場所に住んでいてもらっては困こまるのだ」

「え、でも……その……」

「私の家の近くに貸かし家やがある。あまり大きくないが、ここよりはマシだ。騎士ウラム、大事なものだけをとってきなさい。私の副官になるのであれば、そこに住んでもらう」

　ほんのわずかに残った母の遺い品ひんと武ぶ具ぐだけを手にもどった彼女をその家に送り届けたゴローズはかなりの額がくの支度したく金きんを手て渡わたすと、明日は朝８時に出頭しろ、とだけいって帰っていった。

　そのあいだ、彼は彼女に手を触ふれることすらなかった。マヤが卑ひ怯きよう者ものの娘むすめであることはもちろん知っていただろうが、それを匂におわせることすらも。

　こうして、マヤにとってはじめての希望に満ちた日々がはじまったのだった。



「わかりません、隊長。それに……知りたくもありません。私は、あなたにお仕つかえできるだけで充じゆう分ぶんです」

　マヤは決意していった。時を過ごすあいだに、ゴローズは彼女にとって唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいになっていた。妄もう想そうだけでなく、心の底からそうおもっていた。お母様もこの人ならば喜んでくださったに違ちがいない、と信じていた。

「うん？　いや、それは……まことに……」ゴローズは面食らった様子だったが、すぐに微び笑しようを浮うかべ、ありがとうとつけくわえた。

「君の配はい属ぞくを認みとめさせるには賄わい賂ろが必要だと考えていた。しかし、それは即そく座ざに認められた。騎士ウラム、君には悪いが……私に似に合あいだとおもわれたのだ。きっとそうだ。わかるな？」

　マヤはうなずいた。認めたくはないがしかたがない。特とく殊しゆ部ぶ隊たいを率ひきいる成り上がり者。その副官は卑怯者の娘。兵はやくざ者ばかり。

　それなのにこれほどの活かつ躍やく。ランバルト王国にとって、これほど安くて割りのよい投とう資しはなかった。

　そして、すでに充分な儲もうけはでた。

　だから。

「我われ々われを使い潰つぶそうとしているのだ」ゴローズはいった。

「生きたままこれ以上の功こう績せきをたてられては困こまる、と考えているのだろう」

「サンバーノ宰さい相しようから、なにかなかったのでしょうか」

「ないだろう。あの老人と私は、別に仲がよいわけではない。というよりもこの程てい度ど、私が一人で切り抜ぬけるだろうとおもっているはずだ」

　ナサニア、あなたは秘ひ密みつが多すぎる、マヤは愛する男をみつめた。私はあなたのことをなにも教えてもらっていない。あなたは話してくれない。

　でも、いつか、いつか……

「ともかく、正式な命令だ。国王の署しよ名めいがある」

　出会った時と同じようにゴローズは陛へい下か、とすら呼ばなかった。

「では、命令どおりになされるつもりですか、隊長？」

　ゴローズはふん、とつぶやいた。

「騎士ウラム、君は私がバカだとでもおもっているのか」

　もちろんマヤが愛する男を愚おろかだなどとおもっているはずがなかった。



　彼ならば、ウルリスとあのオノデラゴウシを手玉にとる方法を絶ぜつ対たいにおもいつくはずなのだ。



    

  
    
      　マヤ・ウラムは正しかった。しかし、同時に間ま違ちがってもいた。



    

  
    
      　魔ま王おう暦れき１００２年10月16日夜、アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール魔王領総そう帥すい軍ぐん事じ顧こ問もんは、ヒップから脚あしにかけてのラインをきっちり浮うき立たせるブラックのスリムパンツに胸むねのあたりがパッつんパッつんに突つきでた真しん紅くのミリタリー風ふうレザージャケットという、わぉう、ないでたちで魔都ワルキュラは魔王城じよう内ない、総帥執しつ務む室しつにむかう通路をヒールの音も高く歩いていた。検けん討とう会かいの結けつ論ろん、そこでまとめられた進言を報ほう告こくするためである。小野寺剛士がなぜか会議をサボったためにかわって出席していたスフィアも一いつ緒しよだ。

「しかしなぜ閣かつ下かは出席されなかったのだ」小こ脇わきに書類を粋いきに抱かかえたアーシュラがたずねた。納なつ得とくのいかない顔である。夜になったためサングラスをはずしていた。

「ですから、図書館へ。ここのところ、よくいらしています」と、スフィア。会議はかなりの長時間に及およんだのだが、疲ひ労ろうの色はない。いつもどおり、いまこの瞬しゆん間かんに生まれたようにおもえるほどの完かん璧ぺきな美少女ぶりである。

「図書館など、いつでもいける」

「調べものがあると」

「そのために官かん僚りようたちがいるのだ。いや、スフィア、せめておまえが調べ、閣下が出席されるという形にしなければならなかった」

「そのようにもうしあげましたわ」

　スフィアの声に含ふくまれた刃やいばのような鋭するどさにアーシュラはおもわず顔を向けた。

　スフィアはあいかわらずの優やさしげな表ひよう情じようだった。

（…読めない女だ。閣下を甘あまやかしすぎるかとおもえばこの態たい度ど。いったい、なにを考えているのか）

　アーシュラはおもった。しかしそこまでだ。二人は総帥執務室の前にたどりついていた。扉とびらを開ける前にアーシュラは書類がそろっているか確たしかめた。全部そろっている。会議の報告書。今後とるべき行動についての案。それに、ジョス・グレナム大たい佐さをはじめとする各級指し揮き官かんの辞じ表ひよう。彼女自身のものもふくまれていた。

　執務室には剛士とリアと今度は九本の尻尾しつぽをきちんと出した玉たま藻もがいた。といってもみんなで遊んでいたわけではない。リアはソファーに寝ねっ転がってお子魔女が緊きん縛ばくされている法的にちょっとどうか、な同どう人じん誌しを熟じゆく読どくし、玉藻は机つくえの上で丸くなって居い眠ねむりし、剛士は椅い子すに埋うもれるような姿し勢せいで図書館から借りだした斉藤魔王についての本を読んでいた。

　スフィアとアーシュラを迎むかえた剛士は読みかけの本を伏ふせ、アーシュラがまずさしだした辞じ表ひようの束たばをちらちらと眺ながめると、それを机の端はしに押おしやった。

「スフィア、捨すてといて」

「はい」

「閣下、そのようにされては」アーシュラは口を挟はさんだ。

「みんなが責任を感じてることはわかったよ」

「ですから」

「だからそれで充じゆう分ぶん。もういい」

　剛士はぶっきらぼうにいうと、会議の報告書を手にした。

　失敗を痛つう烈れつに批ひ判はんする内ない容ようである。状じよう況きよう判はん断だんの完全な誤あやまりとか無む能のうの極きわみとかあんまりにもキツイので、いくらなんでも、と庇かばいたくなってしまったほどだったが……なにもいわなかった。

　ここで批判されているのは、それをまとめたものたち自身……アーシュラやジョスたちなのだ。彼らは自分自身の失敗を自己批判なんて段だん階かいをとおりこしたところで罵ののしっている。他た山ざんの石、どころではないのだ。彼らは失敗を目にした時、他ほかでもない自分をまず責せめ、その問題点をあきらかにしようとするのである。決して言い逃のがれようとはしない。

　これが魔王領なんだ。

　剛士はリアについて考えた時と同じような確信を抱いだいた。

　イヤになるほど率そつ直ちよくで、困ってしまうほど勇ゆう敢かんで、ひとたび心を決めてしまえば忠ちゆう実じつこのうえない人々、いや、人族と魔族たち。だからこそ根こん性じようの悪い相手との戦争に負けかけている彼らの国。困ったあげくの彼らに国を任まかされてしまったこの僕ぼく。

　そしていま、僕はこの戦争についてひとつわかったような気がしている。

　ブラントラントで生きるのであれば納なつ得とくしてしまうしかない事実。

　戦争の原げん因いん。

　そしてそこから導みちびきだせたいくつかの考え。

　アーシュラが話しだしていた。

「……ですから、当面は補ほ給きゆう隊たいの護ご衛えいを増ぞう強きようすることで対たい処しよし、冬を迎むかえて敵てき特とく殊しゆ部ぶ隊たいの活動が鈍にぶくなるのを待って……」

「却きやつ下か」

「……新たな方ほう策さくを……えっ？」

「だから却下」

　絶ぜつ句くしたヴァンピレラ・ビューティに剛士はくりかえした。声は大きくない。しかし、力がこもっていた。その異い様ようさに、スフィアまでが表情を変えたほどだった。

「ですが」

「悪いけど、だめ」

「では、なにかお考えが」

「そんな大したもんじゃないけど」剛士はうなずいた。

「手を打たれないおつもりで……」

「そんなことはいってないよ。攻こう勢せいにでる」

「……どんな手を……攻勢？　攻勢ですって？」

「そう」

　小野寺剛士は立ち上がり、自分の結けつ論ろんをはっきりと口にした。

「亡ほろびたくなければ、攻勢をしかけなければならない」



    

  
    
      
　あとがき（２００２年度評価版）






　Ａ君、第２巻をお届けします。

　第１巻『まもるべきもの』お買いあげくださった皆みな様さま、お待たせしました。

　これがお初はつとおっしゃる皆様、はじめまして。よろしくお願いいたします。



…で、いきなりお詫わびです。当初の予定から変わってしまいました。ちょっと書きすぎて規き定ていのページを越こえてしまったんで、本来、２巻としてお送りするものを２冊さつに分けてお届けすることになってしまいました。あ、石投げないで。ああ、そんな古代ギリシャみたいに割れた陶とう器きのカケラに豪ごう屋やの名前なんか彫ほっちゃだめ。

　ともかくです、本当はこの巻で済すませる話が２、３巻でようやくという形になったことを幾いく重えにもお詫びもうしあげます。ただし、分けて発売することを決定したのはＳ沼編集長の大だい英えい断だんです。私のせいじゃありません。でも、

「あ、２冊になるんならもっと書いてもいいよな」

　なんて考えて再び原げん稿こうをいじりなおし、１００ページぐらい書き足すわ、構成は原型留とどめないまで変えるわ、キャラは増えるわ、内容がコロコロ変わるのでイラストの伊東さんとその一党の方々は寝ねられなくなるわ、ムチャクチャな口語文を混ぜるので校正担たん当とうの方々は頭抱かかえるわ、たぶんおそらく印刷所の皆さんは大変だわ、旦だん那なに愛あい想そ尽つかした姉は離り婚こんするわ、ウ〇ンド〇ズＸＰはなんか不安だわ、Ｌｉｎｕｘ導入しようとしたらデータが消えるわ…と、さらに大変にしてしまったのは私です、というのは秘密です。なんか関係ないものもはいってる気もしますがすべて事実なので気にしてはいけません。ともかく、ごめんなさい。



　でまあ、今回のお話なんですが……小お野の寺でら剛ごう士しと彼を取り巻く人々の個人的過去とブラントラントという世界の現実が絡からみ合い、お互たがいに影えい響きようを与あたえ合って進展してゆくドラマ編ということになるかとおもいます。

　剛士君の難なん儀ぎな性格は段々とすべてに影響を与え始め、シレイラちゃんは目的にむけて突つき進み、某ぼうオタクなお兄さんは人生を楽しみ、フェラール兄ちゃんはいろいろと幸せになり、登場した新キャラはいやもうひたすらアレで、んでもってブラントラントという世界にはやはり何か秘密があって…というすべてがいっしょくたになって進んでゆきます。戦争は、これからが本番です。小野寺剛士がＡ君から自立した個人へ変わってゆくにはまだまだ血まみれにならねばなりません。

　ま、Ａ君は異い世せ界かい大戦争を舞ぶ台たいにした成長ものではありますが、お話としては今回のような部分の方が重要かともおもいます。マジメな話をマジメな顔して書くのはバカ野や郎ろうだけ、と原はら城じように立てこもった切キリ支シ丹タンのように信じている人間が書いた本なのでそうみえない所があるかもしれませんが、一応、大たい抵ていの場面には二重、時には三重の意味を持たせてあります。そんな部分も含ふくめてお話としてお楽しみいただければ幸いです。



　では、どうやら近日刊行という運びになりそうな３巻もどうかよろしくお願いいたします。ジーク・ジ〇ン！

豪屋大介



…つけたし



　今回もＳ沼編集長から80年代オタクネタの教育を受けました。いま私の部屋には彼から教えられた特とく殊しゆなお店で購こう入にゆうした品々…怪あやしい映像が収まったり、変な歌ばっかりはいっている銀色の円えん盤ばんがいっぱいあります。

　…どうしよう、これ。



    

  
    
      新装版

Ａ君くん（17）の戦せん争そう　２

かえらざるとき



豪ごう屋や大だい介すけ
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